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規模 2.32 x 2.0m 
主軸方向 N-41二w
深さ O.2m
遺 物縄文挫期中葉土器
特但事項 壁際に小穴が並，5~
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遺物番号
文織 LR.白境線
色調明褐色
機成.
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究機
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遺物書~
文得条総
色細 灰褐色、 肉薗鳳色
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2号古代溝
時 期 2-3期
位 置 12E .43.22-12E.53.21
走行方向南北、 N-ll .-E
幅 O.S......1.0m 
深さ O.2m 
畏さ 51m 
断 面浅い逆台形

遺 物土1骨師古器代坪溝、 聾が散在して出土
特飽事項 の延長と考えられる
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4号古代溝
時期 3-4嗣
位置 12ε44-20-12E-54-5

走行方向南北、 N-1-W
幅 O.7- 1.0m
理さ O.'-O.2m 
長さ 20m 
断 面浅い逆台形
遺物
特配事項姻跡の区画f禽と考えられる

5号古代溝
時期 3-4期
世置 12E-44-20-12E-45-11
走行方向東西、 N-82'ーE
幅 O.9- 1.1 m
翠さ O.2m 
長さ 12.5m 
断 面浅い逆台形
遺物
特飽事項 4号古代溝とほぼ直角に撃がる

12号古代溝
時期 3-4湖
位置 12E-45 - IO-12E-45-15
走行方向南北、 N-12'-W
幅 O.7-0.8m
深さ O.I-0.15m 
長さ 9.5m 
断 面遣い逆台形
遺物
特配事項畑跡の区画漕と考えられる。

14号古代溝
時期 3-4期
住置 12E-45-15-12E-45-20
走行方向南北、 N-S'-W
幅 O.8-0.9m
罪さ O.I-0.15m 
長さ 5m 
断 面浅い亜台形
遺物
特記事項畑跡の区画漕と考えられる。
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6号古代溝
時期 3-4期
位置 12E-55-2-12E- 55-17

走行方向南北、 N-Q-W
幅 O.6.......0.7m
理さ O.3-0.5m 

"さ 31m
断 面幅が直いU字形
遺物
特記事項畑簡の区画鴻と考えられる

12E-55 の住居跡群

7号古代溝
時期 3-4矧
位置 12E-55-S-12E-55-13
走行方向南北 N-6'-E
幅 O.8-1 ，Om
軍さ O.I-0.2m 
畏さ 20m 
断 面浅い畳台形
遺物
特記事項畑跡の匡画湾と考えられる

j 唾$陥

d
c
 P

Q
口
一

u-qの

+ 
1,.. . 

PM 
ø日

管 b

日号古代溝
時期 3-4期
位置はE-45-14-12E-55-9
走行方向南北. N-"-W  
幅 O.6- 1.0m
罪さ O.2-0.3m 
畏さ 40m 
断 面浅い逆台形
遺物
特記事項俄跡の匡田満と考えられる

10号古代溝
時期 3-4期
位置 12E-55-S-12E-56-11
走行方向南北、 N-S'-W
幅 O.7- 1.0m
理さ O.1-0.15m 
墨さ 23m 
断 面浅い逆台形
遺物
特配事項畑跡の匡画i.と考えられる

図 6 奈良・平安
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I 1 号住居跡
時期 7 IUI 
位置 12E-41 - 19

理機 3.55 x 3.9m 

主軸方向 N-21 ・ E 

理さ O.2m

床 面 砂地を平旦に聾地し.少し硬い.

柱 穴 対角線上より北寄りに4箇所あり、翠さO.4-0.5m .
竃 北壁中央にあり、備軍材は刷れ、外形不明
遺 物 置向から土師器係聖ー須恵器聾片、南里障から土師器綜出土.
4考記事項
層 il

"1 

1 纏色砂
2 赤色砂
3 暗灰色砂(匝理じる)
4 黒色砂{木炭駒;l!じる)
5 黒色砂 {韓土混じる)

ムL.-3. 4Om
て~

B 

2号住
時期
位置

規復
主軸方向

車さ
床面
柱穴
竃

遺物
特配事項
11 il 

3 醐

12E-51-4 

2.95)( 2.95m 

N一同・ -E

O.2m 

砂地豊平且に聾地し、少し敏かい.
倹出されず

北豊中失にあり.綱量材!ま崩れ.外形不明.
竃向から土師韓盟、床面上から土師器係 須車器聾片出土.

3 
2 

1 鳳匝色砂(軟弱)
2 暗匝色砂{少ししまる)
3 !x色砂(少ししまる)
4 暗匝色砂{硬〈しまる)
5 暗匝色砂{匝色紗;耳じり.しまる)

奈良平安時代の遺構( 1 ・ 2号住居跡)

a‘ 
o 1m 
恒=ーーー 図 B
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3号住居跡
時期 7 潮
位置 12E-51-4

規檀 2.53 x 2.45m 

主軸方向 N- l 0・ - E
罪さ O.lm

床 面 砂地を平且に鐙地しているが、少し凹凸があり敏かい.
柱穴 積出されず
竃 北墜中央にあり、構築材は暗匝色砂. 幅0田m、奥行きO.85m o
遺 楠 竃向から土師器杯聾甑出土.
特記事項 南東部を小坑に切られて量怠る.

B 

4号住居跡
時期 8 期
位 置 12E-5 1 -5 

規模 3.42x3. 11m

主輸方向 N-35・ E 

軍さ O.2m

床 面 砂地を平Eに聾地し. 少し軟かい.
筏穴 総出されず
竃 北盤中央より少し東寄りにあり.嫡築材は暗匝色砂.

幅 1 . 1 m、奥行きO.5m o
遺 物 竃向から土師器聖、 床面上から主師器係出土.

特飽事項
111 ~事 1 黒匝色砂(軟弱)

2 ，音庇色砂(軟弱)
3 時正色砂(少ししまる1
4 晴灰色砂(硬くしまる )
5 暗灰色砂 (!K色砂iI!じり、しまる〉
6 灰色紗(硬くしまる)

図 9 奈良・平安時代の遺構 (3 . 4号住居跡)
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5号住居跡
時期 7 潮

位置 1 2E -42- 1 2

規模 2. 1 3x2. 1 6m

主軸方向 N-85・ -w

怒さ O. l m

床 面 砂地を平旦に整地し、少し凹凸がある。
柱穴 検出されず

竃 西豊中央にあり‘構築土は崩れ、痕跡のみ。
遺 物 竃向から土師器聾出土.
特配事項

6号住居跡
時期 7 期
位置 12E-52-1
規模 2. 67 x 2.75m 

主軸方向 N-210 -E 

深さ O.2m

床 面 砂地を平且に整地し. 1-~し軟弱である.
柱穴 検出されず
竃 北壁中央にあり、構築土は崩れ、捜跡のみ.
遺 物 庫面上から土師鐸時・聾片出土.
特記事項

ふ抽ft

図 10 奈良・平安時代の遺構 (5 ・ 6 号住居跡)
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7号住居跡
時期 6 潮

位置 12E-51-S. 1 0

規模 3.00x 3.15m 

主軸方向 N-18・ E 

理さ 0.15m

床 面 砂地を平旦に整地し.少し軟かい。
柱 穴 対角線上I二2置所、理由対面に1瞳所験出、理さ0.2-0.25m o

C 

竃 北壁中央にあったが、近世涜に切られ憧かに残る. 構聾材lま暗匝色砂。

P4 

¥qJ 
@ 

。 P2 e 
0> 

。

d-P3 
。• 。

J 

D 

p

ン~
遺 物 置向から土師器軍.床面上から土師器保聾出土.
特記事項 一色L-' 鈎m B 

屠序 1 1i!I!J(色砂 (軟弱)
2 暗匝色砂〈軟弱)
3 庇色砂(軟弱)
4 暗匝色砂(しまる)
5 暗匝色砂{揖砂少し理じり、しまる)
6 暗匝色砂(硬〈しまる)
7 !J(色砂 {しまる)

ロ'0 ~ 

ニン
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弓寺実拝玉三
o 1m 
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三三子妥二

9号住居跡
時期 9 JIII 
位置 12E-42-23

規樟 3.30)( 2.65m 

主軸方向 N -23・ E 

E震さ 0.15m 

3 

4 5 
6 

床 面 砂地を平旦に聾地し、少し凹凸があり軟かい.
柱 穴 東西墜付近!こ2箇所検出、理さO.lm o
竃 検出されず.

遺 物床面上から土師器碗聾等出土.

、

ヌ

特記事項 西制を中世滑に切られる. 東壁際中央の週明集中部に閉があったか

眉 序 1 暗匝色砂(黒色土少し理じる)
2 暗匝色砂{褐鉄多〈理じる)

D 3 暗匝色砂 (黒褐色土少し浬じる)
4 !J(色砂
5 属医色砂 (黒色土理じる)
6 黒匝色砂 {黒色土多<;11じる)
7 暗匝色砂(黒色土;11じる )
8 匝色砂

図 11 奈良・ 平安時代の遺構c7・ 9号住居跡)
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自号住居跡
時期 6 潮
位置 12E-52 - 1'6
理機 4.45 x4.00m 

J 主軸方向 Nー 15・ -E
5獲さ O.3m 

o 1m -

床 面 砂地を平.ê. 1こ聾地し少し軟かい.
柱 穴 対角線上lこ4箇所、車田対面Iこ 1 箇所検出、理さO. 1-0.5m o

~t壁中央にあり、煙道部が良〈残る. 術聾材lま暗灰色砂.
賀き口町掘り込みが大きい. 幅1.7m、奥行き1.1mo 

遺 物 置向から土師器軍.床面上から土師器停車、 E軸陶器醜等
出土。

B 特記事項

層 序 1 黒匝色砂(軟弱)
2 黒匝色砂(少し赤〈軟弱)
3 稽匝色砂
4 暗匝色砂(韓砂が少しil!じる)
5 暗灰色砂(俊砂少し;1じり.しまる)
6 ßi色砂

図 12 奈良平安時代の遺構 (8号住居跡)
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10号住居跡
時期 1 期

H 位 置 12E- 52 - 3
規機 4.30x 4.50m 

主軸方向 N- 1 5・ E 

躍さ O.3m
康 面 砂地を平!! Iこ聖地し、少し凹凸があり.中央部で硬い.
柱 穴 対角輔上に4箇所検出.理さO. 25......0.4m o
竃 北壁中央にあり、両抽が接る. 構聾材はE色砂.

焚き口の掘り込みがある. 幅 1 .2m ，奥行き1. 1 m o

ヰミミ今~ 2 372T
竃の珂脇から土師器費、砥石.床面上から土師器坪
聾等出土。

1 黒色砂 (黒色土多<il1じる)

o 1m 

=ーーーーー

図 13 奈良・平安時代の遺構 ( 1 0 号住居跡)
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2 暗庇色砂(呆褐t色土il1じる)
3 晴匹色砂 (暗褐色土理じる)
4 匝色砂(暗褐色土少し1Iじる)
S 緑色砂
6 匝色砂(暗褐色土僅かにil1じる)
7 !J<色砂 (竃繍聾材)
8 黒匝色砂(幌土粒理じる)
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1 2号住居跡
時期 1 嗣

位 置 12E-42 -24 - 25、 52-4 ・ 5

規模 3曲 x 3.20m 

主軸方向 N-3" -E 

理さ O. 1 6m

床 面 砂地を平Eに聾地し、少し敏らかい.
柱穴 横出されず.
置 後出されず.
遺 物 床面よから土師器係構出土.
特記事項 東西を 1 1 -13号住居跡に切られるように重なり、文部分を消失。

北東部に倹土が分布し.焼失したか.

」ーーーJm
11号住居跡
袴嗣 2 期
位 置 12E-42-24
規機 3.08 x 2.95m 

主軸方向 N-4" -E  

理さ O.2m

床 面 砂地を平且に畳地し、少し軟らかい.
柱穴 検出されず.

竃 北壁中灸にあり、両袖が残る. 構聾材は暗匝色砂.
火底部に少し掘り込みがある. 幅O.9m、奥行きO.75m .

遺 物 竃の前、床面上から土師器停車等出土.
特肥事項
層 序 1 暗庇色砂

2 暗匝色砂(木属、慎土1mじる)
3 暗匝色砂(暗褐色土理じる}
4 匝色砂(暗褐色砂混じる)
5 暗灰色砂{鳳色土理じる)
6 !!i色砂 (暗匝色砂理じる}
7 暗匝色砂(暗得色土;iじり、床面聾地土でしまる)
8 匝色砂(池山砂)

1 3号住居跡
時期 8 期
位 置 1 2E-42-25、 52- 5

規機 2.68 x 2.98m 

主軸方向 N-2" -w 
翠さ O. 1 5m

床 面 砂地を平.!! I二聾地し、少し凹凸があり軟らかい.

柱穴 横幽されず.
竃 北豊中失より西寄り ， 12号世居跡と量怠る部分に位置するため.明暗に

後出することができなかった.
遺 物 床面上から土師器卸聖書恵器墨顕壷.鉄線出土.

図 14 奈良 ・平安時代の遺構 (11-13 号住居跡)
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14号住居跡
時期 2 期

位置 12E-42-25

盟襖 3.45 x3.21m 

主軸方向 N-3・ E 
罪さ O. 1 5m

床 面 砂地を平旦に聾地し、よく踏み固められている.
柱 穴 対角組上!こ3箇所検出。 O. 1 ......0. 1 5m
竃 倹出されず，
遇 制 北東部床面上から土師器係畳、須直器車、砥石出土.
特配事項 北側を近世清に切られ、竃を含めた北墜を，向失.
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奈良・平安時代の遺構 (14 ・ 15 号住居跡)
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16号住居跡
時期 5 期

位 置 12E-43 - 21

規機 3.20x 3凹m

主軸方向 N- 7・ E 
諜さ O.2m

Eま 面 砂地を平.!!Iこ聖地し、少し凹凸があり軟らかい.
柱穴 倹幽されず.
竃 検出されず.

週 明 東部床面よから土師器軍出土.
特記事項 平安時代畑耕作によって、電豊吉めて壁床の 部を消失.

~L-3. 初m -.!L 

匂

~ 
' 

G 

E
O
-
?
J
J
引

17号住居跡
時期 3 期
位 置 12E-43 - 21 、 53 - 1

規模 3.00x 2.76m 

主軸方向 N- 77・ -w

i1I<さ O.35m
床 面 砂地を平旦に聾地し. よく踏み固められている。
柱穴 検出されず。

置 酉壁中央にあり‘両柚が残る. 繕聾材lま暗匝色砂で硬い。
幅O.9m、車行き0.75m o

遺 物 竃の中、および前面床面よから土師録坪軍、砥石等出土a
特恒事項
層 序 1&色砂(曙王弁都機聾材)

2 黒匝色砂(支弁部向面部幌砂理じる)
3 黒色砂(匝醗土浬じる)

‘ 
‘ 

、。

。

思ヨ-7 1" 

o 1m -

図 16 奈良平安時代の遺構 (16 ・ 17 号住居跡)
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18号住居跡
時期 1 期

位置 12E -53 - 1

規機 3田 x 3.70m 

主軸方向 N-7・ - E
理さ O.2m

床 面 砂地を平.!!I二聾地し、よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角線ょに4苗所検出. 理さO. 1 7-0.25m
膏 検出されず. 南西側柱穴上にある炉が聞に忙

わるも由か.
炉は笹O.5m、理さO.lmあり.よく懐け‘底面よ
りO. lm浮く. 時期が異なる可能性も考えられる.
北部床面上から土師器係費出土.
本住居跡のようなま戸Iま遺跡向で他に2倒 (49

86号) ある.

遺物

特記事項

Pl 
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」色 L-3. 10m

~ 

に一一一一一一一一一D d 

19号住居跡
時期 5 鋼
位 置 12E-52-3

盟様 2.75 x 2.70m 
主軸方向 N-2

0 -w 
理さ O.2m

保 面 砂地を平.!!Iこ聾地し.少し凹凸が有り軟弱a
柱穴 北西岡!こ1 箇所検出. 理さO. lm
竃 北壁中央部に位置する圏 中世溝に切られ‘

火床都と鍾道が検出されたのみ.

置土中から土師器持軍片出土。遺物
特配家項

o 1m 
匡--ーー=奈良・平安時代の遺構 (18 ・ 19 号住居跡)
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20号住居跡
時期 2 嗣
位 置 12E-52-3 

理観 3.42 x 3.32m 

主紬方向 N- 2・ -w

,,\ \ |ロ 1 '" b 0"'1 理さ 0.25町、c 
可与宣塵診グ 床面 砂地を平旦に聾勉し少し敏らかい.ミヨ孟ヨ 戸 柱穴 対角線上!こ4箇所続出. 理さO.6-0.65m .

炉 床面中央より北に1m寄った所にあり、 置O.5m ， 理さO. lmの地床炉.
E 』 F 火床都が少し赤〈後け. 幌土が金量積.

遺物 壁付近の覆土中から土師畢野直出土.

P1 f 特11!事項 本性居跡iま竃では怠<.炉を有し‘ 他に2野(2 1 . 42骨)顕倒がある.

層'" 1 黒色土(砂理じる)

旦一 ¥ / H 2 暗匝色砂 [暗縄色土壇じる}
3 !)(色砂
4 暗匝色砂
5 暗匝色砂(暗褐色土壇じり、しまる)
6 黒匝色砂

@ 
e 

。

占 \ 0 ~ 
③ 。

P3 

P1 I!l 

。

⑬
円

c 
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P2 P1 
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P4 P3 

o 1m 

民=ーーーーーーーーーーーー=
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21号住居跡
時期 3 糊
位 置 日E-53- 1

理観 3.56 x 3.83m
主軸方向 N-6・ - E

さ O .25m

面 砂地を平旦に聾勉し、 少し凹凸があり軟らかい.
穴 封負線上1::4箇所あり、理さO.3 .....0.4m.

竃 北壁中央にあり. 蘭袖が残る. 制限量材は暗匝色砂で、 粘土が理じって
硬い. 幅1 .3m ， 奥行きO.95m"
竃中から土師器汚聾片、 そのほか置土から凶土.

H 

1 匝色砂
2 暗匝色砂(暗禍色主連じる1
3 暗匝色砂(黒褐色土liじる)
4 暗匝色砂(灰色砂、白色土理じる)
5 黒匝色砂(木俊;1じる)
6 !)(色砂 (壁地山砂の崩落)
7 !)(色砂 (黒色土少しIIIじる)
8 !)(色砂 {粘土少し坦じる. 置期趨土}
9 黒色土 {砂t昆じる. 姻畝日向)

図 18 奈良・平安時代の遺構 (20-21 号住居跡)
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22号住居跡
時期 3 期
位置 12E-52-10、日 6

ω 規模 3.23 x 3.35m 

主軸方向 N-2--E 

N 躍さ O.32m

床 面 砂地を平.ê. 1こ聾地し、よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角輯上i二4苗所と薗対面にあり、理さO.IS......0.2m o
置 北壁中央にあり、両袖が残る。 構聾材lま暗灰色砂で‘粘土が;1

じって硬い. 幅 1.45m. 奥行きO.55m o
週 明 竃中から土師器聾片‘床面から土師器係費、須恵器璽片出土.
特記事項
層 序 1 暗匝色砂(黒色土少し冨じる)

2 暗E色砂(嬬褐色土少しEじる)
3 暗庇色砂(暗褐色土理じる)
4 匝色砂(暗縄色土少しil<じる)
5 匝色砂(黒色土少し混じる)
6 匝色砂
7 暗庇色砂(樟土壇じる)
8 暗匝色砂(粘土少しiJ!じる. 竃崩寝土)
9 黒色砂(圧迫じる)
叩lMØi色砂(黒色土壇じる)
11 暗匝色砂

23号住居跡
時期 6 期
位置 12E-52-9'10

規模 3.85x 4.30m 

主軸方向 N-S
O 

-E  

理さ O.38m

床 面 砂地を平旦に聖地し、少し凹凸がある. 中央部東西に
走る溝は畑耕作復の畝百貨

住 穴 対角線上に4箇所あ仏軍さO.3-0.42m .
竃 北壁中央にあり、両抽が残る。 構聾材は暗E色砂.予ミーごと三宮ーよデ

P4 

-'L 

P2 

L-ー==」m

P3 

D 

P' 

幅1.32m、奥行きO.75m o
遺 物 床面よから土師器杯軍、調車器盤転用硯出土.
特配事項 本住居跡は意酷的に埋められ.なお且つよ〈踏み固め

られていた.

膚 序 1 黒色砂(緑色士通じる)
2 黒匝色砂(白色砂;1じりよ〈踏み固められている)
3 暗匝色砂
4 黒匝色砂(黒色土;1じる )
5 黒庇色砂(黒色土、木炭理じる)
6 黒灰色砂
7 Øi色砂
8 暗匝色砂(燐土粒，昆じる)図 19 奈良・平安時代の遺構 (22 ・ 23 号住居跡)
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25号住居跡
時醐 3 矧
位置 12E-52-20

理穫 3.03)( 2.65m 
主軸方向 N-'. -E 

理さ O.13m

床 面 砂地を平.!l. 1こ聾地し.少し凹凸があり微弱.

柱 穴 検出されず。 南酬にある小穴やJ箇所にある大穴は住居跡とは異なる
時期のもの.

竃 倹幽されず. 中世道跡に切られ、消失か.
遺 物 床面から土師器杯聾片‘須恵器董転用硬出土.
特記事項 <1' 1量のみちあとによって北側を，向失.

奈良・平安時代の遺構 (24.25 号住居跡)

百戸

,.. 

E
C
a司
」

i\」ノ
勺辛込手量子宇ミペ~

~L-3 羽m ~ 

24号住居跡
時期 4 矧

位置 12E-52-9

規槙 2田 x2.80m

主軸方向 N-9・ E 

E撃さ O.25m 

床 面 砂地を平且に聾地し‘少し凹凸があり放萄.
柱穴 検出されず.
竃 ;t壁中央にあり、両柚が残る. 機聾材は暗匝色紗で.粘土がIl!じって

硬い. 幅 1 叩m、奥行き 1 凹m.

遺 物 置E中及び竃右側床面から土師器卸・聾・臣、，.11器聾等、使用当時の
状睡で幽土.

特記事項 住居跡を制めに機断する鴻は中世の畑耕作jJjの畝j私

層 序 1 黒褐色土{砂多<Iiじる)
2 暗E色砂 <11褐色土liじる)
3 黒匝色砂(黒褐色土liじる)
4 鳳色砂 < 11色土壇じる}
5 !<色砂
6 暗匝色砂
7 暗匝色砂{慢土理じる}
8 貧匝色砂(地山)
9 貧匝色砂(綱聾材)
10 赤色砂
11 黒賞匝色砂

ー

図 20

A刊
早川
、
。

理?

, 

@ 

一十-r=--

O 

B 

~L-3. 2Om 

o 1m 

- 28 ー



c 

c 

.JL L-3. 品別

一

¥'" 

• 
φ 

。

L止J

¥ 
守

一

o 1m -

凶

電，

D II~ 

~ U 伺

D 

凶

D 
N 

の

D 

@ 

ω 

開

26号住居跡
時期 5 期
位置 12E-53- 1 S'17

規模 2.80)( 2.80m 
主軸方向 N- l1 ・ E 

ilIさ O.22m

床 面 砂地を平且に掘り込まれ、少し凹凸があるが硬い.

柱穴 検出されず.
竃 北豊中央にあり、両柚が残る. 檎聾材I~!K色砂で、粘土が少し理じり.

硬い. 幅 1 .25m、奥行きO.64m .
遺 物 竃中及び竃付近の底面から土師器杯・聖片出土.
特記事項 床面の掴り込みが浅〈、南東部壁がな〈怠っている.

層 序 1 匝色砂

ぜ

2 !K色砂(暗褐色土少し1mじる)
3 匝色砂(唖〈しまる}
4 匝色砂(硬くしまり、種機聾材)
5 赤色銚砂
6 属色土{暁Ð< ilじる)

27号住居跡
時期 2 lIII 
位置 12E-53-17
規模 2日 )(2.40m
主軸方向 N-82・ W 

軍さ O.38m

床 面 砂地を平旦に掘り込み.硬い.
柱穴 検出されず.

炉 床面中失より北西に 1 m寄った所にあり、桂O.4m . 理さのほとんどない
地床炉。 火床部が少し赤〈韓ける.

遺 物 床面から石製枯睡車出土.
特記事項

'" F客 1 黒庇色砂(黒色:tiJ!じる)
2 暗匝色砂(黒色土IJ!じる)
3 !K色砂(黒色土理じる}
4 !K色砂
5 !K色砂(黒色土、木俊理じる)

図 21 奈良・平安時代の遺構 (26 ・ 27 号住居跡)
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B 28号住居跡
時期 5 期

位置 12E-日ー 17

理機 2.85x3.2Bm
主軸方向 N_50 -E 

翠さ O.18m

ロ床 面 砂地を平Eに聾地され少し凹凸があり験冒.
1 」ユー柱 穴 検出されず。

ーす/ 竃 北壁中央にあり、荷柚が残る. 構軍材は匝色砂で、粘土が少し
吋守7~てご三三三三二-;:7 理じり、硬い. 幅1.27m、奥行きO.78m a
ι 遺 拘 置中から土師犠岬聾片出土.

ーー 特配事項南西郷床面下から、 12号土筑畿出。 南部豊中世粛に切られる.
眉 序 1 黒匝色砂(黒色土理じる)

2 属色土 (!Ii色砂理じる)
3 暗庇色砂(111.色土;mじる)
4 崎灰色砂(唖〈しまる)
5 暗匹色砂(燦土多<;冨じる)
6 暗匝色砂(暗褐色土、焼土少υEじる)
7 暗匝色砂(暗縄色土理じる)
8 黒民色砂 (111.色土:mじり、硬〈しまる)
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29号住居跡
時期 8 期
位置 12E 日 18

規模 2.60x2.96m

主軸方向 N-7・ - E

ili!さ O .36m
床 面 砂地を平Eに整地され、よ〈踏み固められている.
柱穴 検出されず.

竃 北壁中央にあり、両柚が残る. 構聾材Iま匝色砂で.粘土が少し:mじり、
硬い。幅 1 .35m、奥行きO.75m a

遺 物 竃中から土師著書鍔聾出土.

特記事項

圃 序 1 黒E色砂(黒色土理じる)
2 匝色砂(暗褐色土:.!lじる)
3 匝色砂(細砂il!じ仏軍〈しまる)
4 !Ii色砂 (少し暗色で、硬〈しまる)
5 檀匝色砂{慎土理じる)
6 赤匝色土(韓土多<i毘じり、天弁部崩落土)
7 集匝赤色土〈瞳土多〈埠じる)
8 歳色土(焼土、匝理じる)

図 22 奈良・平安時代の遺構 (28 ・ 29 号住居跡)
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/ン//30号住居跡
ノ~./ ~時期 5 期

- ~~- 位 置 12E-53-7
......- ./ ........-0 盟後 2.73 x3.20m 

一一 主紬方向 N-7・ E 

ノ一理主 O.40m
床 面 砂地を平Eに整地され、 よく踏み固められている.

柱穴 横出されず.
竃 北壁中央にあり、両柚が残る. 織聾材1ま匝色砂で、 粘土が少しiI!じり、

硬い. 幅O.85m、 奥行きO.95m .
遺 物 置土中から土師器係'!I!出土.
特記事項

11 " 

,. 

「,; 

c 

c 

大

ロコ 用:弐

二ノ

� " .'為
。

対 i

o 1m 
=ョ=ーーー.. 

情苛ノ叫ベ

。

、

1 黒匝色砂
2 匝色砂 (一部が赤色、竃頁弁郷)
3 黒匝色砂
4 黒色主 ( !J(iiじる)
5 !J(色砂

31号住居跡
時期 5 踊
位 置 12E-53-2

規観 2.60x3. 10m
主軸方向 N-9--w 
藻さ 0 日m

床 面 砂地を平且に聾地され.凹凸があり軟調.
柱穴 倹幽されず.

竃 北豊中失にあり.両袖が残る. 構'廃材!ま暗民色砂で. 粘土が少し;iじり 、
硬い. 幅1.35m，奥行きO.75m.. 

遺 物 置土中から土師器卸・車、 燭韓土縛聾幽土.
特配事項
屠 序 1 属医色砂

2 黒色砂(匹、健土理じる)

図 23 奈良・平安時代の遺構 (30 ・ 31 号住居跡)
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32号住居跡
時期 4 期

位 置 日E-43-22'23

理機 3.55 x3.30m 
主軸方向 N-92・ W 

E容さ O.30m 
床 面 砂地を平且に整地され、少し凹凸があり軟冒.
柱 穴 対角輯上!こ4箇所あり.理さ0.4 S.....0.6m o
竃 検出されず. 西壁倒にあったか、西酬を中近

世溝に切られ.消失.
遺 物 竃ゆから土師器杯鍾軍出土園

特包事項
圃 F事 1 黒匝色土(黒色土と砂が斑状に;1じる)

2 黒匝色土(砂.*炭理じり.粘置でしまる)
3 暗匝色土(砂多〈理じる)
4 暗灰色砂
5 暗匝色土
6 黒色土 (砂iiじる1
7 !)(色砂
8 黒色土
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34号住居跡
時期 9 期

位置 12E -43-23
規槙 3.45 x 2A6m 
主軸方向 N-86・ -E

軍さ O.06m
床 面 砂地を平Eに整地され、凹凸があり軟弱.
柱 穴 小穴を2箇所検出したが.柱穴か疑問.
竃 東壁にあり.両袖が残る. 構聾材は庇色砂で、 少し軟弱.

幅O.94m . 奥行きO.65m o
遺 物 竃向車ぴ覆土中から土師器画聖俗‘斬睡車出土.
特毘事項 床面中央を東西に個耕作復の畝溝が走る.

圃 序 111茶色土(砂;耳じり、粘置)
2 黒色土(砂理じり、粘置)
3 緑色土(瞳土理じる)
4 黒色土 (蜂土少し、砂多〈理じる)

図 24 奈良・平安時代の遺構 (32 ・ 34 号住居跡)
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33号住居跡
時期 4 期

位置 12E-岨 23
規檀 4.50)( 4凹m

主軸方向 N-3" -E 

深さ O.27m

J 

o 1m 
L 匡ーーー当

床 面 砂地を平且に聾地され、少し凹凸があり軟調.
柱 穴 対角韓ょに4箇所あ仏軍さO.45-0.55m "

lω 

竃 北豊中央にあり、両柚が残る. 檎聾材は匝色砂で、粘土が少し理じり、
唖い.帽1.38m. 奥行き1.25m "

過 物 置土中から土師器亦・亜鈴.彊車器聾片出土.
特飽事項 酉倒壁を畑鱗作賓の畝滑に切られる.

圃 序 1 黒色土(砂少し理じり、粘置。畑畝溝)
2 111色土(砂少し理じり、粘置でしまる)
3 黒匝色土 (砂.木鹿理じりしまる)
4 暗匝色土 (砂多〈理じり.しまる)
5 暗匝色砂
6 !!i色砂

図 25 奈良・平安時代の遺構 (33 号住居跡)
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35号住居跡

F 1 
時期 4 踊

ρ. 白骨 位置 12E-43-17 ・ 18

規模 3.42 x3.26m 

P4 
主軸方向 N-4--E 

車さ O.20m 

Eζ1 
床面 砂地を平且に畳地され、少し凹凸があり敏輔.
柱穴 対角線ょに4箇所あり.揮さ0.30句O.50m.

竃 北豊中央にあり、両柚が聾る. 機量材lま暗匝色砂で.
粘土が少し理じり‘硬い. 幅 1 .02m. 奥行きO.95m ð

B 遺物 竃右前から土師様亦・ ll.阪出土.

特Ja事項 南西田在中世溝に切られる.
用序 ， .色土 (砂i!じり、粘置でしまる)

2 黒色土{砂多〈理じり.粘置でしまる. 床面直上で
白色物地積)

3 黒匝色主 {砂多〈理じる)

Q @ 拠U
4 風色二t (帖置でしまる)
5 黒色土(砂がブロック上に理じり.しまる)
6 匝色砂

P3 P2 7 鳳E色土{砂多〈理じる)
8 黒色土(粘置でしまる)
9 鳳匝色土{匝色砂理じる. 竃繍聾材}
' 0 緑色土(憧土壇じる)
" .色土{慢砂.砂が理じる)

1 、 .

, ' 
...ﾉ..... L-3.1Om F 

P4 P1 

." 

36号住居跡
時期 5 潮

位置 12E-43-20
理機 2.55x 2 柑m

主軸方向 N-4" -E  

理さ O.23m
床 面 砂地を平且に聾地され.少し凹凸があり軟調.
柱 穴 小穴を検出したが、柱穴ではないと思われる.

竃 北豊中央に復跡がある.
遺 物 竃跡から土師111'不・壷出土.
特肥事項 南西隅を近世滑に、底面中央郵を中世道跡に切られる.

図 26 奈良平安時代の遺構 (35 ・ 36 号住居跡)
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37号住居跡
時期 6 踊
位置 12E-43-25

理機 2.66 x2.72m 

主軸方向 N-4
0 

-E  

理さ O.27m

床 面 砂地を平旦に聾泊され.よ〈踏み固められている。
柱穴 検出されず。

竃 北豊中央にあり両柚が残る. 檎聾材lま暗匝色砂で、粘土が少し理じり、
硬い. 幅Q.90m、奥行きO.75m o

遺 物 竃中及びその右側壁上、床面から土師器亦軍出土.
特記事項 西側を畑耕作復畝溝に切られ‘南東部で38号住居跡と量なる.

遺物が世用当時のまま出土、その状酷から洪水で水虫か.
層 F事 1 緑色土(砂理じり、粘置)

2 黒色土 {禍色砂理じり‘粘置)
3 黒色土 (砂‘木炭;l!じり、粘置)
4 縁民色土(砂;l!じり、粘買}
5 黒色土(砂少し理じり、粘置)
6 暗匝色砂(黒色土;1じる)
7 ，111.匝色土〈砂少し理じる)
8 黒匝色土{褐色砂理じり粘買)
9 ，lll.EJ(色土 { 白色砂少し理じる)
叩黒色土{砂韓土湛じる)
11 EJ(色砂{醜土理じる)
12 黒色土(韓土理じり、しまる)
13 EJi.色砂
14 黒色土[樟主連じる)

38号住居跡
時期 4 潮

位置 12E-43-25

規模 2.85)( 2.60m 

主軸方向 N-20 -w 
理さ O.20m

床 面 砂地を平IIIこ聾地され、よ〈踏み固められている。
柱穴 検出されず.
竃 北壁中央にあり.右柚が残る. 備聾材は暗匝色砂で.粘土が少し理じり‘

硬い. 幅O.BOm. 奥行きO.60m .
遺 物 竃中且びその右側墜上司底面から土師緑野・聾出土.
特肥事項 北西制を37号住居跡に、商欄を中世道に切られる。

図 27 奈良・平安時代の遺構 (37 ・ 38 号住居跡)
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39号住居跡JG F も

巴3 時期 6 期
'. 位置 12E-44-21 

規揖 2.50x3.10m 

四
主軸方向 Nーγ-E

寒さ O.15m 
床面 砂地を平且に聾地され、少し凹凸があるがよ〈踏み固められている.

D 
柱穴 積出されず.

一旦 竃 北豊中央に盛跡がある.
遺物 竃'*'及び置土ゆから土師畢鋳壷小片出土.
特配事項 性居験全体をゆ世道が置なり.踏み置されていた.
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40号住居跡
時期 6 期
位置 12E 日 8

規檀 2.22x 2.62m 
主軸方向 N-4. -E 

理さ O.25m
床 面 砂地豊平且に聾地され、よ〈踏み固められている.
柱穴 後幽されず.
竃 北豊中央より少し車に寄った所にあり、商柚が残る. 檎聾材I玄暗庇色

砂で、粘土が少し理じり、硬い. 幅O.80m、奥行きO.65mo
遺 物 置土中から土師器時・置小片出土.
特記事項 南西帽を近世溝に切られ"向失.
屠 序 t 匝褐色砂(鋒土理じる}

2 属褐色土(韓土多〈理じる)
3 暗E色砂(焼土少し理じる}

図 28 奈良・平安時代の遺構 (39 ・ 40 号住居跡)
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41号住居跡
時期 6 期
位 置 12E-53 -4

規機 3. 1 5x3. 12m

主軸方向 N_3
0 -w 

理さ O.30m
床 面 砂地を平旦に聾地され‘よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角線ょに4箇所.揮さO.24m
竃 北豊中央にあり、両袖がほとんど残っていない.

幅1 回m、里行き1 .00m o "'" 
遺 物 竃中.床面から土師器杯聾出土.
特配事項 北側に中世道跡が走る m

層 序 1 黒色土(砂理じる)
2 黒色土(砂、 黒褐色土理じる)
3 属医色土(砂多く理じる}
4 黒色土(褐色砂理じる) 日 1\ <3
5 累色土(帖置、しまる)
6 緑色土(砂、後土理じる)
7 灰褐色砂
B !Ji色砂
9 緑色土(粘買)
10 黒褐色土 (砂理じる1
"黒色土 (粘賀、硬い)
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42号住居跡
時期 6 期
位 置 12E-53-4

理機 2.10x2.06m
主軸方向 N- 5・ E 
理さ O.13m

床 面 砂地を平且に畳地し、少し軟らかい.
栓穴 横幽されず.
炉 床面中央より北にO.5m寄った所にあり.笹0.5 x O .7mの楕円形.罪さ

O. lmの地床炉. 火床部は韓けていないが、置土に控土が少し理じる.
F向から土師器卸出土.遺物

特配事項
眉序

寸』ー一ーす手グ

1.褐色土(砂理じる)
2 黒匝色土 (砂多〈理じる}
3 鳳禍色土(砂多〈湛じる)
4 黒色土 (粘賀)
5 黒匝色土(犠土少し理じる)

図 29 奈良・平安時代の遺構 (41 ・ 42 号住居跡)
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43号住居跡
時期 8 期
位 置 12E-53 -5
蝿線 2.88 x 3.47m 

主軸方向 N-14・ E 
理さ O.30m
床 面 砂地を平且に整地され、 少し凹凸があり故調.

柱 穴 封角線上町西倒2箇所にあり、深さO.20m

。

占
マJ 

竃 北壁<l> lたにあり.両袖が残っている. 機聾材は稽E色砂で. 硬い.
帽O.90m、奥行舎O.70m .

遺 物 竃中、 床面から土師曹停・軍、 須車器軍、灰軸簡器皇頭車片出土.
特配事項 西側に拡張している.
11 F事 1.色土{砂理じる}

2 黒色土 (秒遅じ札しまる)
3 .色ニ主{砂浬じり. 粘置でしまる)
4 鼎庇色土 (砂多〈理じり‘しまる)
5 黒色土(しまり.粘買)
6 黒民色主(砂理じりしまる)
7 黒色土{砂多<i冨じり、しまる)
8 赤色鍵砂{竃天弁飾)
9 黒色土(銭砂理じる}
10.匝色土{匝色砂理じる}

図 30 奈良・平安時代の遺構 (43 号住居跡)
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44号住居跡
時期 6 期

位置 12E-54-1 

規機 2.10x2.42m 

主軸方向 N-4・ E 

理さ O. 10n-司

底面 砂地を平!i lこ聾地され. 少し凹凸があり敏輯.

後穴 検出されず.

竃 残存する北軍に筆跡がある.

遺物 竃付近、底面から土飾鯵符・聖片出土.
特記事項 北西側在中償却電に切られ、 ;111失.

45号住居跡
時期 5 期

位 置 12E-54-1 ・6
緩慢 4.70)( 2.58m 

主軸方向 N-2・ E 

揮さ O.35m

床 面 砂地を平!ilこ整地され.よ〈踏み固められている.
柱 穴 甫壁付近中灸に1 瞳所にあり. 軍さO.25m

直 後出されず.
遺 物 置主中から土師器係. 調車穂置片出主.

_.~ 

特配事項 長方形で. 竃 炉もないところから. 通常の住居跡とは奥なる遺構.

圃 序 1 黒色土(禍色砂理じる}
2 111\色土 (砂理じりしまる)
3 黒色土{砂理じり . 粘置でしまる)
4 1/1.&色土 (砂多<1iじり 、 しまる)
5 黒色土 (粘置でしまる}

包=ーーー"""""" 図 31 奈良・平安時代の遺構 (44'45 号住居跡)
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46号住居跡
時期 7 糊
位置 12E- 53 - 10

規模 2.60x2.55m
主軸方向 N-60 -E 

理さ O.30m
床 面 砂地を平且に聾地され.少し凹凸があり軟弱.
S主穴 後出されず.
竃 ;t壁中央にあり、両柚が残っている. 檎聾材は暗匝色砂で.硬い.

幅1 . 10m、奥行きO.60m G
遺 物 竃中&{}.柚上、床面南墜際から土師器野里、砥石出土.
特配事項 遺物が慣用当時のまま出土し.また木炭駒を桂出し、韓失したか。
層 序 1 黒色土(砂;毘じり.しまる)

r 

2'"色土{砂、木炭;1じり、粘買でしまる)
3 蕪E色土 (砂理じり.しまる}
4 黒色土(貧褐色土;11じり、しまる)
5 黒色土{砂;11じり、少し軟弱)
6 黒色土(砂;1じり、粘賀でしまる1
7 揖庇色土 (匝色砂理じる}
8 黒色土(褐色砂多〈理じる)
9 黒匝色土(砂多<i冨じる)
10 赤匝色砂(天井部}
11 黒色土 (!Ji.韓土理じる)

47号住居跡
時期 7 期
位 置 12E-54-13

規模 2.69 x 3.07m 
主軸方向 N-' ・ w 
理さ O. 1 3m
床 面 砂地を平Eに畳地され、少し凹凸があり敏冒血
栓穴 倹出されず.
車 検出されず.
遺 物 床面から土師犠締聾、須車器聾片出土.
特記事項 北西醐を中世滑に切られる.
眉 序 1 黒匝色土{砂;11じる)

2 属医色土(砂、韓土;11じり、しまる)
3 黒庇色土(砂多〈理じる)

奈良平安時代の遺構 (46 ・ 47 号住居跡)
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55号住居跡
時期 3 嗣
位置 1 2E- 54→ 10

盟襖 - x- m 

主軸方向 N- 7・ E 
理さ O.20m

床 面 砂地を平呈に聖地され.少し軟調.
柱穴 検出されず.
竃 消失.
遺 物 床面上から土師器録、損車器聾片出土.

特配車項 北東部を近世滑に切られ.竃を含む半分以上を消失.

56号住居跡
時期 7 期

位置 12E-54 - 5

盟模 2.35 x 2.53m 
主軸方向 N-SO -w 
罪さ O. 1 3m

床 面 砂地を平旦に整地され、少し凹凸があり軟調。
柱穴 積幽されず.
竃 北壁中央にあり、両柚が残っている. 微量材は暗庇色砂で、硬い.

幅1 田m、奥行き0.8勘九
遺 物 竃中及びその前の底面から土師器杯畳出土。

特記事項 南醐を中世滑に切られ‘消失

o 1m 
匡~ーーー~ 眉序 1 黒庇色土(砂、褐色砂理じる}

2 黒匝色土 (砂、褐色砂理じり、しまる1
3 ，.灰色土 (砂.韓土壇じる}
4 fJi色砂 (緑色土imじる)
5 黒色土(砂多〈、褐色砂;1じる )
6 暗匝色主{砂多〈埋じる)
7 緑色土(匝色砂.褐色砂;1じる )
8 黒色土(砂多〈理じる)
9 暗匝色土(砂多<i宣じる)
10 匝色砂
11 緑色土 (砂;11じる)
12 黒匝色土(砂理じる)

図 33 奈良・平安時代の遺構 (55 ・ 56 号住居跡)
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1 黒色土(砂1mじる)
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3.匝色土(砂理じり、少ししまる)
4 .!J(色土 (砂多<.白色砂理じる)
5 暗匝色土 (砂多〈理じる)
6 暗匝色土(砂多〈、焼土理じる)
7 黒色土(庇色砂理じる)
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48号住居跡
時期 6 期

位 置 12E-54-15-20

規制民 x 2.70m 

主紬方向 N_3
0 

-E 

軍さ 0四m
床 面 砂地を平呈に畳地され、少し凹凸があり軟調.

柱穴 検出されず.
竃 北壁中央にあり.両微が残っている. 椴聾材は暗匝色砂で、硬い.

帽1.35m . 奥行きO.70m "
遺 物 竃中から土師器鯖出土.

特記事項 南側半分は調査匡減外で、発掘できず.

図 34

49号住居跡
時期 5 期

位置 12E-54- 15

規模 4.52 x4.56m 

主軸方向 N - l l ・ -E

深さ O.20m
床 面 砂地を平且!こ聾地され、少し凹凸があり軟弱.
柱 穴 封角線上lこ411所由主柱穴と北と西壁に壁柱穴5箇所験幽.

理さは主柱穴がO.43-Q.60m、壁柱穴はO.3-0.5m o
北豊中央に彼跡あり、代わりに南西岡に炉がある圃
在O.70m. 床面からO.20rn浮き、火床は良〈醜けて、燦土が金量積する.

遇 制 床面上から土師器係!l.頭車器畢頭車聾片、 転用硯、鋲瞳出土.
骨配事項 床面を除去すると、中失部が高〈、周囲が低〈掘り下げている.

奈良・平安時代の遺構 (48-50 号住居跡)
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1日
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用仁
主~ L-3 恥

c 

住48
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B 

D 

50号住居跡
時期 e 期
位 置 12E-54- 15

規模 2.35x 2.00m 

主軸方向 N-12・ - E

翠さ O.20m

。

-B 

o 1m 

=ーーーーーーーーーーーー=

N 

a 

床 面 砂地を平旦に聾地され、少し凹凸があり紋面.
柱穴 検出されず.

竃 北壁中央にあり、両袖が残っている. 構築材は暗庇色砂で.硬い.
帽 1.10m 、 奥行きO.65m。

遺 物 竃前から土師器録、南壁際から調恵器聾転用硯出土.
特肥事項 49号住居跡の東醐に重なる.

図 35 奈良・平安時代の遺構 (48-50 号住居跡掘り方)
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51号住居跡
時期 S 期

可ロ

'" 

可ロ

'" 

位 置 12E-54-15

規模 3.50x 3.82m 

主軸方向 N-S" -E 

深さ Q.l0m

P3 四

\~I 
q 

τ\ \\ヤてコノ

G 
P2 

床 面 砂地を平Eに聾地され、 1>し凹凸があり軟弱。
柱 穴 対角線上に3箇所、漂さO.25m。

史ミ長ィデ「お
住52

月Y 穴，，~Øl : 口

守口〉

" 11 

111 ¥ 
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「 ，

モグ

住51

P4 

J 

52号住居跡
時期 6 期

。

位 置 12E一日ー 15

規模 3.00 x 3.42m 

主軸方向 N-5" -E 

深さ O.10m

p 

。 フユ/ 白|

も⑥
�" 

P1 

今』
。

'" !ll ¥ 

F 
P1 

1m 

床 面 砂地を平且に.地され‘少し凹凸があり較弱.
柱 穴 対角線上に3箇所、 深さO.2S-0.60m o

F 

且

剖

竃 北壁中央にあり、 かろうじて両柚基底が残っている. 構築材は暗灰色砂 竃 北壁中央にあり 、 かろうじて左袖基底が残っている。 構築材は暗灰色砂
である. 幅1 .05m、 奥行きO.55m o である. 幅推定O.90m、 奥行きQ.60m o

遺 物 床面から土師器時・聾片、 須車器聾片出土. 遺 物 主に壁際床面から土師器坪・聾片、 須車器聾片出土。
特記事項 南を柑号住居跡に切られ、 北で日号住居跡に置なる 特記事項 51 日号住居跡に量なる
屠 序 1 暗灰色土 (砂、 木炭混じる)

2 自灰色土
3 暗灰色砂(黒色土理じる)
4 灰色砂 (褐色砂混じる)
S 暗灰色砂
6 暗灰色砂{黒色土;1じる}

図 36 奈良・平安時代の遺精 (51 . 52 号住居跡)
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1 暗庇色土(上部に白色土、砂、黒色土理じる)
2 輔状暗匝色土(白色土と黒色土が輔状に雄輔)
3 輔状暗匝色砂(砂と轟色土が輔状に謹じる)
4 属医色土〈砂理じる)

o 1m 
民ーー 司
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G L-3.4Om 

戸

54号住居跡
時期 4 期

位置 12E -54-IO

規績 4印 x 4.65m 

主軸方向 N-6・ E 

理さ O.30m

床 面 黒土を埋めて平ll. 1二聾地され、少し軟弱。
柱穴 対角録よ1 ::4箇所.理さ0.40-0.75m o
竃 北壁中央にあり右袖が残っている。 機軍材Iま暗匝色砂で硬い.

幅1.6恥し奥行きO.90m o
遺 物 床面から土師器持軍甑、須恵器聾片.紡錘車、砥石出土。

特記事項 北東部を近世清に切られ、消失.

奈良 ・平安時代の遺構 (53 ・ 54 号住居跡)

46 

53号住居跡
時期 2 期

位置 12E-54- 1 0'15

規檀 4.25 x4.35m 
主軸方向 N-20 -E 

揮さ O.25m

床 面 砂地を平ll. 1ニ聾地され、少し凹凸があり敏画。
柱 穴 対角線上1::4箇所あり、漂さO.5S-0.80mo
竃 積出されず

遺 物 主に雪量陣床面から土師器符・壷片.須恵It!l片、転用硯出土.

特記事項 北半分を54号住居跡に切られ、竃を消失.

図 38
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図 39 奈良・平安時代の遺構 (53 ・ 54 号住居跡掘り方)
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57号住居跡
時期 7 嗣

位置 12E-54- 5.10
規機 3.30x 3.30m 
主軸方向 N-6--E 

理さ 0叩m

床 面 砂地を平Eに彊地され、少し凹凸があり軟弱.
柱穴 検出されず.
竃 北豊中失にあり.jJ跡がある.
週 鞠 床面から土師揖亦.1I片、須車器聾片出土.

B 特記事項 全体在中世道脇が置なり‘ほとんどを消失
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o 1m 

60号住居跡
時期 6 期

位 置 12E-55-2
盟後 2日 x2.85m

主砲方向 N-l0・ -E
理さ O.13m

-

床 面 砂地を'l'且に畳地され、少し凹凸があり敏画.
柱穴 検出されず.
竃 北豊中央にあり、両柚が残っている. 備軍材lま暗匝色砂で.硬い.

帽1 凹m. 奥行舎0回m.

遺 物 置土ゆから土師韓置片、..冨@片省出土.
特記事項

マ

圃序 1 I‘匝色土[砂、褐色砂浬じる)

2 !IIE<色土 (砂少.棋な士〈、連粘じ置る]) 
3 鳳匝色土(砂
4 !IIE<色土(醜土ブロックillじる)
5 !J{色砂

図 40 奈良・平安時代の遺構 (57 ・ω号住居跡)
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58号住居跡
時嗣 8 期
位 置 12E-判 24

規模 2.20x 2.35m 

主軸方向 N-3. -w 
理さ O.25m
床 面 砂地を平且に聾地され. 少し凹凸があり敏冒.

柱穴 検出されず.
竃 北壁中失にあり . 両袖が残っている. 繍聾材lま暗匝色砂で.硬い.

幅O.85m、奥行きO.80m .
遺 物 竃中.床面から土師器符 ・聾出土.
特配事項

JI "黒色土(砂.禍色砂理じる)
2 鳳色土(砂理じる}
3 属医色土(砂褐色砂;.1じる)
4 黒匝色砂{砂多〈浬じる)
5.匝色土(砂.韓土;1じり.粘貫. 竃王弁剖)
6 !Ji色土 (砂，毘じり、粘買. 竃檎聾材}
7 j年色燦土{王弁円壁)
8 黒匝色土{樟土.灰、 砂理じる1
9 .!K色土(砂多<:1じる)
1 0 匝色砂(壁崩落砂)
11 暗匝色砂(鳳色主連じる}
12 集色土{褐色砂;l!じる)
13 罵匝色土 (砂多〈理じる)
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59号住居跡
時期 5 醐
位 置 12E 判 25

規様 3.60x 3.78m 

主軸方向 N-3. -w 
理さ O.34m
床 面 砂地を平Eに整地され、 少し凹凸があり軟弱.

= 
a 

柱穴

竃

封角線ょに4置所と竃対面に1 箇所、理さ

O.I....0.3mo 
北豊中央にあり、両柚が残っている. 術祭
材1ま暗匝色砂で.硬い.
帽 1 .06m、 奥行きO田m.
竃中. 床面から土師器涛・盤‘ Z肩車器聾片
出土.

遺鞠

特記事項

圃" 1 緑色土 (砂褐色砂理じる)
2 暗匝色土(砂多〈、禍色砂理じる)
3 黒E色土{砂.縄色砂，1じる)
4 属医色土(砂多仁褐色砂理じる}
5 .!K色土(砂多〈理じり. しまる)
6 属医色土(砂多< . 褐色砂理じり‘しまる)
? 暗匝色砂
8 .色土(砂理じる}
9 属医色土{砂‘ 褐色銀理じる1
10 .!K色土(砂多〈理じる)
11 属医色土(砂;11じる)
12 崎E褐色土(置構聾材)
13 黒庇縄色土 (砂、幌土理じる)
14.色土 (属医.木俊.世土;1じる )

ω • 
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61号住居跡
時期 4 期

L 

位 置 1 2E-55-7 ・8

規機 3.90x 3.95m 
主軸方向 N-5・ w 
理さ O.25m

o 1m -

床 面 砂地を平旦に聖地され.よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角韓上!こ4富所と竃対面に1 苗所‘理さO.3~O.6m o

IIJ- 伺

竃 北豊中央にあり.両柚が揖っている. 織聾材lま暗庇色砂で、硬いー
幅1 . 1 5m . 奥行きO.65m o

遺 物 理土中から土師根深聾片幽土.
特配事項 北欄査中世滑に切られている.
11 序 1.匝色土 (砂縄色砂理じる)

2 黒E色土(砂少し:1じる)
3 黒E色土(砂理じり、しまる1
4 黒色主
5 暗E色土(砂多〈理じる)
6 属医色土[砂理じる}
7 暗民色砂
8 尿匝色土(砂.粘土、韓土.褐色砂理じる)
9 赤色輯土 (!i(、砂;Jl.じる)
10 黒匝色土(庇、木段、揖土、砂理じる)
H 鳳匝色土〈黒色匝.砂理じる)

図 42 奈良・平安時代の遺構 (61 号住居跡)
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62号住居跡
時期 4 期
位置 12E-55- 12'13

理機 5.20x 4.70m 
主軸方向 N_70 -E 

理さ O.28m

J 

。I~
H 

。

床 面 砂地を平.!!Iこ聾地され、よく踏み固められている.

ヤJ 

1m 

柱 穴 討角輯上に4薗所と竃対面!こ1 箇所ある主柱穴は、理さO.S.....O .8m o
壁下に壁柱穴が23薗所あり.理主O. I-0.3mo

竃 北豊中央にあり、両柚が聾っている. 構聾材は暗庇色砂で、硬い.
帽 1 .40m、 奥行き1.1 0m o

遺 物 置土中から主師器杯壷片.鉄製刀子出土。

特記事項
層 序 1 属医色土(砂多〈、韓土、褐色砂理じる)

2 轟民色土(砂;1じる)
3 1II!Ji色土 (砂、褐色砂少し;.1じる}
4 1II!Ji色土 (砂、禍色砂多〈理じり、しまる)
5 鳳E色土(砂多〈理じる)
6 揖E色土(砂少し理じる}
7 暗灰色砂(粘土.鳳色土.醜土壇じる.竃天井宮市)
8 妓土(砂)
9 l\!Ji色土 (砂、韓土、 匝理じる)

図 43 奈良・平安時代の遺構 (62 号住居跡)
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64号住居跡
時期 6 期
位置 12E-55-13

盟襖 4.04 x 3.56m 

主軸方向 N-3・ -E
揮さ O.18m

P2 

P7 

。

F 

。

。 住64
、p 育r，

でr;~o 'i 
ω 

・v 且

υ I / ~ 
伺

63号住居跡 ム
時期 5 期 "1 
位置 12E-55- 1 3

規績 3日 x 4.04m 

電す

制

ω 

ω 

F 主軸方向 N_90 -E 

理さ O.42m

床 面 砂地を平Eに量地され、よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角線上i二4苗所と西畳陣中央1二1 箇所、理さO.3-0.6m .

竃 北壁中央にあり、両柚が残っている. 構築材は暗E色砂で唖い.
幅1 .37m、奥行きO.80m"

H 遺 物 理主中から土師器界・壷片、録、須車線葺片、砥石、鉄湾出土.

特記事項
眉 序 1 黒匝色土 (砂、木盟、韓土理じる)

2 罵匝色土(白色砂理じり.しまる)
3 黒匝色土(砂、捜土理じる)
4 黒匝色土(砂焼主 灰理じる}
5 I属医色土(砂illじり.しまる)

J 6 黒匝色土(砂、韓土壇じる)
フ鳳匝色土 (砂.構土.褐色砂湿じる)
8 属匝色土(砂褐色砂理じる)

砂地を平且に聾地され、よく踏み固められている.
対角線よより南に寄って4箇所、理さO.3-0.5m"
北壁中央にあり、両柚が残っている. 機聾材は暗E色砂で‘硬い.
幅 1 .30m、奥行き1.05m .

遺 物 竃中、置土中から土師器停車、須恵器聖片、砥石凶土圃
特記事項 白骨住居跡の北東部に置なる.

図判奈良・平安時代の遺構 (63 ・ 64 号住居跡)
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1 串匝色土(砂‘木俊理じる}
2 鳳匝色土 (砂、木段、慣土壇じる)
3 黒匝色土[瞳土多〈、砂.木俊理じる1
4 畢匝色土(木血多〈、砂1iじる)
5 黒色土(砂、幌土壇じる)
6 黒匝色土{醜土多〈、砂理じる)
7 111原色土(砂理じる)
8 鼎庇色土(懐土木俊多〈、砂il!じる)
9 黒色之(木鹿多〈、韓土.砂理じる)
10 暗匝色土(醜土.砂理じる}

S3 

65号住居跡
時期 3 期
位置 12E 日 8 . 9

理樺 3. 13 x3.60m 

主軸方向 N-4
0 

-E  

理さ O.15m

床 面 砂地を平ll. rこ量地され、少し凹凸があり敏面.
柱穴 北E範囲!と1薗所後出、謀さ0.45m o
竃 北豊中央にあり、両柚が曹っている. 檎畢材は暗匝色砂で、少し軟調.

帽0回m. 奥行きO.53m。
遺 鞠 覆土中から土師器涛車、鈴片出土.

特配週匹項 南東部を師号住居跡に切られる.

66号住居跡
時期 5 期
位置 1 2E-55-8 ・9

規檀 4.50 x 4.60m 

主軸方向 N-'. -w 
理さ O.37m

床 面 砂地を平且に聾地され、よ〈踏み固められている.
柱 穴 封角線上!こ4箇所と竃対面!こ1 箇所.理さO.5.....0.8m o
竃 北豊中央にあり、両柚が残っている. 檎聾材は崎匝色砂で、硬い.

幅 1 .40m、奥行き0 田mo
量 輸 覆土中から土師器録、須車線車片出土.

特記事項

図 45 奈良平安時代の遺構 (65 ・ 66 号住居跡)
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E L-3 崎町
P4 
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P2 

L-ーー==Jm

11 F客

H 

N 

回

1 .lJ(色土 (砂;1じる)
2 暗匝色土{砂.粘土理じる)
3.色土(砂、韓土壇じる)

ω 

何

。

m 

e -

4 鳳民色土{慢土多仁砂理じる)
5 鳳匝色土{砂、韓土理じる)
6 鳳庇色土{韓士、砂少し理じる》

" 

的

m 

. 

7 略E色土{砂.粘土.慣主連じる. 置天弁割)
8 鳳E色土{韓土‘臣、砂理じる)

67号住居跡
時期 5 期
位置 12E-55-9

蝿績 4.55)( 4.10m 
主細方向 N- 12・ - E

理さ 0.20m

9 赤色醜土 (黒色土理じる)
10 暗匝色土(砂;mじる)
11 .lJ(色土(砂.縄色砂理じる)
12 暗匝色土(砂多ι 禍色砂1mじる〉
13 属医色土(砂多〈、韓土1mじる〉
"暗匝色土(砂多<.瞳土壇じる)

E表 面 砂絶を平.!!Iこ聖地され、少し凹凸があり敏弱.
絵 穴 対角線ょに4箇所.理さ0.5....0 . 7m . また西聖に3箇所畳柱穴、

竃
理さ0.3m .
北豊中失にあり、両袖削機っている. 栴聾材!ま暗匝色砂で、硬い.
幅1.60m、奥行き1.20m .

遺 物 竃中、置土中から土師様策.盟、調車器聖片出土.

特肥.項

68号住居跡
時期 6 期
位置 12E-55-9

理観 4.30)( 5.3Sm 
主軸方向 N-l0・ -E

理さ 0.26m

底 面 砂地を平且に聾地され、少し凹凸があり軟弱.
柱 穴 対角線上の北東部l二 1 箇所、理さ0.7m .

竃 北豊中央にあり‘両袖が残っている. 構聾材は暗E色砂で、置い.
帽日5m. 奥行き1 .20m .

遺 物 竃E炉、置土中から土師畢節、 盟、須.II!I!片、量湾出土.

特12'匹項 目号住居跡に置なる.

図 46 奈良・平安時代の遺構 (67 ・ 68 号住居跡)
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守
門
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J 
1 畢匝色土(砂理じる1
2 黒色土(砂;llじる)
3 111匝色土(砂理じり、しまる)
4 属医色土(砂、焼土理じる)
5 血圧色土(瞳土多〈、砂理じる)
6 黒庇色土(韓土、灰、砂理じる)
7 蝿灰色土(砂.韓土‘木俊理じる)
8 揖民色土[憧土、砂理じり.しまる)
8 属灰色土 (砂、褐色砂理じる}
叩暗灰色土(砂、韓土壇じり.しまる)
11 暗匝色土 [砂、粘土、韓土理じる.竃天弁郵)
12 赤色焼土
13 轟灰色土(1)(‘木農相理じる)
14 黒灰青色土[焼土‘灰理じる}
15 1)(白色土 (白色灰)
16 黒匝青色土 (韓i. 灰層)

o 1m 

'=ーーーー

69号住居跡
時期 5 期
位 置 12E-55-9

規模 5.55 x5.20m 
主軸方向 N- 1 ・ E 

理さ O.30m
床 面 砂地を平.!!r二整地され、よく踏み固められている.
柱 穴 対角線上iこ4箇所と竃対面!こ1箇所、課さO.S-O.7m . また壁際に9箇

所墜柱穴、理さO.2-0.6m .
北豊中央にあり、両柚が残っている. 構軍材1ま暗匝色砂で.硬い.
幅1.60m、奥行き1.20m. 右欄に古い置跡あり.

遺 物 竃中、床面から土師畿杯、車、書E包帯型片.柿睡車、銭畢刀子出土.
特記事項 竃の主脚に円筒状回土製晶を恒う

竃

図 48 奈良・平安時代の遺構 (69 号住居跡)
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71号住居跡
時期 3 期
位置 12E-55-14
盟槙 3.30x 3.92m 

主軸方向 N-S. -E 

軍さ O.30m

o 1m 
場

床 面 砂地を平旦に聾絶され、よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角値上!日箇所と竃対面1::1箇所.理さO.5S-0.83m.

竃 北豊中失にあり.両柚が残っている. 楕聾材は暗匝色紗で、硬い.
帽1.20m、奥行きO.60m.

遺 物 床面、置土中から土師曙野・聾出土.

特記事項 南側が掴査1&.外で、 豊掴できず.
層 序 1 鳳茶色主

2 楓色土
3 黒色土 [少し茶色)
4 黒色土 {少し茶色で、砂理じる)
5 IIIK色土(砂混じる)

6 11灰色土{砂理じり、しまる)
7 IK色砂(地山)
8 11色土 '*!It.瞳主I1じる)
9 黒灰色土(砂、韓土、庇理じる}
叩鳳灰色砂{砂.韓土壇じる}

。

。

70号住居跡
時期 2 期
位 置 1 2E-55-14

規模 3.55 x 3.92m 
主軸方向 N-2--w 
車さ O.30m

床 面 砂地を平旦に畳地され、 よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角植ょに4箇所と竃対面に1薗所、理さO.2S-0.55m .
. 北壁中灸に.跡基底を積出.

幅O.85m、奥行きO.50m .
遺 物 床面から土師縛録.須車器量片転用硬‘ 斬睡車出土.
特記車項 置の主闘に円筒状由主製品を檀う
圃 序 1 織灰色土(砂銚土理じる)

f 

‘曹

2 黒匝色土[砂多〈理じる)
3 鳳匝色土(砂多<.醜土理じる)
4 黒E色土(砂理じる)
5 属医色土{砂理じり . しまる)
6 黒灰色土(措置じり.軟弱)
7 暗灰色砂{黒色土理じる)
8 鳳匝色砂

~二 ~I
えEζ

。戸

(Q) . ~II 
。

P 1 
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図 50 奈良・平安時代の遺構 (70 ・ 71 号住居跡)
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P 1 

L 
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層序 1 暗禍色土{骨理じる.現代耕作橿}
2 鳳E色土(砂、禍色鋲組理じる)
3 !II!l(色土(砂、禍色鍛粒、木炭理じる)
4 様灰禍色土(砂.褐色飯粒、焼土理じる)
5 !II色土 (砂理じり、しまる}
6 !II匝色土 (秒遅じ仏教圏)
7 暗灰色砂(黒色土壇じり、軟調)
8 黒匝色土(砂理じる)
9 黒匝色土(慢土多〈砂理じる}
10 罵色止 (木盟理じる)

主二二二T
E 

11 暗灰色土(幌土多〈、砂理じる}
12 黒民色土(砂、障土壇じる}
目黒色土{砂、醜土、木置illじる)
14 暗匝色土 (白色砂理じる)
目黒色土(砂理じる)

o 1m 

72号住居跡
時期 5 ICII 
位置 12E-55ー叩

規模 4凹 x4.75m
主軸方向 N-20 -E 

理さ O.35m

16 黒色土 (白色砂多〈理じる)
17 黒色土 (砂少な〈、粘買)

床 面 砂地を平且に聾地され、よ〈踏み固められている.
柱 穴 対角線上に4箇所と竃対面!こ1箇所、理さO.55-0.83m ~

墜下に20置所.壁往穴あり.理さO.2-0.3m o
竃 北豊中央にあり、両袖が瞳っている. 機聾材は暗匝色砂で、硬い。

幅1.50m. 奥行きl.00m o
遺 物 置土中から土師器杯.鉄製斧幽土。
特配事項

図 51 奈良・平安時代の遺構 (72 号住居跡)
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74号住居跡
時期 7 期
位 置 1 2E-45- 1 4

理機 2.23 x2.80m 
主軸方向 N-3--w 
理さ O.23m

床 面 砂地を'l'且に聾地され. よ〈踏み固められている.
往穴 樟出されず.
竃 北壁中央にあり. 両抽出瞳っている. 構軍材lま暗民色暗で. 唖L

幅t.1 5m、奥行きO.90m .
遺 物 覆土中から土師器杯置. 調車器聾片出土.

特包事項

層"

図 52

<

7 3号住居跡
時期 2 湖

位 置 1 2E-45-19
規模 2.56 x2.87m 

主軸方向 N-3・ w 
理さ O.40m

床 面 砂地を掘り盟めているが. 平且に聾地されてなく. 験弱.
柱穴 倹出されず.
竃 北壁中央にあり. 両柚が残っている. 構聾材は暗匝色砂で. 硬い.

, 

、

幅O.92m、 奥行き0.5加、.

床面. 置土中から土師器lf 聾、調恵畢聾片出土.
床面が二障になっていて. 掘りなおしたか.

1.色土{砂理じる)
2 緑色土(砂、 韓土理じる)
3 黒匝色土{慣土多〈、 砂混じる)
4 属医色土{慎主多〈理じる)
5 様匝色土 (砂;1じり、しまる)
6 暗匝色土 {韓土多< . 砂iiじる)
7 黒色土(憧土. 砂坦じる)
8 黒色土(砂禍色砂理じる}
9 111\色土 (砂少し理じる)
10 暗匝色土(砂多〈理じる}
11 l1li灰色土 {砂，冨じる)
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層 序 1 鳳民色土 (砂、褐色砂多〈理じる)
2 !l!J(色土 (砂.縄色砂ilじる)
3 属医色土 (白色砂多〈理じる)
4 黒色土(砂、褐色砂iiじる)
5 暗民色砂(黒色土、禍色砂浬じる)
6 暗庇色土[砂理じる)

75号住居跡
時期 6 期

位置 12E-45-20
理機 2.70)( 2.95m 
主軸方向 N-2" -E 

翠さ O. 1 5m

床 面 砂地を平旦に聾地され.少し凹凸がある.

柱 穴 検出されず. 後出した小穴lま住居跡の絵穴とは異なる.
竃 北豊中失に復跡がある.

遺 物 覆土中から土師器綜聾片出土.
特毘事項 南東郵豊中世道陣で消失. 南に近世清でほとんどを消失した

住居跡の一部がある.

76号住居跡
時期 3 期
位置 12E-45-16
埠檀 2.83 x3.40m 
主軸方向 N- l 0・ -w
理さ O.40m
床 面 砂地を平~I二整地され.よ〈踏み固められている.
柱 穴 S案出されず.
竃 北東隅にあり.両袖が残っている. 機聾材は暗E色砂で.硬い.

幅O.95m、奥行きO.75m .
遺 物 置土中から土師器聾片出土.
特記恵項

17 18 

7 自民色土(白色土理じる)
8 黒色土 (砂理じる)
9 晴匹色土 (砂.褐色砂多<i芭じる)
10 暗庇色砂(白色砂iflじる)
11 暗庇色土 (砂.緑色土壇じる)
"暗匝色土(砂、鳳色土理じり.しまる)

目黒匝色土 (砂理じり.軟調)
14 属医色土 (砂.燦土理じる}
15 暗匝色土 (砂、禍色砂理じる)
16 黒匝色土 (砂理じる}
17 暗赤E色砂(醜け砂)
18 黒匝色土 (砂、韓土理じり.軟調}
目黒匝色砂{赤色惟砂多〈理じる)

図 53 奈良・平安時代の遺構 (75 ・ 76 号住居跡)
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3 期

12E-46-17 

3.20 x 2.80円、

N-6" -W 

0.30m 

砂地を平Eに聾地され、よく踏み固められている.
検出されず.
北西隅にあり、両柚が残っている. 情豊材は暗灰色砂と粘土を理ぜ.
置い. 帽0.15m、奥行き0.10m o
覆土中から土師器係重片、 靖恵器聖片、砥石出土.
壁にある穴は.中世建物跡の柱穴.
1 黒色土(砂少しiiじり.粘置でしまる)
2 黒色土(砂理じる)
3 黒匝色土 (砂理じる}
4 黒色土(砂少し.木腔理じりしまる1
5 黒匝色土(砂理じ止しまる)
6 11\匝色土 (砂;Ilじり、放園)
7 黒色土{砂理じり、軟国)
8 鳳匝色土(砂、幌砂iJlじる〉
9 暗匝色砂(醜砂理じり、粘賀でしまる)
叩黒色砂(機砂理じる)
11 黒色土(憧砂、砂理じる)
12 泉氏色土{砂、捜砂理じり、軟調)

図 54 奈良・平安時代の遺構 (77 ・ 78 号住居跡)
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77号住居跡
時期 3 期
位 置 12E -46- 17

規模 3回 x2.53m
主軸方向 N-18・ W 

理さ 0. 12m

床 面 砂地を平Eに整地され、よ〈踏み固められている.
桂穴 竃対面に1箇所、理さ0. 15m o
竃 北壁中央にあり.両補が残っている. 構聾材は暗匝色砂と粘土を理ぜ、

硬い. 幅O.85m、奥行きO.60m o
遺 物 覆土中から土師器聾、彊車器壷片出土.
特肥事項 西側.南飾の穴は中世の建物跡柱穴
屠 序 1 緑色土 (砂理じる)

2 暗E色土 (砂多〈理じり.しまる)
3 鳳匝色ニt (砂;mじり、しまる〉
4 黒匝色土(砂、銚砂理じる)
5 黒色土(砂、瞳砂理じる)
6 11\匝色土 (砂、黒邑土.焼土理じる)
7 II\Ø(色土 {砂 il1じる)
8 黒匝色土(砂少し理じる)

時期

並 置
規模

主軸方向

深さ
庄面

柱穴

竃

遺物
特記事項

眉序

D 
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79号住居跡
時期 5 期
位 置 12E-46-22
規模 3.56 x 3.38m 

主軸方向 N-7'" -w 
翠さ O.35m

床 面 砂地を平Eに整地され.少し凹凸があり敏弱。
柱 穴 対角線上に4箇所と竃対面にあり.理さO.2S-0A5m o
竃 北壁中央にあり、両袖が残っている. 楠聾材は暗匝色砂と粘土を理ぜ、

硬い. 幅 1 .20m 奥行きO.70m .

率三三正予皇訪プょZT
置土中から土師器係・盤聖、須車器聾片硯鉄製刀子.砥石出土.

1 属医色土{砂.焼土:.1じる}
2 属医色土 (砂.焼土Il!じり.しまる)
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3 黒庇色土(砂.瞳土;1じり、粘置でしまる)
4 晴匝色土(砂多<Il!じる)
5 黒匝色土(砂多〈、惜土壇じる)
6 匝色砂 ( 1Il色土 ;1じる)
7 黒匝色土 (砂理じる)
8 黒灰色土 (砂理じり.しまる。 床貼土)
9 暗血色主{砂‘粘土.醜土理じる)
10 鳳E色土{砂、焼土、木俊理じる)
11 陪E色土(揖土、砂理じる)

8 1号住居跡
時期 5 嗣

位置 12E-56-2

規機 3.50x 3.76m 

主軸方向 N-12・ W 

理さ O.30m

床 面 砂地を平..ê. 1 :::整地され、よく踏み固められている.
柱 穴 対角線上!こ4箇所と竃対面にあり、理さO.20.....0.30m .
竃 北豊中央にあり、両抽が残っている. 稿集相lま暗灰色砂と粘土を理ぜ、

遺物

特記事項
層序

硬い. 幅O.90m、奥行きO.75m .

竃中、底面から土師器係聖、匝軸陶器畳覇畳片出土.

1 黒匝色土(砂、禍色砂理じる1
2 鳳灰色土(砂1mじる)
3 黒匝色土(砂多〈理じる)
4 晴匝色土(砂多〈理じる)
5 暗匝色土(砂多<Il!じり、敏弱)
6 暗E色砂(幌土Ilじり、軟麗)
7 黒匹色土(砂粘土韓土理じる)
8 黒E褐色土 (砂、後土理じる)
9 黒色土 (妙、幌土、匝Il!じる)

図 55 奈良・平安時代の遺構 (79 ・ 81 号住居跡)
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80号住居跡
時期 3 期
位 置 12E -46 -22

調機 4.12x4. 10m
主戦方向 N-50 -w 
理さ O.35m

庫 面 砂金也を平且に聖地され、よく踏み固められている.
柱 穴 対角線ょに4箇所と薗対面にあり、理さO.30-0.50m o

壁際に6箇所壁柱穴あり.揮さO.2-0.3m o
竃 北豊中央にあり、商袖が残っている. 術聾材は暗匝色砂と粘土をillぜ、

硬い. 幅 1 .30m、奥行き1.10m o
遭 軸 床面.置土中から土師器係聖、須恵器量片硯. 砥右出土.

特記事項
層 序 1 暗匝色土(砂多〈、韓土:1じる. 踏み固め復あり)

2 暗匝色土 (砂多〈、幌土理じる)
3 暗匝色土 (砂多〈浬じる)
4 暗匝色土 (砂多仁暁土、属色f){iflじる)
5 黒色土{黒色匝理じる)
6 暗灰色土 (砂多〈理じる)
7 !!z褐色砂
8 !!z色砂
9 暗E色砂
10 暗匝色土(砂慢土多〈理じる)
11 111色土{黒色匝多〈理じる)

図 56 奈良平安時代の遺構 (80 号住居跡)
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82号住居跡
時期 6 期
位置 12E-56-6

規模 3.80 x 4.12m 

主軸方向 N-3・ -w

理さ O.25m

床 面 砂と黒色土を敷き詰め、平且に整地されているが、あまり硬〈ない.
4主 穴 対角輯上1 :::4箇所と南部中央にあり.軍さO.20-0.30m o
竃 北壁中央にあり.両袖が残っている. 繕聾材 Iま暗民色砂と粘土をIJlぜ、

向壁と火床は懐けている. 幅1 凹m. 奥行きO.70mo
置土中から土師器係・豊臣片出土.

1 .IR色土(砂‘禍色砂理じる)
2 11\匝褐色土 (砂‘縄色砂理じる)
3 黒匝色土 (砂.禍色砂理じり、粘置}
4 暗匝色主 (砂多〈理じる)
5 黒匝色土 (砂;1じる)
6 緑色土{砂少し;1じり.粘置)
7 暗匝色土 [砂多ι 韓主理じる}

遺物

特舵事項
11 F事

cf 
G 

。

。

。

。

1 暗匝色土 (砂褐色砂多〈理じる)
2 黒匝褐色土 (砂、褐色砂、韓土壇じる)
3.灰色土 (砂、焼土混じる)

4 

83号住居跡
時期 5 期
位置 1 2E-56-6

規模 3.24)( 3.10m 

主軸方向 N-18・ -w

理さ O.35m

床 面 砂と黒土圭敷き信め平且に整地され、中央部よ〈踏み固められ、壁際で
軟調，
検出されず.
北豊中失にあり、両柚が残っている， 情聾材は匝色砂と粘土色Eぜ、
硬く、向壁と火床が懐けている. 幅 1.07m、血行きO.62m o
床面から土師畢杯壷‘鉄製雌出土.

序眉

柱穴

竃

ハ
V
H
W

。

。

。。

。

。

青木

遺物
特記事項

奈良・平安時代の遺構 (82 ・ 83 号住居跡)
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屠 序 1 鳳灰茶色土〈砂理じる)
2 ，l1li灰色土 〈砂.黒土、褐色砂理じる)
3 黒庇色土(砂:.1じり.粘置)
4 黒育匝色土(砂、禍色砂理じる)
5 罵E色土 (砂.褐色砂理じる)
6 暗庇色土 (砂、粘土、禍色砂、韓土iflじる)
7 集育灰色土(砂、醜土;1じる )
8 暗育匝色土(慢土、灰:mじる)
9 陪青匝色土(慎土多〈理じる)
叩赤匝色土(瞳土多〈理じる)
11 暗膏匝色土 (砂理じる)

84号住居跡
時期 2 期
位置 12E-56-2

盟複 3.27 x 3.52m 

主軸方向 N_90 -w 
理さ O.33m
床 面 砂地を平且に整地され.よ〈踏み固められている.
4主穴 検出されず.
置 ;t壁中央より少し西寄りにあり、両柚が残っている. 織聾材は暗匝色砂

と粘土をiiぜ、直〈、向壁が牌けている. 幅1.1 8m、奥行きO.90m.. 
遺 物 床面、覆土ゆから土師器亦・畳、調恵器畳片出土.
特記事項

制

指
85号住居跡
時期 4 期
位置 12E- 56-3

親複 2回 x2.35m
主軸方向 N- 12・ -w

理さ O.25m

床 面 砂地を平旦に聾地され、よく薗み固められている.

柱穴 検出されず.
竃 北壁中央にあり.両繍が残っている. 構聾材!ま暗庇色砂と粘土をiiぜ、

硬い. 帽O.95m . 奥行きO.60m o
遺 物 竃問、置土中から土師器汚・畳、儀製刀子出土.

特記事項
屠 序 1 黒匝色土(砂.醜土壇じる}

2 暗赤庇色土 (慣土多〈理じる)
3 黒赤匝色土 (瞳土多(;1じる)
4 黒匝色土 (砂‘醜土iiじる)

図 58 奈良・平安時代の遺構 (84 ・ 85 号住居跡)
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86号住居跡
時期 4 期
位 置 1 2E-56-7

曙績 2.56 x 2.87m 

主軸方向 N-' ・ E 

罪 さ O.30m

床 面 砂と黒土を敷き詰め.平旦に聾地され、中央部で硬〈、周囲で紋弱.
柱 穴 対角帽よ!こ4箇所後出、理さO.3-0.4m .
竃 北壁中央にあるが.中央を土坑に切られる. 構聾材は暗匝色砂と粘土

を理ぜたものである. 幅1.55m、奥行きO.60m .
E表面、彊土中から土師梼杯軍出土.
北東隅に床面より浮いたま戸がある. 置O.5mで、火床lま良〈暁Itている.
1 黒匝色土(砂、茶褐色砂理じる)
2 属医色土{砂.燦土、縄色砂iÆじる}
3 黒色土(砂理じり、 しまる. 床面貼り土)
4 匝色砂
5 属医色土 (砂多<.褐色砂理じる)
6 11灰色砂(緑色土壇じる)
7 暗灰色砂(帽色砂理じる}
8 鳳E色砂(褐色砂理じる1
9 暗灰色砂
10 黒匝色土(砂理じる)
11 属医色土(砂、褐色砂理じる)
12 鳳E色土(砂、褐色砂.世土理じる)
13 A.EJ{色土 (砂多〈、補色砂、捜土理じる)
14 鳳色土 (韓土多<iÆじる)

奈良・平安時代の遺構 (86 号住居跡)

遺物

特記事項
眉序

67 ー

図 59
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87号住居跡
時期 4 矧
位置 12E- 56 - 7

曙穣 3.(0 )( 3.40m 

主軸方向 N-3・ E 

;(') l3壊さ O.20m 

底 面 砂とa風土を融き詰め、平旦に聾地され. よ〈踏み固められている.

柱穴 続出されず.
竃 北豊中央にあるが.中灸を土IJI:に切られる. 構聾材は暗匝色砂と

粘土を理ぜたものである. 幅1.1 5m . 奥行きO.90m o
車向、床面.置土中から土師畢停車甑出土。物

一γ
担

遺
特
圃

@ 

1 I属医色土 [砂. 醜主連じる)
2 黒匝色土(砂. 帽色砂理じる)
3 暗匝色砂{黒色土.燐主連じる)
4 ..色土(砂、 黒色土、醜土混じる)
5 属医色土 (砂、焼土少しil!じる)
6 暗民色土(砂多G毘じる)
7 111\色土

o 88号住居跡
一一 時期 3 期

位置 12E-56-7

線復 3.20x 3.20m 

主軸方向 N-20・ -w

揮さ O.16m

床 面 砂地苦平Eに聾地されているが少し凹凸がある.

本主 穴 対角線上1:'4置所と爾壁際中失にあり‘罪さO.2-0.3m .
竃 北側を87毎住居.に切られ、清失したと考えられる.
遺 楠 床面から土師器量出土.

特記事項

s 

F 

B 

期
置
償
制
さ
面
穴
鞠
一
円

紬

竃
配

時
位
盟
主
軍
床
柱
遭
特

2 期
12E-56-12 

3.5Ox 2.80m 

N-960 -w 
O.30m 

砂地を平且に畳地され.全体で軟弱.

検出されず.
西聖中灸1二復跡がある.
置土中から土師輯鋳壷.磁石出土.
南輔が掴査E域外のため.発揮できず.

図 ω 奈良・平安時代の遺構 (87 ・ 88 ・ 91 号住居跡〕
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89号住居跡
時期 5 期
位置 12E-56-8

規横 2.88 x 2.75m 

主軸方向 N-20・ -w

軍さ 0.40m
正 面 砂地を平旦に聾地され、全体で紋画.
柱穴 検出されず固
竃 北豊中央にあ札機聾材は暗E色砂と粘土を理ぜたものある.

火床を掴り窪めている.幅1.23m. 且行き1 .04m "
遺 柚 置土中から土師111'干軍、須車様車片転用硯出土.
特記事項
圃序 1 属医色土(砂、褐色砂理じる)

P3 

90号住居跡
時期 4 期

P4 

位置 12E-56-8

規模 3.40x 3.28m 

主軸方向 N-30 -E 

理さ O.32m
床 面 砂地を平且に整地され、全体で軟調.

P2 

柱 穴 対角輔上!:'4箇所あり.軍さO.2-0.3m "

H 

Pl 

J 

2 晴E色:1: (砂多〈、褐色砂理じる)
3 黒色土(砂:1じる}
4 暗灰色砂(属色土imじる)

竃 北豊中失にあり.檎軍将は暗灰色砂と粘土を理ぜたものある@

5 鼎灰色土(砂多(.縄色砂、焼土iliじる)
6 鳳E色土(砂;昆じり、しまる. 床鮎り土)
7 暗庇色土(砂.銭土理じる)
8 暗匝色土{砂.俊土、 FJi.. i，且じる)
9 赤色幌土[匝色砂.匝理じる)
10 fJ(色土 (醜fJ()
11 緑色土 (1業主.白色砂理じる)
目黒匝色土(砂、焼土理じる)

図 6 1

幅O.8Bm、奥行きO.60m"
遺 物 覆土中から土師犠停車匝.頭車器壷片転用硯.砥石出土。
特記事項南西側をB9号が切る.
層 序 1 .w.fJ(色土 (砂.褐色砂;1じる)

2 黒E色土(砂.銚土理じる)
3 緑色土 (白色砂iiじり.しまる. 床貼り土)
4 黒色土[畑畝溝)
5 暗E色土(砂、粘土、韓土理じる)

奈良 平安時代の遺構 (89 ' 90 号住居跡)

- 69 ー

6 灰色砂(粘土壇じる)
7 赤色韓土{庇理じる)
8 黒灰色土 (砂醜土匝埋じる)
9 黒色土(砂理じる)
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時期 3 閉
位置 12E-56-13

理機 3.62 x3.70m 
主軸方向 N-l0・ W 

理さ O.24m

床 面 砂地を早且に整地され.よ〈踏み固められている.

柱 穴 竃の封面に1置所倹凶. 軍さO. lm o
竃 北豊中央にあり、機聾材lま暗匝色砂と粘土在理ぜたもので、硬い.

幅1.42m、奥行き1.1 3m o
遺 物 覆土中から土師器停車出土。

特記事項

時期
位置
規模
主軸方向
深さ

床面
柱穴
竃

遺物
特包事項

珊移

。

司

一‘' 司E. 

4 期

12E-56-12.13 

3,03 x3.30m 
N-7・ -w

O.37m 
砂地を平Eに整地され.よく踏み固められている.

後出されず.
北壁中失にあり、構聾材は暗匝色砂と粘土在理ぜたもので.唖い.
幅 1 .40m、奥行きO.80m .
床面、覆土中から土師器停車、須車器聾片転用硯出土.

1 黒色土 (砂、褐色砂1mじる)
2 串匝色土(砂.褐色砂理じる)
3 暗匝色砂(黒色土、褐色砂理じる)
4 鳳凪色砂(砂.禍色砂‘檀砂;毘じる)
5 暗E色土{砂多〈、褐色砂理じる)
6 属医色主 (砂、褐色土、黒色土理じる)
7 措匝色砂(褐色砂理じる)
8 暗庇褐色土 (砂iiじる)
9 黒色土 (暗褐色砂iiじる)
1 0 暗褐色砂(黒色土liじる)
"暗匝色土(砂.粘土、捜土多〈車じる)
12 黒匝色土(幌土多ιE理じる)
13 鳳色土 (韓土少しiiじる)
14 黒圧色土(樺土‘灰理じる)

N 

層 F夢 1 罵匝色土(砂imじる)
2 .1M色土 (砂.禍色砂理じる)
3 暗匝色砂(韓土.砂.粘土理じる)
4 属医色土(砂、世砂理じる}
5 緑色土〈韓土理じる}
6 晴赤色瞳土

図 62 奈良・平安時代の遺構 (92 ・ 93 号住居跡)
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94号住居跡
時期 5 期
位置 1 2E-56-S - 9
理機 3.65x 2.90m 

主軸方向 N-ao -w 
課 さ O. 13m

床 面 砂地を平Eに聾地されているが、軟圏.
柱 穴 西壁に壁桂穴?箇所検出. 深さO.25ma
竃 北壁中央にあり.備聾材!

幅 1 .30m、奥行きO.60m.
床面.置土中から土師器持軍片出土.遺物

切

'" 

用 序 1 黒匝色土(砂理じる)
2 :&色土(砂理じる}
3 黒色主(瞳土浬じる)
4 黒匝色砂(砂. 瞳砂，昆じる)
5 暗匝色土(竃檎聾材)
6 暗匝色土〈砂、幌土理じる)

E , ~ ......_ 7 黒色土(砂.韓土理じる)
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95号住居跡
時期 7 期

位 置 1 2E- 56 -9

規模 4 口 x 3.74m 

主軸方向 N- 1 6・ W 

理さ O.25m

床 面 砂地を平且に聾地され.少し凹凸がある.
往 穴 対角線上に4箇所ι 竃対面にあり、理さO.2-0.56m a
竃 北壁中央にあり.構聾材は暗血色砂と粘土を理ぜたもので.唖い.

幅1.1 0m、奥行きO.60m o
床面、置土中から土師器停聾、 恒‘磨石出土.遺物

特記事項
層 序 1 黒色土(砂理じる)

2 黒色土(砂、韓土理じる}
3 黒色土(砂少し;1じる)
4 黒庇色土{砂多<;1じる)
5 黒E色土{砂.髄土iiじる)
6 暗E色土{砂多〈理じり、しまる)
7 黒匝色土 (暁土多〈理じる〉
8 属医色土 (砂、焼主多<1mじる)
9 黒色土{焼土理じる)

奈良・平安時代の遺構 (94 ・ 95 住居跡)図 63
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9 7号住居跡
時期 7 期
位置 12E 崎一口

組襖 3.00x3.00m
主軸方向 N-l刷・ -w

毘さ O.22m
床 面 砂地を平且に壷地されている.
柱穴 積出されず.

o ~ 
伺J 

D 

o 1m -

竃 酉墜中央にあり、構軍将は暗匝色砂と粘土を;1ぜたもので、硬い。
幅1 .30m、奥行きO.70m o

遺 物 竃中.置土中から土師器係皿ー軍出土.
特記事項

96号住居跡
時期 3 期
也置 12E-56- 14

規槙 2，66)( 2.68m 
主軸方向 N_10 -w 
罪さ O.20m

床 面 砂地を平且に聾地され.少し凹凸がある。
柱 穴 薗対面にあり、漂さO.2m o
. 北壁中央にあり.機聾材は暗庇色砂と粘土を理ぜたもので.硬い。

幅O開m. 奥行き0.78m o
遺 物 理土中から土師器杯聾片出土.
特配事項

層 序 1 黒匝色土(砂.暁土理じる)
2 黒色土(砂、褐色土、構土混じる)
3 黒色土 (砂、韓土理じる)
4 黒匝色土(砂理じる)
5 Øi色砂
6 暗匝色砂(黒色土、幌砂理じる)
7 赤色慢土
8 Øi色砂
9 黒灰色土(砂浬じる)

98号住居跡
時期 8 期
位置 12E 柑 14

規模 8.50 x 2.35m 

主軸方向 N-99・ W 

理さ O.30m

床 面 砂地を平且に聾地されている.

柱穴 積出されず.
竃 検出されず.
遺 物 竃中..土中から￡師器杯皿、須車器壷片出土。
特配事項 長方形で置がないため、通常の住居跡と異なる遺構か.

図 64 奈良・平安時代の遺構 (96-98 号住居跡)
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1 鳳色土(砂、 末段、韓土謹じる}
2 属医禍色土 (砂.犠土理じる}
3 鳳E禍色土(棋士多〈理じる)
4 鳳色静{修士、本車理じる)
5.禍色土(機土‘砂少し理じる)
6.色土(砂理じる)
7 .11<色砂(砂多〈理じる}
8.色土(砂理じり.帖置でしまる)
9 属医色土(褐色砂理じる}
10 緑色土(褐色砂理じる)
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図 65 奈良平安時代の遺構 (97 ・ 98 号住居跡)
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1∞号住居跡
時期 3 期

位 置 1 2E-46-25
規模 2.30>< 2.15m 

主軸方向 N_6D -w 
軍さ 0. 1 5m

床 面 砂地を平i! 1こ葺地され、 少し凹凸がある.
柱穴 検出されず.

眉 序 竃 北豊中央にあり、備費量材は暗民色砂と粘土を理ぜたもので、硬い.
1 111\匝色土 (砂多く i.llじる) 幅0 .82m、奥行き0.43m o
2 1II\!l(色土 (砂. 憧土理じる) 遺 物 置土中から土師器停車出土.
3 赤色燐土 特記事項西半分を近世滑に切られる。

図 66 奈良 ・平安時代の遺構 (99 ・ 1∞号住居跡)

コcpo 。

ロ}

ーノー

E 

ー\
99号住居跡
時期 4 潮

位置 1 2E-46-10'15

規複 3.50)( 3.40m 

主軸方向 N-5・ -w

理さ 0.35m

床 面 砂地を平Eに整地され、よく踏み固められている.

9主穴 検出されず.
竃 北壁中央にあ札機聾材は暗匝色砂と粘土を混ぜたもので置い.

幅0.90m. 奥行き0回m.
遺 物 置土dゃから土師器野望出土.
特配事項 住居跡向を掴立柱建物跡柱穴に切られる.
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層 序 1 黒匝色土(砂理じる)
2 黒色土(砂理じる)
3 黒色土(白色紗理じる)
4 黒E色主(白色砂理じる)
5 黒色土{構土、砂il!じる}
6 鳳色土 (粘土、障砂理じる)
7 鳳民色土(韓土.砂iIlじる1
8 黒匝色土(砂理じる)

F 
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101号住居跡
時期 4 期

位 置 12E-46 -25

理機 2曲 x 2.40m 
主軸方向 N-94・ -w

軍さ O.22m
床 面 砂地を平旦に整地されている.
柱穴 検出されず.
置 西墜中失にあり、構聾材は暗匝色砂と粘土を;1ぜたも由で、硬い.

帽1.1 0m . 奥行きO.87m G
遺 物 竃中覆土中から土師畢係費出土.

特記事項 南側l二1田号住居跡が重なる.

曙 序 1 11\褐色土 (砂、捜土浬じる)
2 黒庇色土(砂斑状に多<iJ!じる}
3 農色土(砂多<;mじる)
4 黒匝色土 (砂多〈連じる)
5 黒色土 (砂理じる)

102号住居跡
時期 5 矧

住 置 I2Eー柑-25

現模 4.30x3.88m 
主軸方向 N-95・ -w

翠さ O.23m

底 面 砂地豊平.!!I二聾絶し‘少し凹凸があり、軟調。

柱穴 対角輔上に4箇所‘翠さO.3-0.4m Q

H 

B 

p、

s 

ー

司. 
句

6 黒E色土(砂多くLlじり、しまる)
7 黒褐色砂(砂韓土壇じる) 壇 画聖中失にあり.情聾材は暗匝色砂と粘土を理ぜたもので、左棚が切ら

8 貧匝色砂(緑色土、妓土壇じる)
9 赤色暁土
10 黒色土(匝.幌土壇じる}

れて消失。 幅1 凹m‘奥行きO.75mQ
遺 物 理中、覆土中から土師器杯聾、肺睡車出土。
特担事項 南西隅を近世滑に切られる.

図 67 奈良・平安時代の遺構 (101 ・ 102 号住居跡)
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103号住居跡
時期 4 糊

住置 12E-47- 1 6

規模 3. 1 3 x 3.40m 
岡 田 主軸方向 N-85・ E 

理さ O.36m
床 面 砂地を平ll. 1二整地されている。
柱穴 検出されず.
竃 東壁中央にあり、構軍材lま暗庇色砂と粘土を1mぜたもので.硬い.

幅 1.1加、、血行きO.90m a
遺 物 床面.覆土中から土師器汚里、土玉出土。
特配事項 住居跡肉に掘立柱建物跡柱穴が量なる。
層 F事 1 黒褐色土

2 緑色土{韓土.砂ili\じる)
3 轟庇色土(焼土、砂，冨じる)
4 黒匝色土(褐色砂理じる)
5 !J(色砂
6 罵灰色土(砂理じる)
7 黒匝色砂(砂多〈理じる)
8 暗匝色砂
9 !J(褐色土 (竃天弁部}
10 赤色土(竃王弁部韓面)
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11 暗赤褐色土 (醜土、砂多〈理じる)
12 EK褐色粘土(砂、暁土壇じる。 崩落天弁都)
13 黒色土(娩土、砂理じる}
14 赤色韓土
目黒民色砂

104号住居跡上層
時期 6 期
位置 1 2E-47-7

規模 3.30x 3.80m 
主軸方向 N-3・ -w

理さ O.18m

床 面 下由世居跡を黒色土で埋め、床面を平坦に聾地している.

柱穴 積出されず.
竃 北壁中央にあり、情聾材lま暗匝色砂と粘土在理ぜたもので、硬い.

幅O叩m. 奥行き1.1 2m o
遺 物 床面、置土中から土師糠停車出土.
特記事項 旧住居跡を埋め立てて床面をかさ上げし、建て替えている. 竃両脇田墜を

醜いて、硬化し補強している.

104号住居跡下層
時期 5 期
位置 12E-47 - 7
規機 3.25)( 3.43m 

主軸方向 N-30 -w 
理さ O.56m
床 面 砂地を平ll. 1こ聾地し.少し凹凸があり.軟調。

柱穴 後出されず.
竃 北里中失にあり.椴聾材は暗匝色砂と粘土を浬ぜたもので、硬い.

幅 1.1 5m、奥行きO.53m o
遺 物 床面、覆土中から土師器持軍出土.
特E事項

図 68 奈良 ・平安時代の遺構 (103 ・ 104 号住居跡)
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1 黒色土(瞳土理じる)
2 黒色土 (韓土.*倹多く:.1じる)
3 鳳色土(犠土、木段少し理じる)
4 白色砂(褐色砂理じる)
5 黒色土(庇色砂理じる)
6 黒色土 (白色砂理じる)
7 崎医色砂(j草色土理じる)
8 黒色土(民色砂多〈理じる)
9 ÐZ白色砂(黒色土理じる)
10 白色砂(黒色土;.1じる)
11 黒灰色土(檀土、砂理じる)
12 赤血色土(慎土多〈理じる)
13 赤黒色土(暁土多〈理じる)
14 黒色土 (匝理じる)
15 黒赤色砂(韓土少し理じる)
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104号住居跡上層

1 III\ ÐZ色土 [韓土ill.じる)
2 楕灰色土(砂理じり、粘置でしまる)
3 黒匝色土 (砂理じる)
4 黒匝色土(幌土、砂.木炭理じる)
5 黒赤色土(憧土多〈理じる)
6 lI\色土 (慢土、砂iJiじる)
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104号住居跡下層

奈良平安時代の遺構 (104 号住居跡)
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105号住居跡
時期 1 期

位置 12E-47-11
盟檀 5.96)( 5.80m 

主軸方向 N- 13・ -w
理さ O.30m

P 1 11 

P2 

L 

。 1m
=二二逼冒~ー~

床 面 砂と緑色土在世き信め.床面を平l!!に畳地している.
柱 穴 封角線上l二4箇所と竃対面にあり、理さO.5-0.1m. 壁下に21箇所の壁

柱穴あり. 軍書O.2m.
竃 北里中央にあり、備軍材!ま暗匝色砂と粘土を理ぜたも田である.

幅1 田m. 奥行きO.80m .
週鞠
特院事項

眉序

床面、覆土中から土師畢持軍.須恵.葺聾.軽石出土.

床面掴り込みの齢出明暗. 敏庄の建て直し.拡彊が見られる.

1 .色土{匝褐色紗‘檀之少し理じる}
2 黒色土(白色砂理じる)
3 農民色土(庇色砂多〈理じる1
4 揖色土(よ御住居跡貼E転士}
5 黒色土(上部住居跡貼床土、白色砂多〈理じる)
6 串色土(燦土;mじる)
7 .医色砂 (憧土理じり、軟調)
8 緑色土(下郁住居跡貼床土.磁〈しまる}
9 lJi色砂 (黒色之理じる)

10 暗匝色土{砂理じる)
11 鳳色ニt (砂理じりしまる}
12 1Ji色砂〈属色土壇じり.しまる}
13 暗匝色砂(緑色土理じる)1. lJi色砂{鳳色土少し理じる)
15 赤匝色ニヒ(燦土iiじる)

" 
.色土(幌土、 白色砂理じる)

図 70 奈良・平安時代の遺構 (105 号住居跡)
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図 71 奈良・平安時代の遺構 (105 号住居跡掘り方)
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106号住居跡
時期 2 閉
位置 12E-47-1 1

理機 4.50x 5.50m 
主軸方向 N- 13・ W 

理さ O.37m

床 面 砂と黒色土を敷き詰め.床面を平温に聾地している.
柱 穴 封角線上に4箇所と置封薗にあり、揮さO.4-0.7m o
竃 北壁中失にあり.構聾材は暗匝色砂と粘土を理ぜたも田である.

幅t.25m‘奥行き1 .05m o
遺 物 床面、置土中から土師槽係壷.頭車器置片転用硯、鉄製刀子出土.

特記司匹項 掴立柱建物跡柱穴が置なる.

圃 序 1 黒色土 {韓土‘砂ill.じる}
2 黒褐色土 (醜土.砂理じる)
3 暗匝色砂
4 鳳匝色ニ乞 (砂多<;1じる)
5 暗E色砂 (敏冒)
6 黒色土(醜土理じる)
7 赤縄色土{砂、粘土理じる)
8 暗E縄色砂(韓土壇じる)
9 串色土 (捜土、砂理じる)
1 0 暗匝色土 (韓土‘砂理じる)

図 72 奈良・平安時代の遺構 (106 号住居跡)
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107号住居跡
時期 4 期
位 置 1 2E-47 -1 3

規後 3.70x 3.98m 
主軸方向 N_90 -w 
翠さ O.32m

-- 床 面 砂と黒色土を敷き詰め、底面を平坦に聖地しているg

柱 穴 対角輯上!こ4箇所と竃対面にあり、理さO.3-0.35m o
竃 北豊中央にあり. 構聾材は暗E色砂と粘土をil!ぜたものである.

幅 1.1 0m、奥行含1.03m o
遺 物 竃中、覆土中から土師器杯聖、彊恵様車片、砥石出土.

特12.項 中世掴立柱建物跡柱穴が重なる.
L 屠 序 ，.色土(焼土. 砂 il!じる)

2 鳳色土{幌土、砂、 木炭理じる1
3 暗匝色惜(黒色土壇じる)
4 黒色土(砂理じる)
5 暗匝色砂(黒褐色土理じる}

九--~

D 

108号住居跡
時期 5 醐
位 置 12E-47 - 13

規模 3.10x 3.65m
主軸方向 N-2" -w 
理さ O.12m
E表 面 砂と黒色土を敷き詰め、底面を平坦に聾地している.
柱穴 倹幽されず.
置 北壁中央にあり.術聾材1ま暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.

幅O.92m. 奥行き0田m.
遺 物 竃中‘床面から土師緩締聾片出土。
特記事項 掴立柱建物跡柱穴が置なる.

図 73 奈良・平安時代の遺構 (107 ・ 108 号住居跡)
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109号住居跡
時期 6 期

、s盟参〆

P4 

位置 12E-47-9'10
規樺 4回 x 3.50m 

主軸方向 N-l0・ -w
車さ O.2Sm
床 面 砂地を平堪に畳地しているが、凹凸がある.
本主 穴 対角線上!こ4箇所と竃対面にあり、軍さO.2....0.60m .

P1 

置 北豊中尖にあり.栴聾材は暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.
幅1 .42m、奥行者 1 .40mo

遺 物 置中.置土中から土師器亦、鉄製刀子出土.

特Iè事項 掘立柱建物跡柱穴、南半分を近世溝に切られる.
掴 序 1 晴禍色土(近世田畑り込み}

~L-3 鈎m

2 暗赤褐色土 (醜土多〈理じる)
3 .. 褐色土(憧土理じる}
4 ..色土[韓土理じる)

囚

D 
、

D 

N 

一112号住居跡
時期 5 M 
位置 12E-47-15 

規復 2.90 x 3.1 Orn 

主軸方向 N-3--E 

理さ O.13m 

床面 砂地を平坦に聾地している.
柱穴 横出されず.
竃 北里中失に復跡がある.
遺物 置中.橿土中から土師器杯・聖片出土.
特記3・項 掴立柱建物跡柱穴が置なる.

o 1m 
匡 図 74 奈良・平安時代の遺構 (109 ・ 112 号住居跡〕
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圃'"1 暗褐色土(砂、 慎土壇じる}
2 黒褐色土(瞳土.砂理じる)
3 黒禍色土(砂理じる}
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11 0号住居跡
時期 5 期

N 

a 

位 置 12E-47 - 10・ 15

規檀 4.35x 3.70m 
し 主軸方向 N-ll ・ E

理さ O.08m

床 面 砂地を平坦に整地している。
柱 穴 対角輔上に4箇所と竃対面にあり、理さ0.4 .....0 .53m a
竃 北豊中失にあり、構軍紛は暗匝色砂と粘土を;mぜたものである.

幅1 .32m. 奥行きO.85m o
遺 物 竃中、置土中から土師畢杯片出土.
特記事項

用 F事 1 鳳色土(砂ilじる)
2 黒色土{禍色砂理じる)
3 黒色砂(暁土、砂;高じる)
4 鳳庇色土(砂1mじる}

111号住居跡
時期 6 期
也 置 12E-47- 15

盟檀 2日 x 2.50m 

主軸方向 N-16・ -E

揮さ O.12m
床 面 砂地を平坦に聾地している.
柱穴 稜出されず.

竃 検出されず.
遺 物 覆土中から土飾器置片凶土.
特肥事項 掘立柱建物跡柱穴が置なる.

図 75 奈良・平安時代の遺構 (110 ・ 111 号住居跡)
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11 3号住居跡
時期 5 期
位置 12E-47- 1 4

盟襖 3.80x 3.55m 
主軸方向 N_40 -E  

理さ 0 日m

床 面 砂地を平坦に聾地している.
柱 穴 対角輯上!こ4箇所と置対面にあり、理さO.4......0.6mo
竃 北壁中央にあり、術革材は暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.

帽 1. 1 0m、奥行きQ.70m o
遺 物 床面上から土師器杯聾片、鉄製刀子出土.

特配事項 掴立柱建物跡柱穴が重なる.
層 序 1 黒色土(醜土理じる)

2 黒褐色土(幌土理じる)
3 累縄色土(幌土、砂.木炭粒iJlじる)

@ 高官r~i

j
qヂ' zr
1
4

114号住居跡
時期 5 期
位 置 1 2E-57- 1

規模 2凹 X - m 

主軸方向 N- 17・ W 

深さ O.23m
床 面 砂地を平坦に整地している.

柱穴 後幽されず.
竃 倹幽されず.
遺 物 覆土中から土師様綜聾片出土a
特記事項 酉倒の文部分を近世溝に切られる。

o 1m 
』ーーーニョーーー=

図 76 奈良・平安時代の遺構(11 3 ・ 114 号住居跡)
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115号住居跡
時期 4 期

P2 

世置 12E-47-21

揖襖 3.20x3. 10m

主軸方向 N-17・ - E

揮さ O.30m

ー-~

J 

o 1m 
』面扇面孟

床 面 砂地を平坦に聾地している.

柱穴 検出されず.

五
千

\ l• " 

竃 北壁中夫にあり.構聾材lま暗医色砂と粘主をiiぜたものである.
帽1.I0m. 奥行きO.75m .

遺 物 床面よから土師器係出土.

特記事項 116骨住居E梅田中に量なる.
11 F事 1 暗匝褐色土{砂、粘土理じる. 竃機聾材}

2 暗褐色土(瞳土多〈、砂少し理じる)
3 黒E色土(燦土、砂理じる}

116 号住居跡
時期 1 期

位置 12E-47ー引

規模 5.48x 6.12m 

主軸方向 N-21 ・ W 

理さ O.15m

床 面 砂地を平温に聾地している.
柱 穴 対角線上に4箇所と衛星付近中失にあり、理さO.45-0.6m ø

車 検出されずo 115号住居跡に切られ、消失か.
遺 物 床面上から土師畢師、須車器壷片出土.

特記事項 116号住居跡がゆに置なる。

図 77 奈良・平安時代の遺構 (115 ・ 116 号住居跡)
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層"1 暗褐色土(砂多く.現代田掘り込み)
2 ..色土(慢土粒.砂理じる)
3 ..色土(砂多(1mじる〉
4 黒色土(砂理じる)
5 黒匝色土(砂多〈理じる)
6 黒色土(瞳土.砂理じる)
7 暗禍灰色砂(竃機聾材)
8 赤色燦土 (暗褐匝色砂理じる}
9 黒色土(庇理じる)
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117号住居跡 Xと=ニ~云二三弐\、プ A?J
時期 4 期 3\ム/
位置 1 2E-47-22
現模 2.95x3 .06m

主軸方向 N-2・ -w
深さ O.20m

床 面 砂地を平J!!に聾地しているが.凹凸がある。
柱 穴 対角線上!こ4箇所にあり‘課さO.2-0.5m o
竃 ~t畳中失にあり構軍材は暗匝色砂と粘土を埋ぜたものである.

幅1.1 0m、奥行きO.60m o
遺 物 竃中、覆土中から土師器押匹、調恵器聾出土.
特配事項 南東を近世溝に切られる

11 8号住居跡
時期 4 期

位 置 1 2E-57-2

規模 4.00x 3.50m 

主軸方向 N- 1 5・ E 

理さ O.17m

床 面 砂地を平会里に聾地しているが、悶凸がある.
柱 穴 対角線上lこ4箇所と衛畳付近中灸にあり、理さO.35-0.48m o
. 後出されず. 近世溝に切られ、消失か.
遺 物 床面よ.覆土中から土師録係鈴、須車器聾片転用硯出土.
特配事項 北西倒を近世滑に切られる.

奈良・平安時代の遺構 ( 117 ・ 118 号住居跡)
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119号住居跡
時期 6 織

位 置 1 2E-57 -2

規槙 5. 1 8 x 5.20m 
主軸方向 N_60 -E 

理さ O.18m

床 面 砂地を平坦に聾地しているが、 凹凸がある.
柱 穴 対角線上に4薗所のほか . 10箇所にあり、揮さO.2-0.45m園

竃 横出されず.
週 鞠 車中、覆土中から土師器持軍、彊恵韓壷片出土.

特肥事項 長方形のjt閣に強り出しがあり‘竃がないことから.通常由住居跡と奥怠
る遺構か.
1 黒色土(燦土砂1mじる)
2 II!K色土 (砂多<ilじる)
3 黒E色土(俊土多〈理じる)
4 黒色土 (燐I. 砂.褐色I理じる)
5 鳳禍色土(砂多く理じる}
611禍色土(砂多〈理じり、しまる. 貼床土)
7 黒褐色土[砂理じる)
8 緑色土 (砂俊之理じる)
9 暗匝色砂(韓土、砂理じる)
. 0 黒色土(燐土少しil!じる〉
11 !K色土(黒色土理じる)

十
5 

序層

奈良・平安時代の遺構 (119 号住居跡)
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圃 F事
1 黒色土{砂理じる}
2 暗匝色紗(しまる)
3 黒色土(暗理じ仏教璃}
4.灰色土{砂多〈理じる}
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121号住居跡 o 1m 
時期 3 期 一一一一一一一一一ー

位 置 12E-47-24

璃模 3.66x 3.20m 

主軸方向 N-17・ -w

揮さ O. 17m
際 面 砂地を平坦に聖地しているが、凹凸がある.
柱 穴 対角線上iこ4薗所と竃対面にあり、車さO.2-0.54mo
竃 北監中央にあり、檎築材!ま暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.

幅 1皿m、奥行き0.8針TI .
遇 制 床面、置土中から土師務係車、砥石出土.
特配布項 草壁在畑跡畝鴻が切る.

120号住居跡
時期 3 JII! 
位置 12E-47-24

理観 2.24x2. 18m
主軸方向 N-20・ W 

理さ O.21 m

床 面 砂地を平坦に聾地している.

柱穴 樟出されず.
竃 北東隅にあり、機量符は暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.

帽O.73m. 奥行きO.60m .
遺 物 竃中から土師器1l.1i出土.

特記移項 南酉部を43号土坑に切られる.

p 

a 

圃~
1.色土 [砂理じる)
2 暗灰色砂(黒色主連じる)
3.色土{砂少し理じる}
4.色土(醜砂、 砂理じる)
5 属E色土(砂‘焼砂理じる1
6.色主{砂.韓砂少し理じる)
?農民色土(砂.嫌砂理じり、 しまる)
8 黒灰色土(砂多〈理じる)

N 
a 

図 80 奈良・平安時代の遺構 (120.121 号住居跡)
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122号住居跡
時期 3 醐
位 置 t2E-47 - 24

理機 2.45x 2.88m 

主軸方向 N-2 1 ・ W 

理さ O.23m

床 面 砂地を平坦に聾地しょく踏み固められている.
柱穴 積出されず。
竃 北壁中央にあり.摘聾材lま暗匝色砂と粘土をiJ!ぜたものである.

遺物
特記事項
眉 f'I:

幅 1 .07m、奥行含0田m.
床面、覆土中から土師器杯重出土.

1 黒色土 (砂，昆じり、しまる)
2 黒色土(砂理じり、少し軟弱)
3 黒匝色土(砂多( i，毘じり . 少し軟胃)

モ マ
4 黒色土 (砂少しiiじり、粘置でしまる1
5 属医色土{砂粘土理じる。置王弁師)
6 黒庇色土 (砂.醜砂、粘土壇じる)
7 纏色焼土(置向壁)

‘" 8 黒色土(砂、韓土iJ!じる)

D 

制

N E 昨弓

" 富岡寸
o 1m -

123号住居跡
時期 5 期
位置 12E-57- 4 ' 9
規模 3.20)( 4帥m
主制方向 N-4" -w 
理さ O.20m

Il< 面 砂地を平坦に聾地しているが、少し凹凸があって敏冒.
柱穴 検出されず。

竃 北壁中央にあり、情聾材Iま暗灰色砂と粘土を理ぜたものである。
帽l.l 1m、奥行きO.75m o

遺 物 竃中、 床面から土師器杯重、彊車器聾長顕壷、鉄製瞳町出土.
特配事項 中央豊中世珊.姻跡畝滑に切られる。
曙 F事 1 黒色土(砂理じり)

2 黒血色土[砂、韓土illじる)
3 1Ii>.!J<色土 (砂;毘じる)
4 JII.!X褐色土(置構畢材)
5 JII.!X色土 (俊土多〈理じる)
6 蕪匝色土(砂、幌土，且じる)

図 81 奈良平安時代の遺構 (122 ・ 123 号住居跡)
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1 24号住居跡
時期 5 期
位 置 1 2E-57- 5

規後 3.03 x3.20m 
主軸方向 N -81 ・ E 

理さ O.06m

床 面 砂地を平坦に聾地しているが、 少し凹凸があって軟調.
柱 穴 倹幽されず。

竃 検出されず. 草壁付近に竃の複跡あり.
遺 物 床面から土師務停聾片出土.
特軍事項 中央を中世溝、 畑跡に切られる.

戸司三.~
，， 1 官三逼安

F 

o 1m 
包ーーーーー

125号住居跡
時期 5 期
位 置 1 2E-57 -5

規模 2.79 x3.38m 

主軸方向 N-'. -w 
毘さ O.20m

床 面 砂地を平温に聾地し、 よく踏み固められている.
柱穴 積出されず.

竃 北壁中央にあり‘かろうじて置の形が残っている.
幅O.70m 、 奥行き0.43m o

遺 物 床面から土師器亦壷出土.

特記事項 中央を掴跡畝滑に切られる.
層 序 1 緑色土 (焼士、 砂理じる)

2 緑色土(瞳土 . Ð{jllじる}
3 黒褐色土{幌土多<'!Ji.理じる )
4 黒縄色土(砂理じる)

図 82 奈良・平安時代の遺構 (124 ・ 125 号住居跡)
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1 26号住居跡
時期 5 期
位 置 12E-57 - 1 . 6

規鍵 2.20)( 2.08m 
主軸方向 N- 1 6・ -w

i!olさ 0. 10m

床 面 砂地を平坦に聾地しているが、少し凹凸があって軟調.
柱 穴 南部に2箇所検出したが、柱穴になるか疑問. 揮さ0. 1-0.3m ø
竃 検出されず.
遺 物 覆土中から土師器聾片出土。
特Iè事項 北側を近世滑に、中央をゆ世滑に切られる。

@ 

の

1 27号住居跡
時期 6 期

位 置 12E-57-8

マ規模 2.82 )( 2 引m
m 主軸方向 N-93・ -w

i!olさ 0 . 15m

床 面 黒色土を敷き詰め、平担に整地している.
柱穴 倹幽されず.

竃 西壁中央にあり、檎聾将は暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.
幅 1. 10m、奥行きO.90m ø

遺 物 理中床面から土師器持皿・聾. 頭車器畳顕壷. 鉄製刀子出土.

特記事項
層 序 1 1属鹿色土 (砂、瞳土壇じる)

2 IIU<色土(砂、 褐色砂理じる)
3 III匝色土(砂、 白色土理じり . しまる}
4 鼎匝色土(砂il!じる)
5 黒色土 (砂理じる}
6 鳳匝色土(砂、棋士連じる)

図 83 奈良・平安時代の遺構 (126 ・ 127 号住居跡)
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1 28号住居跡
時期 5 期

位置 1 2E-57-8 ・ 9

規模 2.80 x 2.60m 

主軸方向 N-3" -E 

漂さ O. 1 0m

床 面 黒色土を敷き詰め、平坦に整地し、よ〈踏み固められている。
柱穴 検出されず.
竃 北壁中央にあり、構築材は暗灰色砂と粘土を;1ぜたものである.

幅O.80m、奥行きO.60m o
遺 物 床面から土師器耳費、須車器長頭量、鉄製万子出土.
特配事項 1 29号住居跡に重なる.

1 29号住居跡
時期 4 期

位置 12E-57-9

規模 4. 1 5x3.74m
主軸方向 N-3" -E 

深さ O.20m
床 面 砂地を平坦に整地し、よく踏み固められている.
柱 穴 対角線上に4箇所あり、深さO.2m o
竃 西壁中失にあり、構築材は暗灰色砂と粘土を浬ぜたものである.

幅O.80m、奥行きO.66m o
遺 物 床面よから土師器坪聾鉢出土.
特記事項

1 30 号住居跡
時期 6 期
位置 12E-57-9
規模 2.47 x 2.90m 

主軸方向 N-3
0 -w 

深さ O.27m

床 面 砂地を平坦に聖地しているが、凹凸がある.
柱穴 接出されず.
竃 北壁中央にあり、構築材は暗灰色砂と粘土をiIlぜたものである.

幅 1 .35m‘ 奥行きO.72m o
遺 物 竃中、床面から土銅器坪聾鉢、須車器聾片、鉄製鎌出土.
特血事項 1 29号住居跡に置なる。

1 3 1 号住居跡
時期 5 期

位置 1 2E-57- 9'1 4

規模 2.00 x 2.45m 

主軸方向 N-2" -E 

深さ O.25m

床 面 砂地を平坦に畳地しているが、凹凸がある.
柱穴 倹出されず.
竃 北壁中長にあり、構築材は暗灰色砂と粘土を混ぜたものである.

幅O.93m、奥行きO.82m o
遺 物 床面、覆土中から土師器坪費甑、須車器畏顕壷出土。
特担事項 1 29号住居跡に重なる。

図 84 奈良 ・平安時代の遺構 (128-131 号住居跡)
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圃 序 1 .!J:褐色土{砂、 禍色砂理じる)
2 .!J:色土 {砂‘褐色砂理じる}
3 .色土{砂少し理じり.しまる)
4 .!J:色土{砂多〈理じり‘直い}
5 .!J:色土{砂.褐色砂理じり、しまる1
6 暗匝褐色土(砂. 1完土理じる)
7 鳳匝色土(砂.!J:理じる}
8 黒色土(砂、娘土壇じる]

置序 1.色土(燦土、白色土曜しごじる)Ji 
2 轟匝色土{憧土理じり

11 " 
1 属医色土 (砂.1・色紗理じる)

1 鳳匝色土〔燦土多<Ilじり、硬い. 竃王持部} 2 .色土 (砂砂砂、、褐帽.色砂砂理じる)11 F事 3 緑色土{ 色理じ止しまる)
2 暗匝色土〈白色匝多〈浬じる) 4 属医色主( 憧土理じり、較調}
3.色土(俊之理じ止しまる) 5 鳳色土{木俊砂混じる}

6 .!J:色土( 理じる}

G L-2， 鉛m H 7 灰白色土
7 8 .!J:色土 (焼土多〈理じる)

9 .!J:色土 [自発土、砂理じる}
10 属色之(龍之理じる)
11 思色土(犠土、木俊理じる)

11 12 12 .!J:色土(俄土多〈理じる. 火床部)

L-3.00m J 

P4 

~一~

L 

P5 
P3 \f--....., )ノ

図 85 奈良・平安時代の遺構 (128-131 号住居跡)
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132 号住居跡
時期 6 期
位 置 12E-58-4 ・ 5

規模 2.70x2.90m
主軸方向 N-22・ -E
揮さ O.28m

..,. 

=-~.ラ
“‘ 

場量

. . 

床 面 砂地を平温に聾地し.その上に民化聾を敷き詰めていた.
往穴 四隅に横幽.軍さO.07~O.14m o

竃 北豊中央にあり、構軍材は匝色砂と黒色土を理ぜたも由である.
帽 1 .05m、奥行きO.80m o

遺 物 床面から土師器卸皿里、鍛製鎌出土.

特記事項 世化璽を敷き詰めていたのは.置気を防ぐためか.
眉 序 1 黒色土{粘置. 畑跡畝溝)

2 爆色土(少し赤禍色を格ぴる. 粘賀)
3 黒色土(少し赤褐色を帯び、砂、置化草理じる)
4 黒色土(砂.瞳土、 鹿化革連じる)
5 黒色土(幌土.木炭理じる}
6 1&色土
7 暗褐色土(瞳土多〈理じる1
8 暗褐色土
9 黒色土(韓士、木俊.砂理じる)

133 号住居跡
時期 5 期

位 置 12E-59-4

規機 3.20x 2.50m 

主軸方向 N-9γ w 
理さ O.12m

床 面 砂地を平坦に聾地し少し凹凸がある.

柱 穴 ほほ中央に1苗所検出.理さO.2mo
竃 酉壁中央にあり.構聾材は匝色砂と黒色土をliぜたものであるB

幅 1 .20m、奥行きO.40m o
遺 物 竃袖、床面から土師器停軍出土.
特記事項

o 1m - 奈良・平安時代の遺構 (132.133 号住居跡)
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134 号住居跡
時期 5 嗣
位置 12E-54-9-14

規模 4.00x 4.00m 

主軸方向 N-" -E 

理さ O.13m
床 面 砂地を平坦に聾地し.少し凹凸がある.
柱穴 績出されず.
竃 後出されず.
遺 物 床面、置土中から土師器停車、須11器費出土.
特Iè事項 中央省軍を近世溝に切られ、大部分を消失.

135 
時期
位 置

揖機
主軸方向

揮さ

床面
柱穴
竃

遺物
特配事項
眉序

12E-44-19 
2.08x 2.72m 

N-16' -E  

O.20m 

砂地を平温に聾地し、少し凹凸がある。
後出されず固
北壁中央に痕跡あり.機聾材は消失している.
竃付近、床面から土師器杯壷銚出土.

3 黒色土(砂;mじる. 畑跡畝灘)
2 緑色土(庇色砂理じる)
3 蕪匝色土 (砂、禍色砂理じる)
4 黒匝色土 (砂.褐色砂理じり、しまる)
5 織匝色土(砂多〈理じる)
6 黒色土(砂、木炭給;1じる )

o 1m 

-ー
奈良・平安時代の遺構 (134 ・ 135 号住居跡)図 87
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理機 3.22 x3.42m 
主軸方向 N-3--E 
罪さ O.41m
床 面 砂地を平坦に聾地し.よく踏み固めている.
柱 穴 対角韓上に4置所と竃対面にあり、理さO.OS....O. lm o
竃 北壁中失にあり、構軍材!ま暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.

帽O.90m. 奥行きO 回m.
遺 物 床面、置土中から土師縛岬 ll . 調車揖杯 .ll片.砥石出土.

特記事項
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140 号住居跡
時期 1 期
位置 12E-56- 1 1

埠複 2.52 x2.53m 
主軸方向 N-95・ -E

毘さ O.38m

床 面 砂地を平坦に聾地し. よ〈踏み固めている.

柱穴 後幽されず.
竃 酉豊中央より爾寄りにあり.備軍将は灰色砂と鳳色土を

理ぜたも町で‘硬い. 幅O.83m、奥行きO.70m.
遺 物 竃肉、覆土中から土師場停車置出土.
特記事項 東壁にある彊り出しは出入り口のステッブか.
眉 序 t 黒E色土(砂少し理じる)

2 暗匝色土{砂、褐色砂illじる)
3 鳳匝色土 (砂.m土多 <i!ilじる)
4 黒E色土(貧色砂浬じる)
5 愚民色土(砂i!ilじる)
6 黒匝色土(砂、韓土ililじる)
7 黒匝色土{砂多〈埋じる)
8111匝色土(砂少し、幌土理じる)
9 暗匝色砂{鳳色土.慢土illじる. 竃檎聾材)
叩黒E色土[砂多〈、慎土imじる)
11 鳳匝色土(娩土、黒色灰、砂理じる}

図 88 奈良・平安時代の遺構 (136-140 号住居跡)
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。

。
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。

@ 
P3 

a 軍事岬俳
P2 

P1 

N 

P2 

用 F客 1 黒色土(砂少し理じる)
2 黒匝色土(砂、娘土、本胆総理じる1
3 111灰色土(砂、焼土理じり.しまる}
4 鳳匝色土(砂理じり.しまる)
5 鳳色土{砂、木俊理じり‘軟弱1
6 鳳匝色土(砂理じる}
7 属医色土(砂.*1健理じる1
8 鳳匝色土(砂燦土理じる)

A L-3.4Om B 

9 鳳匝色土(砂多<.醜主i!じりしまる〉
10 1111<色土(砂、韓土1mじる)
11 属医色土(醜土.暗多〈理じる)
12 黒匝色土(醜土、砂少し理じる}
13 鳳匝色土[匝色砂理じる}5 

。市m-
137 号住居跡
時期 3 期
位置 12E-56-6 ・ 11

揖襖 3.52)( 3.75m 

主軸方向 N-3・ E 

軍さ O.30m

同暗褐色砂(黒色土. !完全理じる)
15 111 1<色土 (捜土.灰色砂多〈理じる}
同暗匝色主(盟土多〈理じる)
17 暗匝色土(灰色砂.銭土多〈理じる}
同暗匝色土(匝色砂理じり.しまる)

床 面 砂地を平担に聾地し少し凹凸がある.
柱 穴 対角線ょに4箇所にあり、軍書O.28-0.48mo
竃 北壁中央にあり、機軍将は暗匝色砂と粘土を理ぜたものである.

幅O.98m、奥行きO.85m .
遺 物 竃向.理主ゆから土師器杯聾.項恵器聾片転用硯、鉄製刀子出土.

特肥事項 爾東間にある炉11. 間住居跡の浮きFか.

138 号住居跡 1 39 号住居跡
時期 2 期 時期 1 期
位置 12E-56-6 ・ 11 位 置 12E-56-11

盟檀 4.48x 4 . 7伽n 盟僕 - x3.20m 

主軸方向 N-2・ - E 主軸方向 N-13・ -w

軍さ O.30m 軍さ O.23m

底 面 砂地を平坦に畳地している. 床 面 砂地を平温に整地している.
柱 穴 本住居跡の絵穴は不明. 住 穴 検出されず.
竃 137骨住居跡竃の下に竃跡あり. 糧 倹出されず.
遺 物 床面から土師縛杯軍出土. 遺 物 置土中から土師器量片出土.
特記事項 本住居跡を建て嘗えて137号住居跡がある. 特記事項 137.138号住居跡に切られる.

図的奈良・平安時代の遺構 (137-139 号住居跡)
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1 暗匝色土(白色砂多<.補色餓iJ!じる)
2 暗匝色土{砂.縄色餓理じる}
3 lI.ø:色土 {砂.縄色鉄理じる)
4 ..匝色土 (黒色E理じる)
5 暗匝色土{砂多〈理じる. 床面之)

奈良・平安時代の遺構 (141 ・ 142 号住居跡)
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141 号住居跡
時期 4 期
位置 12E-56-6

規複 3.50)( 3.63m 
主軸方向 N-13・ W 

理さ O.32m
床 面 砂地在平坦に聾地し、よ〈踏み固めている。

柱 穴 対角線ょに4置所と竃対面にあり‘揮さO.2S.....0.38m .
竃 北壁中央にあり、檎車紛は庇色砂と黒色之を理ぜたもので.硬い.

幅1.12m、奥行き0師m.

遺 物 竃柚上‘彊土ゆから土師器跨聾幽土.
特記週匹項 142号住居跡に置なる.

11 F夢 1 鳳褐色土 (砂理じる. <l' t控溝)
2 .....灰色土 (砂、 褐色砂理じる)
3 ，属医色土(砂、木段、褐色鉄理じる)
4 ..医色土(砂多<.禍色銀、韓土理じる)
5 黒灰色土(砂、禍色鉄、慣土理じる)
6 暗灰色土(砂多<i.毘じり.しまる)
7 暗灰色土(砂多〈理じり、軟弱)
8 lI\ø:色土 (砂.褐色餓理じる1
9 黒匝色土(砂. 院主連じる)
10 鳳匝色土(砂、 禍色飲. !発土壇じり.粘買)
11 lI.ø:色主 {鱗土多〈 木俊‘緑色E‘砂;llじる)

市::11, 

‘す タ 目 園
E
 

, h・

聞
凶 仏、噌匂イ叫( ~~."'" . 

142 号住居跡
時期 1 期

位置 12E-56-6
揖模 3.25 x 3.08m 
主軸方向 N-15・ -w

"理さ 0.40m
床 面 砂地を平坦に聾地し、よ〈踏み掴めている.
絵 穴 ヨド住居跡の往穴は検出されず.
竃 北壁中央にあり.繍聾材lま匝色砂と黒色土を理ぜたもので、硬い.

帽1 .05m、奥行きO.65m .
床面上から土師器跨軍出土.物
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143 号住居跡
時嗣 6 閉
位置 12E-45一目、日-5

規復 3.55x 3.23m 

主軸方向 N-'. -W  

理さ O.20m

床 面 砂地を平坦に聾地している.
柱 穴 酉壁付近にある2箇所あるが.同住居跡の柱穴か蹟閉.
竃 北豊中央にあり.繍聾"は灰色砂と黒色土を理ぜたものでなる.

幅 1 .45m、奥行きO.65m .
遺 物 竃肉、覆土中から土師器停車、砥石凶土.
特記寧項 東側を中t量遺構に切られる.

11 "鳳匝色土〈砂il!じり、少し褐色)
2 黒E色土(砂.黒色土il!じり.しまる)
3 黒E色土(砂、赤褐色鉄tlじる)
4 暗E色土(砂多〈混じる)

144 号住居跡
時期 5 期
位置 12E 岨ート2

理後 3叩 x3.09m
主軸方向 N-5・ w 
罪さ O.17m

底 面 砂地を平坦に聾地し、少し敵国.
柱 穴 竃対面に1箇所あり.理さO. 17m .

竃 北豊中央にあり.楠聾材はE色砂と黒色土在理ぜたもので.硬い.
幅1.28m、奥行きO.95m.

遺 物 置肉、覆土中から土師輯符置置、磁石、銀石幽主.
特配..項
11 F夢 1 黒色土(砂理じり、少し縄色)

2 蝿匝色土(砂理じる)
3 暗匝色砂(黒色土少し理じる)
4 黒匝色土(砂‘慎土理じり.少し赤禍色)
5 属医色土(砂焼土ìiじる)
6 属医色土(砂、焼土‘匝理じる)
?鳳配色土{砂.俊之理じり、 粘置で少し稼褐色)

図 91 奈良・平安時代の遺構 (143 ・ 144 号住居跡)
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145 号住居跡
時期 6 期

世置 12E-57-6

盟犠 4.25x 4.25m 

主軸方向 N-1 ・ w 
理さ O.30m

床 面 黒色土を敷き詰めて平坦に聾地し、少し軟弱.
柱 穴 対角線上に4箇所あ仏軍さO.S.....O.8ma
竃 後幽されず. 北東部を近世講に切られ、消失.

ニーーーー

遺 物 覆土中から土師器停車、須車器聾片‘斬睡車.艶割艦、砥石出土。
特記事項
圃 F事 1 黒色土(砂.俊土粒理じる)

2 黒E色土(砂、韓土組理じる)
3 黒庇色土(砂‘韓土組理じり、しまる)
4 II\E<色土 (砂理じる)

図 92 奈良平安時代の遺構 (145 号住居跡)
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146 号住居跡
時期 5 期

臼

位置 12E-57-11

規機 3叩 x3.31m

主軸方向 N-7・ - E

躍さ O.21m

o 1m 
ー='

床 面 砂地を平温に整地し、少し軟弱。
柱 穴 対角線上に4置所あり、軍さO. 1 5-0.2m o

N 

竃 北壁中央にあり、織聾材lま庇色砂と黒色土をimぜたも田で.硬い.
幅1.1 2m、奥行き1 .20m o

遺 拘 置肉、床面から之師器杯童、鉄製刀子出土.

特配事項 爾壁は調査区域外のため.~老掴できず.
闇 序 1 黒色土 (砂.禍色絵理じる)

2 黒庇色土(砂、褐色候理じる)
3 風色砂(砂理じり、しまる)
4 黒匝色土(砂、縄色鉄君じる)
5 黒匝色土{砂、褐色絵、韓土、木俊;1じる)
6 属医色土 (砂、瞳土理じり‘しまる)

図 93 奈良・平安時代の遺構 (146 号住居跡)
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147 号住居跡
時期 4 期

位 置 1 2E-51-6

規機 - X - m 
主軸方向 N- l1 ・ W 

翠さ O.13m

床 面 砂地を平坦に聾地している.
柱 穴 封角値上に4薗所倹出、深さ0.5-0加、。

竃 検出されず.
遺 物 柱穴向から土師器亦聾片出土.
特記事項 近世溝に切られ、ほとんどを淵失.

F 

a 

。

0);" 

。.

P3 

c 

148 号住居跡
時期 5 期

位置 12E-45-9 .1 4

理機 2.90x3. 10m
主軸方向 N-2・ w 
揮 さ O.05m

床 面 砂地を平坦に畳地している.
柱 穴 封角線上に2箇所と甫壁付近にあり、揮さO.15-0 .32m o
竃 検出されず.
遺 物 床面から土師棒亦出土.
特記事項 北側を近世溝に切られ置を含む半分消失.
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奈良・平安時代の遺構 (147-148 号住居跡)
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149 号住居跡
時期 1 期

位置 12E-56-4

規模 3.28 x3.60m 

主軸方向 N- 1 3・ -w
理さ O.30m

床 面 砂地豊平坦に聾地し、よ〈踏み固めている.
柱 穴 対角線上1::4箇所と竃対面にあり、理さQ. 1S-Q ，20m o
竃 北豊中央より東に寄った所に疲跡あり、焼土が堆積する.
遺 物 床面、覆土中から土師111停車出土.
特記事項 東圃に150-i寺住居跡が置なる.

三三=-ーー

一 三弓=そ
層" 1 .色土(砂IIIじる)

2 黒民色土(砂、韓土1'1じる)
3 黒色土(砂理じり、硬〈しまる)
4 身I!J(色土 (砂多<11じり、硬くしまる〉
5.匝色土 (白色砂多〈混じる)
6 黒色土(白色砂理じる)
7 揖灰色土(白色砂理じり、硬〈しまる)
8 黒民色土 (白色砂多<IIじり.硬〈しまる)
9 黒色土(砂、捜土理じる)
10 暗匝褐色土(砂、韓土多〈理じる)
11 黒色土 (砂多〈理じる)
12 !J(色砂 {黒色土少し理じる)
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制

円
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p 

150 号住居跡
時期 5 期
位置 12E-56-4 - 5

盟襖 3.55x4.30m
主軸方向 N_90 -w 
深さ O.15m

底 面 砂地を平坦に聾地し.よ〈踏み固めている.
柱 穴 対角線上!こ4箇所あり.深さ0.70-0帥m.

竃 北豊中央にあり‘檎聾材は匝色砂と緑色土を理ぜたもので硬い。
幅1 凹m、奥行きO.93mo

通 鞠 床面.覆土中から土師器持軍、須車器聾片転用碩出土。

特記週匹項
層

"

o 1m 
~ーーーー-==

1 黒匝褐色土(砂.憧主;1lじり、硬い)
2 赤褐色砂
3 暗褐色砂
4 赤色砂
5 赤縄色砂(瞳土.暗匝色土理じる)
6 緑色土 (砂、幌土理じり、硬い}

図 95 奈良・平安時代の遺構 (149 ・ 150 号住居跡)
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151 号住居跡
時綱 2 期

位置 12E-56-4 ・ 5

理機 4.42 x4.22m 
主軸方向 N-21・ -w

揮さ O.25m

床 面 砂地を平坦に聾地し、よ〈踏み固めている.
柱 穴 封角線上1::4簡所あり.理さ0岨-O.60m o
竃 北壁中央にあり、機聾材は灰色砂と緑色土在理ぜたもので‘硬い.

幅1 .25m、奥行きO.89m o

遺 物 床面から土師輯停車片出土.
特E司区項 南酉仰を 152骨住居跡に明られる.

1 52 号住居跡
時期 4 期
位置 12E-56-4 " 9

規機 3.12x3.02m
主軸方向 N-S--W  

深さ O.38m

床 面 砂地を平坦に量地し、 よ〈踏み固めている.
絵穴 倹幽されず.

竃 北壁中央にあり、継聾紛I~黄禍色砂と属色土を理ぜたもので、硬い.
幅 1 .43m . 奥行きO.92m o

遺 物 床面、置土から土飾帯湾出土.
特肥事項 住居跡向にある柱穴は中世建楠跡のものである.
眉 序 1 暗E色土[砂多〈、韓土理じる)

2 貧縄色砂(黒色土、慎土理じる. 頁井部)
3 暗匝色土(砂:.lじる)
4 緑色土(砂.慎土il!じり.敏圃 )
5 暗匝色土(砂、 韓土多〈理じり.置い}

図 96 奈良・平安時代の遺構 (151 ・ 152 号住居跡)
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1 53 号住居跡
時期 1 期

位置 12E-56-5 

( 規檀 3.20 x 3凹m
主軸方向 N-5・ -w

B 

。

七士用量F

みρ

2) (� 

B 

。

理主 0.05円、

床面 砂地を平坦に聾地しいるが、敵国である.

柱穴 対角線上1:4箇所あ仏軍さO.25-0.35m ~

竃 倹幽されず.

遺物 ほとんど出土せず.
特IC.項 北東側を近世溝に切られ.浅いため依存度が良〈怠い.

154 号住居跡
時期 1 閉
位置 12E-56- 1 0

規後 4.30x 4.00m 
主軸方向 N-ll ・ W 

理さ O.05m

床 面 聾地した床面は無〈、掴り方査検出.
柱 穴 対角線上1::4箇所あり、理さO.30-0.60m .
竃 倹出されず.
遺 物 握り方より土師畢S不出土.
特記事項 住居を建てた跡か建てようとして途中でやめたものか.

図 97 奈良・平安時代の遺構 (153 . 154 号住居跡)
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155 号住居跡
時期 5 矧
位 置 日E-56-15

混線- x4.45m 

主軸方向 N- 1 3・ W 

理さ O.10m

底 面 砂地を平坦に聾地し少し凹凸がある.
絵 穴 対角輯上iこ3置所と南割柱穴の聞にあり、漂さO. l S......0.45m o
竃 検出されず.

遺 物 底面より土師器節、調車器畏扇壷出土.
特記事項 北制を近世溝に切られ. 置を吉む半分を消失.

, ./> 
1 56 号住居跡
時期 7 嗣
位置 12E-41-14

理機- X - m 
主軸方向 N-4--w 
理さ O.08m

床 面 砂地を平坦に聾地し、少し悶凸がある.
柱穴 倹幽されず.

竃 検出されず.
遺 物 床面から土師器係畳片出土.
特f<!事項 北倒は調査E調露外で発掘できず、中世粛に切られ、全容不明.
層 降 1 黒E色土 (砂理じる)

2 暗匝色土(砂理じる}

図 98 奈良・平安時代の遺構 (155 ・ 156 号住居跡)
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159号住居跡
時期 3期

P3 

~ 

口

位 置 12E-51 - 8

理観主軸 4.24x 4.45m 

主軸方向 N-2a -E 

p / 1 

。

-, 
。

。

P2 

ノ」
/ 住160

(1/50) 

~ ~ 
住158

c 

2m 

15 7号住居跡
時期 6醐
位 置 12E- 51 -3"4:1t園
調彼 2.59 x 2.76m 
主軸方向 N-18・ - E

理 さ O.47m o 壁Iま脱落が著し〈、外側に慣制。

床 面軟弱.地山町砂層を平坦にして床とする. 床面の揖高3. 1m .
柱 穴無し.

遭

圃

竃 北豊中央に檎聾. 世居置土と竃機聾材田判別が園雌だったため、 袖部

竃

は欄査中に認睡できず取り障いてしまっている.
軸 土師器削文学を占める. 土師緑鋳(2)が底面から出土. この他、 厳酷

(9)が出土. また. 図示できなかったが向面鳳色処理由凪白磁片も出土
している.

" , 庇色砂
2 暗匝色砂

3 暗庇色砂
4 暗E色砂
5 暗匝色砂

鉄分のa量織が目立つ.

'11よりやや暗い. 曙績は不明暗.
懐土粒を少量吉む.
大粒由韓主軸を多量に含む. 支弁崩落土.
世化軸を少量含む.

一一 F
-ー/一一

炉 北豊中灸に機聾. 柚はわずかに聾存. 住居中央西側の浅い掴り込み
からは.スサを含む焼土繍が出土しているため炉と主よるか.

揮 さ 0. 1 加、. 聖の残りは不良で北壁lま確飽できなかった. 温 物 出土量は極めて少な<.土師器保 (1)など図示できたのは2点である.

床 面貼庄は地山砂と暗禍色砂を理ぜて構聾されるが敏調. 圃方は中失部を 158号住居跡出土田土師器杯(2 1) 1~本住居跡に帽属するものか.

柱

掘り残す. 床面の繍;1; 1ま3 . l m . 特記事項 158号住ー 160号住・ 161号住 ・ 68骨土坑と重複するが、 本住居跡が量も
古い.穴 P' ・ P3'P4/主主柱穴となる. P21志位置がややずれるものの主柱穴と

なるか. 理さは全てO.5-0.6ma ' " , 暗貧E色土貼床.地山の貧灰色砂を含む.

図的奈良 平安時代の遺構 (1 57 ・ 159 号住居跡)
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158号住居跡
時期 8期
位 置 1 2E-51 -8'9北側
規機 4.74 x4.56m 
主紬方向 N-58・ -w
軍 さ O. 18m。 墜は耳目藩により外聞に岨朝する.
床 面 一度に掴方まで掘ってしまったため.床面の状瞳は不明. 掘方は中央

部を高〈残す. 床面の推定纏直は3.1m Q
柱 穴 Pl-P4が主柱穴白 書さはO.3-0.5mo

竃 北豊中央に!日竃の疲跡. 新竃は西壁中央に機聾.
出土遺物 住居師全体から多量に出土. 土師器主体だが須車器も少なくない. 器

種は土師器杯聾匝ー片口鈴・皿.匝軸陶器塙(34). 緑軸陶器塙(36)な
ど豊富. 土師器係(2 1 ) 1ま '59号住居跡に冊圃するものか.

特記事項 新‘の柚下で凋講由痕跡を確認o 159号住 164号住 165号住と量衡す
るが、本住居跡が量も新しい.

膚 序 ， . EJ{色砂 鉄分白書量集がみられる.
2 暗匝褐色土褐色土とE色砂が吏lil二摘扶に金量積. 鉄分の緩集が

目立つ.
3 暗匝褐色土砂を多〈含む.
4 鳳E色土 置化粧を多量に含む.
5 暗匝色土 砂を多〈含む. 大粒白樺土粒を含む.
6 暗E色土 砂を多〈含む. 世土粧を少量含む.
7 鳳匝色土 段化粧を多量に含む.
8 暗灰色土 砂と大粧の韓土粒を多量に含む. 天井崩落土.
9 暗匝色土 砂と韓土粒を多量に含む.

図 1∞ 奈良・平安時代の遺構 (158 号住居跡)
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=ーでニムて手盃プζ
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162性

戸二コ一日 口 1叶住居跡主柱穴

160号住居跡
時期 8期
位置 12E-51-8

規構 3.62)( 3.85m 

主軸方向 N- 72・ -w
深 さ 0.1 4m o

(1/50) 

床 面地山の砂層を平坦にして底とする. 床面白線高は3.1m.. 
往 穴主役穴と推定されるピットは後出してい怠い.

竃 西壁中央に術祭. 近世溝に大半を泊される.

2m 

遺 軸 土師器主体. 底師未聞聾由主師器汚(1). (3)が出土. やや古め回特徴
を待つ土師器係(2)1ま 161号住田ものか.

特Ië! 事項 住居中央部回調は161号住居の鋼鴻の愈跡と考えられる. 荷量陣田周
意lま櫨彊によるものだろう .. 159号住居・ 161号住居 162号住居とE複
するが、本住居跡が畳も新しい.

層 " 1 茶褐色土 砂を含む. 近世以降の溝.
2 暗匝色砂 幌土粒を含む. 均質で較調な砂層.
3 黒匝色砂 土勾置でしまりのある砂圃.
4 情匝色砂 暗灰色砂と鳳匝色土が宜互に植状に堆積.

5. .灰色砂 地山の貧医色砂がIJlじる.
6 黒色土 砂を多〈含む. 直化粧と醜主粒を含む.

161号住居跡 162号住居跡
時期?醐 時期 61U1
位置 12E-5'-a 位置 12E-51-8 ・9
規檀 2.88x3. 18m (推定} 規 緩 X-m
主軸方向 N-20・ E (推定} 主粗方向 N-l0・ - E (推定)

軍 書 O. 11m" 東壁は崩落が箸し仁外欄に幅軒する. 北壁の一部は幌失に伴罪 さ O.05m"
い . ii<化して残存する. 底 面地山の砂層を平坦にしてEまとする. 床面白線高は3.2m.. 

床 面暗匝色砂に池山田砂をまぜて床を繍築. 床面白綱高はほぼ3. 1m・ 柱 穴無し
柱 穴やや壁際に近いがPl-P4が主柱穴. 理さはO.2m-O.4m " 竃 不明.

竃 不明・ 遺 物出土量!ま纏めて少な〈土師織のみ. 図示できたのは床面から出土した
遺 物出土量!ま少怠<.土師畢が主体. 調車器Iま図示した係( 1 ) fJt ， 点目み. 土師器杯(1)が ltiである.

『里」と副書された石割前睡車(2)が出土している. 特記事項 周到隆を東壁の 師と南里で後出 .. 160号住・ 161号住 ・ 159号佐と重植す
特記事項置土に多量由直化物と陣土を吉んでいることから後失住居と考えられ るが本住居師が量も古い.

る. 荷量側に周講の疲跡ありJ回毎住 1曲号住 1 62号住・ 1 64骨住と 曙 序 9 惜匝色砂 地山由賞匝色砂が理じる. 鈎置で聴闘な砂11 .
E植する. 新旧関係は159号住・ 162号住→ 164号住-16 '骨世-160骨
住.

層 F事 7 . M\!I{色土 砂を少量含む， 炭化材を含む . 由化物主体の11 .
8 時民色砂 暗匝色砂と.匝色土が吏!i: 1こ掴状に雄積.

図 101 奈良・平安時代の遺構 (160-162 号住居跡)
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164号住居跡
時期 7期

位置 12E-5 1 -9
規 機 5.40)( 5.24m (推定]
主軸方向 N- 1 2・ -E

理さ O.25mo
康 面 一度に岨方まで掴ってしまったため. i正面白拭曹は不明.堀方Iま中失

聞を高〈掴り残す. 床面白推定栂高lま3 .0m .
P1-P4の主柱穴及び固壁下に多数の聖位穴を持つ. 軍さは主位穴
fJ<O .S-O.7m、壁絵穴がO. 3.....0.5mo
北豊中央の燦土範囲及び粘置土が竃の鑑跡と考えられるが、残りが悪
〈形置不明.

帽 土師畢が主体. 土師器跨(1)亙び土師畢皿(4)が床面から出土. 土師器
係{目、 (6) 1ま前段階の特徴を争奪つことから、国5骨住由ものとなる可能
性が高い.

車壁近〈の周溝は165.01号住居跡のもの o 158号住 1引骨住・ 1白骨住・
同5骨住と重橿. 新旧聞係lま 1 62号住ー 165骨住-164骨住ー1日号住・
161号住.

165号住居跡
時期 4嗣

位置 12E-5 1 -g

規 横 4.8x 5.56m(維定)

主軸方向 N- 14・ -E

理さ O.26m o
床 面ー置に掴方まで掴ってしまったため、床面白状慾は不明. 床面白推定

掴高Iま3.0m .

明確な主柱穴は持た怠い. 東壁下回ピットは壁柱穴になるか.
竃由位置は不明だが、北軍隅から土盟主闘が出土している.
土師器が主体o 164号佳から出土した土師器締(目、 (6)は、本住居跡に
婦圃するものか.

'腹壁下に周溝o 1 58号住・ 1日号住 164号住と量纏. 新旧関係は163号
住 165骨住ー 164号住ー 158骨住.

11/50) 。

穴

特記事項

竃

栓

週

-----一一~

穴柱

物
竃

温

特記事項

奈良 ・平安時代の遺構 (164 ・ 165 号住居跡)
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で'g}/ 1 63号住居跡
時期 5期

位 置 12E-51-9北側

現襖 2.97x 3.41m 

主軸方向 N一日・ -E

深 さ O.29m . 商量は165号住居跡に壇される.
床 面敏覇. 地山の砂圏在平坦にして犀とする. 床面の綱高は3.0m.
柱 穴無し

竃 北盤中央に鱗聾. 住居置土と竃構聾材の判別が困鑓なため、柚は調
査中に包障できず取り障いてしまった可能性が高い.

遺 物土師器のみで出土量も少ない. 床面近〈からロ縁部を打ち欠かれた土
師器杯(1)が幽土.

句
。

特配事項 165号住・ 62号土坑と量彼. 新 181;16S.t号世-163骨住→62号土坑.

A-

6 由

℃己民主グ3

L=3.30m 
A-

。

。

ー-6

む

---
世同5

片;;rl
一一日

166号住居跡 、一=コ
時期 7矧

位 置 12E-51 -9北側

規檀 3.02 x 3.28m 

主軸方向 N-15・ -E(推定)

I ‘ 、

。

, 

。/\\
J¥a  
l 筑63 \

、口

、 、一
、、 一、、
、、一
、一、
、

、
、

モ三ヨ一二ヌ

軍 さ O.32m . 壁は刷藩が著し〈外側に悼劃する L=3.30m
床 面池山の砂層豊平坦にして床とする. 床面の領高は3.0m . A一一

柱 穴熊し
竃 北豊中央町掘り込みが置と考えられるが.醜土や檎聾材は確認できな

かった.

遺 物出土量は少怠い. 匝軸陶器場(4).( 5)が出土しているが. 床面から幽土
した土師器畳間)や土師畢台付綜(2)はそれよりやや古めのものか.

。

特 12'" 項白骨主坑・64号土坑と量橿. 新旧関係は1師号住→63号 ・ 64号土坑

図 103 奈良・平安時代の遺構 (163 ・ 166 号住居跡)
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169号住居跡
時期 4期

位 置 1 2E-51 -9'10南側
理 機 4.35 x 4 .72m(推定)
主軸方向 N- 1 3・ E(推定)

理 さ O.28m o 東壁はi丘世溝に泌される.
床 面軟調. 掴方Iま住居中5佐官事を高〈掘り残す. 床面の標高1'J: 2 .9m o
柱 穴 P5-P8が主柱穴. 理さはO.6.....0.7m o

竃 P1上で慎土と粘置土を検出していることから竃lまζの周辺に檎聾され
ていたと考えられるが、調査時の不手際から後出できなかった。

168号住居跡 A 

時期 3期 Y 
位 置 12E-51-9 ・ 10南側 目

規模 4.69 x 4.99m 
主軸方向 N- 14・ - E

理 さ O .34m o 衛壁の半分と東壁は1帥号住居に纏される.

床 面 貼Eまは暗褐色砂に暗褐色土をillぜて構聾するが敏弱. 掴方は住居中
失師垂直〈掘り獲す. 庄面白調理高lま 2 .9m o

穴 Pl.....P4由主柱穴と多数由霊柱穴を持つ. 理さは主柱穴が0.5-0.6
m、墜柱穴がO. 2.....0 .4m o
北墜中央に構聾. 構聾土lま略庇色砂に匝色の粘置土を;1ぜる.

物 土師器主体. 非ロクロ聾形の土師器係( 1). (2)のほか.竃とその周囲
から土師畢壷(3)-(引が出土.

特記 事 項 166号住 167号世 169骨佐と量償するが.本住居跡が量も古い.

柱

竃

通

亡コ 168号住居掛主柱穴

(1/50) 2m 

遺 物土師器主体. 出土遺物の時期に幅があり、土師器杯(7)は 168号佳のも
のか. 土師器阪(10) 1ま 164.165号住居と遺構間接合.

特配移項 167号住 168号住と重複。 新旧関係は168号住ー169毎住ー166号住
居 序 1 茶褐色土 砂を多〈含む. 近世田満.

2 暗匝色砂 均置で軟調な砂層. 恩威堆積か.
3 匝色土 醜土粒を含む. 粘性のあるシルト置土が主体.
4 晴E色砂 鉄分が灘集. 暗灰色砂と褐色土が輔状に雄積.
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図 104 奈良・平安時代の遺構 (168 ・ 169 号住居跡)
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167号住居跡
時期 8期

位 置 1 2E - 5'-9 ・ 10南倒
規 模 3.29x3. 11m(推定}

主軸方向 N-65・ E(推定)
深さ O.24m o
床 面 掘りすぎたため.セクンヨンペルトで確認. 貼庄は黒色砂に帖置土在理

ぜて織聾。 床面の標高は3.0m o
柱 穴不明.

竃 セクションベルトで確認. 酉震のほぼ中失に機聾か.
遺 物土師器停が主体で‘片口鉢( 1 0)や土師器塘 (9)のほか図示できな

かったが緑軸陶器摘の破片も出土.
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事配特

層

1 70号住居跡
時期 6矧
位 置 1 2E- 51- ' 5北個
規模 3.15x -m 
主馳方向 N-S. -E 

揮 さ O.23m a 西壁 lま近世溝に寝される.
床 面地山田砂層を平坦にして床とする.床面白禄高は3. 1 m o
柱 穴無し

竃 北壁中央に備軍. 左袖lま近世滑に11される.
遺 物遺物の出土量は少ないが、須車器の占める割合が高いo ~量車器lま転

周硯が目立つ. 土師器郎(1)のほか、石製紡睡車(8)や腕形津も出土.
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図 105 奈良・平安時代の遺構 (1 67 ・ 170 号住居跡)

。
(1/50) 2m 
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。
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。

A_ L=3.20m 

τ璽戸甘す寸
ム、/，

。

P2 

一一B

、<=J.cニグ1

P' 

171号住居跡
時期 4期

171号住居跡(南から)

位置 12E-5t- 1 3 ・ 18

規模 - x- m 

主軸方向 N-21 ・ E 

理 さ O. 14m o 大半が溝に壇され.温存するのは北西部のみ.

床 面地山の砂層を平坦にして床とする. 床面目標高は3.1m o

柱 穴不明
置 北壁中央で樟土縫を検出しており、 竃由復跡と思われる.

遺 抽 出土量が纏めて少ない. 図示できたのは、須恵器鋳(1)が1 点である@
このほか.非ロクロ土師器節目車部破片が出土。

特配事項 閣溝は四壁下を全周していたと考えられる.

B 

172号住居跡
時期 6期

位置 12E- 52 - 16

規纏 3.81 x4.51m 

主軸方向 N-19・ E 

深 さ O. 16m o 南北畳は大半が近世溝に怨される.
酉壁の残りは良野。

床 面池山の砂層を平担にして床とする. 床面白線
高I剖 Om .

柱 穴 Pl.P2が主柱穴。 罪さはO.7m~O.8m o

竃 北豊中央に構聾されていたと考えられるが、
近世清に壇され残っていない.

遺 物土師器が主体. 土師器界(1)や土師器皿(2)
Iま床面近くから出土.

。
(1/50) 2m 

図 106 奈良・平安時代の遺構(171 ・ 172 号住居跡)
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D 

1 73号住居跡
時期 8期

位 置 12E-52 - 12南倒

規模 3.3 1 )( 3.33m 
主軸方向 N-14・ E 

事f} ~ 

。

罪 さ O.23m Q 北壁のー部を溝に壇される.

(1/50) 

床 面崎医色砂に暗禍色土を理ぜて貼床を機聾. 床面目栂高lま3.0m ~

柱 穴 主柱穴となるようなピットIま検出されていない.
竃 北豊中失に存在したと考えられるが、璃に滋され陪睡不明.

2m 

遺 物 土師畢が主体。 犠種は節 目聖 ・皿・片口跡など豊富. 須車輯は転用硯
(1 4)が出土. このほか量書土器{回、線形罪容も出土している. 土師器係
(5) 1まやや古めの特徴を持つことから.174骨住に冊凪するものか.

特記 事 項 周溝Iま一部で途切れるが圭周していたものかG 174号住と量償し.新旧
閣僚は174号住-1 73号世. 58骨掴立とも重複するが切り合いは不明。

174号住居跡
時期 6期
位 置 12E-52 - 1 2南側
規模 - )( - m

主軸方向 N-23・ E (推定)
理 さ O. 17m。 壁は大半を173号住と溝に捜され、南東部のみ残存.
床 面地山の砂層を平坦にして床とする. 床面の楓高lま3勘九
住 穴 主柱穴となるようなピットは検出されていない.

竃 173号住居跡に寝され.位置‘形瞳共に不明.
遺 物 土師器が主体. r山Jと墨書された土師器鎌(1)や小型の土師器杯(引が

出土している. 土師器畳( 11 )は178号住居と遺構間援合するが、本住居
跡とは時期にずれがある.

特 但事 項 周滞在東壁の一部で横出。 173号住居跡と重複する. 新旧関係は174号
住→ 173号伎.

図 107 奈良平安時代の遺構 (173 ・ 174 号住居跡)
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175号住居跡
時期 6期

位 置 12E-52- ' 2'13南欄
規模 4.92x 4.76m 

主軸方向 N- '7・ - E
理 さ O.41m園 壁は崩落が著し〈、外欄に惜輯する。

床 面鮎床l志暗庇色砂に地山由砂を111ぜて檎聾圃 掴方は中央卸を掘り瞳す.
底面白標高lま 2 .9m o

柱 穴 P l .....P4由主柱穴と壁柱穴を樟出. 壁柱穴は壁の全てに伴っていたと
思われるが.壁由崩落により樟出できたのはその一部である. 理さは
主柱穴がO. 7.....0.8m、壁柱穴がO.2-0.3m o

置 北豊中央に構築。 煙道部は壁を回開ほど掘り込む. 柚は調査中に取り
酷いてしまった可能性が高い.

遺 物出土量は纏めて多い自 主師器主体だが、須車畢も亜の磁片を中心に高
い割合を占める. 蝿冶に伴う鋲津や石も多量に出土. また、個量制片
町氷2先週別過程で民化したイネとオオムギ豊後出. 土師器汗は小暗片
も吉め.底部回転糸切り後未調整のも由はほとんど出土していない。 民
軸陶器量車壷(23)や頭車器壷(17).( 19). 担2)が底面近〈から出土.

特舵事項 P3とP4の聞に鍛冶炉を構軍。 また、遺駒田出土量が多い田に対し.
直元できるも町が少な〈小破片が多いことから、意悶的に纏してから廃
棄した可能性がある.

層 F事 1 . .灰色土 砂を多〈含む. 中世田道跡.
2 暗庇色砂 坦買で験覇な砂圃.
3 暗E褐色砂韓土粒と炭化粧のほか、小形の鉄淳が理入する.

4 畢庇色土 砂を少量.鹿化粧を多量に含む. 揖冶宮戸由来由炭化
物園.

5 黒庇色土 慢土粒と直化粧を多量に含む. 鉄浮はみられない.
竃置土.

6 暗E縄色砂鉄分の滋集が目立つ. 地山田貧民縄色砂を古む.
7 暗E色砂 地山田賀庇色砂を含む . 壁崩落土.
B 暗庇色砂 地山の賞E色砂を含む. 入口部に伴うピットか.

図 108 奈良・平安時代の遺構 (175 号住居跡)
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176号住居跡
時期 6醐

位 置 12E-52-16'17南棚
規模 4.35x -m  

主軸方向 N-15・ -E

理 さ O.24m o 壁は崩落が著しく外債lに幅制. 西壁
Iま溝に壇される.

床 面地山の砂層を平坦にして床とする. 北から南
へやや憧斜する. 床面の標高はほぼ3.1m .

柱 穴 Pl-P4が主柱穴. 理さはO.2-0.25m . P5 
は出入り口に伴うもの. 理さはO.2m .

竃 北壁中央に檎聾. 底面lま浅く掘り込む.

遺 物土師器が主体.量・土器が4点と目立つ.

。

A一一

A_L=3.40m 

一一'--ー
<1/50) 2m 

調 l

C一一

L=3.30m 
A-

P4 

む , 

P3 

⑦ 
も P5

P4 

P1 

① 

色、、、
宅Q

。

P2 
。

⑦ 

B 

P1 

一一口
P5 

E 

町弓

烹歪'!7
一-8

B 

~ー

。

P2 

177号住居跡
時期 7期

位 置 12E-52-17南棚

規模 2.75x2.38m
主軸方向 N- 1 3・ E 

P1 

理 さ O. 13m . 東壁は崩落が著し〈外側に悼輯.
床 面地山の砂層を平坦にして床とする. 床面目標高は3. lm .
柱 穴無し

一- F

竃 北壁中央に構聾. 煙道部は壁を3白m)まど掘り込む. 袖 lま確認でき怠
かったが.掴査中に取り酷いてしまった可能性もある。

遇 制土師器削主体を占めるが、亜の出土が目立つ. 小破片も含め出土した
土師器杯lま( 1 )0) 1 点目みである。

図 110 奈良・平安時代の遺構 (176.177 号住居跡)
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178号住居跡遺物出土状況

178号住居跡(南か ら)

5 

178号住居跡
時期 7期

。

q 

位 置 1 2E-52-23

盟後 4.38x 4.38m 
主軸方向 N - 1 3・ E 

題襲

、ヱヰ竺ヨ「
4 

ー-8

。

E 
o 

hニ二信=フグ

司自'2

(1/50) 

揮 さ O. 1 9m . 豊田ー舗は中世近世の漕に塩される.

2m 

床 面 ー置に掴方まで掘ってしまったため. 床面白状曹は不明. 掴方は中央
部を掘り残す. 底面目標高lま2 .9m .

柱 穴 P3が主柱穴、 P1.P2が壁柱穴、 P5が入り口部に伴うピットになるか.
理さは主柱穴がO.6m、そ由他はO.4m .

竃 溝に寝され不明. 北壁に構聾か.
遇 制土師器主体. 土師畢鋳は小破片も含め、(1)-(3)怠ど底部未聞豊田も

のが多い. 土師器皿(4l!ま床面出土. 頭車器は転用硯(8)が出土，

特配 事 項 周溝は一部で確留できなかったが.本来I立会周していたか. また. 炭化
材白出土が目立つたことから、瞳失住居と考えられる.

層 序 1 茶褐色土 砂を少量吉む。 近世田湾.
2 茶褐色土 砂の含有は少ない. 近世田清.
3 暗褐色土 粘性田あるンルト置土が主体.
4 暗庇色土 砂を多〈吉む. 中世の漬か。
5 暗庇色土 砂lま少なく、シルト置土を含む.
6 貧灰色砂 地山の貧E色砂を多〈含む.
7 匝禍色土 湾の墜崩落土.
8 灰色砂 鉄分の腫集が目立つ.
9 淡匝色砂 8層に似るがやや淡い.

10 灰褐色砂 地山の貧E色砂を多〈含む.
11 暗匝色砂 住居の周溝.

図 111 奈良・平安時代の遺構 (178 号住居跡)
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179号住居跡(南か ら)
1 79号住居跡
時期 7期

位 置 12E-52-20南側

規 制健 2 闘 x2.75m
主軸方向 N-IO・ - E

理 さ O. 17m . 壁!ま大半が中世 ・近世の鴻にS復される.
柱 穴熊し

床 面地山由砂層を平坦にして床とする. 底面白繍粛は2.8m .

竃 北墜に檎聾されていたと考えられるが、議に壇され不明.
遺 物極めて少な<- 図示できた遺物Iま無し.

1 80号住居跡 (南から)

ll
<

Z
』
O
-
n
"
」

180号住居跡
時期 4期

位 置 12E-52-19 ・ 20-24 - 25

規機 4.39x -m 
主軸方向 N-23・ - E

罪 さ O. 1 1 m . 建は大半がゆ世近世由溝に思座される.
床 面池山の砂層を平唱にして床とする. 床面白標高は2.9m .
柱 穴無し

竃 北聖そばのピットが竃由鹿島，になるか.
遺 物出土量はわずかで.図示できたのは3点. 全て床面から出土. 転用硯

(3)は調車器董を転用したもので. 同面に繊剖がある.

。 (1/50) 2m 

図 112 奈良平安時代の遺構 (179-180 号住居跡)
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182号住居跡
時期 8閉

位 置 1 2E-53-22

規模 2.72x3. 12m

主軸方向 N- ' . -E 

理 さ O.08m o 壁の遺存状瞳は不良.

床 面地山の砂層を平坦にして床とする. 床面白標高は3.0m o
柱 穴 P"P2Ii共にO.35m程白書さを持つが.位置的に柱穴になるとは考え

1=< '、園
竃 不明個

遺 物土師器が主体で‘調車器!むl、破片も吉めほとんど出土していない。 土
師器杯( 1 ) ， (3)が床面から出土.

特 肥事 項 周ilI lまー都が途切れるが四重下を全周していたものと考えられる.

181号住居跡
時間 7期
位置 12E-52-25 ' 12E-62- 5
規複 3凹 )(2.75m
主軸方向 Nー， . -E 

理さ O.07m .

底 面地山田砂層を平坦にして床とする. 床面の標高は3.1 m o
柱 穴無し

置 北豊中灸に構聾. 煙道部は壁をわずかに掘り込む . 柚は揖査時に取り
除いてしまった可能性が高い.

遺 物土師器鋳(1)や土師器壷{目、 (3)など土師器主体で竃から集中して出
土。 図示できなかった小硲片は底部未調聾のものが多い.

特 re 事項周溝lま南墜田 部で途切れるが、ほl王宝周する. 73号土筑と量複す
る。 新 18関係 lま 181号住居→73号土坑。

六3sf: て手ス ミ五二Z

¥/ 
一-8

、ノー

L ニ3. 10m
C一一 一一口

。 0/50) 2m 

図 113 奈良・平安時代の遺構 (181 ・ 182 号住居跡)
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電量三71

A_L=3.30m - ー-B

183号住居跡
時期 4嗣

位置 12E-63-14.15

7 規模 2.64x 2,27m 
主軸方向 N-22・ -E

理主 O.47m D

183号住居跡(南から)

床 面地山田砂圏在平坦にして床とする. 底面白楓高は2.6m .
綾 穴無し

置 北東聞に後土が分布しており.あるいは竃の盛跡となるか.
過 柚土師器主体.赤おされた土師畢係(6)や灯明皿として世用された土師器

盤(5 )が出土. 床面近〈から土師器量(7)や須恵揖蓋(8)も出土.

f/. 特 IC. 項 西壁聞に床面より 15叩ほど高い棚状田部分があり、そこに炭化物と幌

184号住居跡
時期 5矧

位 置 12E-63-9・同

規模 2.92 x2.74m 

主軸方向 N-12・ - E

理さ O.51m .

『 土粒が縫積.

A_ 

床 面会色山田砂圏在平坦にして床とする. 床面の線高は2.7m . L =3 叩m 2 4 

縫 穴爾西隅に浅い掘り込みがある帆柱穴に叫ら郎、 A三一一 一- v ーでB
竃 北豊中央i靖弘抽由遣問良好.阻ま壁を駒5蜘掴り込む. 寸\吉突入一二=ご3'--\ 'v1--1f'ミj

遺 物土師器削主体となるが、須輔帥な〈ない. 町明皿として慣用された τ一一下~4\~モpーー一一ι青戸
土師器刷地点量書もしくは線糊された土師器停制点転用硯が: ¥ 一一一 一一一--- '" 
点
出主.

椅 IC '恵匹項 本住居跡の車壁にかかる畑跡の4小、司溝‘よtりJも住居の方が新しい 8 暗匝色土 砂を含み.鉄分の凝集がみられる.
眉 序 1 鳳縄色土 砂を吉み 部で民色. 近世以降田清 9 . Ði.色砂 黒色土を含む.

2 鳳匝色土 砂を含み、鉄分が緩集する臥暗匝色土 砂を多〈含む. 以下の10-15膚 Iま竃置j:.
3 荷風匝色土 砂と鹿化粧を含み、しまる 11 暗E色土 砂を多〈含む.
4 暗匝色土 砂と世化粧を含みしまる 12 暗匝色土 砂を含み. 儀分が緩集する.
5 暗匝色土 砂を多〈含み、鉄分の蕩集がみられる 13 暗匝色土 砂と焼土粒を含む.
6 暗匝色土 砂を多〈含み.炭化胞も含まれ、しまる 14 鳳匝色土 砂が理じる. 醜土粒及び鹿化粧‘圧を含む.
7 槍匝色土 砂を多〈含む. 以下の7-9珊は畑t曹の覆土. 目黒匝色土 砂且ぴ瞳土値段化粧を含む.

図 114 奈良 平安時代の遺構 ( 1 83 -1 84 号住居跡)
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12号掘立柱建物跡
時期 2-4期
位置 12E-56-7

理棟(絵間) 桁行1 間 ( 1.9m ). 霊行1 間 ( 2.0m )
主軸方向 N-l 1二w
揮さ O.4-0.5m
柱穴桂 O.5-0.9m
遺物
特記事項

図 115 奈良・平安時代の遺構( 1 ・ 12 号掘立柱建物跡)
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2号担立柱建物跡 1 1_ 
時期 2-4期 吋
位置 1 2E-55-6 ・ 11
規模(絵間) 桁行3間 (2.4m ) ，罪行1 間 ( 2.4m )
主軸方向 N-2'-E 
課さ O.26-0.7m
柱穴桂 O.6......0.8m

遺物
特記事項

D 

8d ld 

H 

¥¥¥ 
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図 116 奈良・平安時代の遺構 (2号掘立柱建物跡)
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3号掘立柱建物跡
時期 2-4期
住置 12E-55-2 ・ 7

E 

規模(栓問) 桁行3間(1 .6m ) ，量行2間 (2 .0m)
主軸方向 N-2二E
理さ O.3-0.5m
往穴笹 O.5-0.8m
遺物
特配事項 車酬に庇柱あり

8d l d 

P5 P4 Pll 

図 117 奈良・平安時代の遺構 (3号掘立柱建物跡)
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5号鋸立柱建物跡
時期 2-4期
位 置 12E 回一7
理観(柱間) ，桁行2間 ( 1 .6m) ，霊行2間 ( 1 .5m)
主軸方向 N-7--W 

理さ O.4m
柱穴在 O. 6.....0.9m
遺物
特配事項 車割に彊り出しあり
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司
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P4 

o 1m 
匡
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~c0' 
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a

E
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'" a 
4号掘立柱建物跡
時期 2-4期
位 置 12E-55-7 ・ 1 2
規模(柱聞) 桁行6間 ( 1.2m ) ，量行1 間 (2 .3m )
主軸方向 N-2--W 

揮さ O.3.....0.55m
柱穴笹 O.S.....O.8m
遺物
特血事項 車聞に彊り出しあり

守

a. 

D 

P2 P1 

図 118 奈良・平安時代の遺構 (4 ・ 5号擁立柱建物跡)
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6号掘立柱建物跡
時期 2-4期
位 置 12E-45-22'23、 55-2 ・ 3
規模{柱問) 桁行6間 ( 1 .5m ). 聾行2-3間 ( 1 .0- 1 .5m )
主軸方向 N-5"-W 

理さ O.3 -0.55m
桧穴置 0.4-0.7m
遺物
特肥事項

図 119 奈良・平安時代の遺構 (6号掘立柱建物跡)
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7号掘立柱建物跡
時期 2-4期
位置 1 2E-55~3

規模(柱間)桁行3間(1.5mL ~行2-3間 ( 1.5.....1.7m )
主軸方向 N-4二w
理さ O.5-0.6m
柱穴笹 O.5-0.75m
遺物
特飽事項 東側に彊り出しあり
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L主主云
~一一-二
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図 120 奈良平安時代の遺構 (7号掘立柱建物跡)
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B号掘立柱建物跡 午==~=~'m
時期 2.....4 JO{
位置 12E-55-8
理機(絵間) 桁行2聞 ( U.....2 .0m ) 、 盟行2間 ( 1 .5m )
主軸方淘 N-89

0

-E 
理さ O.5-0.6m
往穴笹 O.S.....O.6m
適絢
特記事項

9号掘立柱建物跡
時期 2-4期
怯置 1 2E-55-3
規模(桂間) 桁行2間 ( 1.5- 1.7m) 、車行2間 ( 1 .0.....2.3m )
主軸方向 N-1"-E 
理さ O.2-0 .6m
柱穴笹 O.6-0.7m
遺物
特記'"項 8骨建物跡と直角に置なる

寸Tず (の

OC)ハ/
F 

p17 P4 

図 121 奈良・平安時代の遺構 (8 ・ 9号掘立柱建物跡)
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10号掘立柱建物跡
時期 2町4醐
位置 12E-55- 15

ヘ z 子署トごてfゴ 司〈 \ "' 1

~ー/\ ¥/ ¥/ 

11 号掘立柱建物跡
時期 2-4期
位 置 12E一日ー 15

P2 

~ 

a 

g 

。

にノ

F 

a 

~'" 
ヤ a

く立
一一」トー

。

。

o 1m 

理檀(柱!IIl ) 桁行1 問 ( 1.9m ) 、畢行1 間(1.7m )
主軸方向 N-2

0

-E 
理観(柱間) 桁行'間 ( 1 .9m) 、家行1 間 ( 1.1m )
主軸方向 N-2"-W 

深さ O.3-0.4m 理さ O.S-O.8m
柱穴笹 0.4S-0.7m
遺物
特配穆項

柱穴檀 O.5S......0.7m
遺物
特12.項

図 122 奈良・平安時代の遺構 (10 ・ 11 号掘立柱建物跡)
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1 3号掘立柱建物跡
時期 2-4嗣
位置 12E-56-3
規被(柱間) 桁行3間 ( 1.9m ) . ~震行2聞 ( 1.85m )
主軸方向 N-8・ w
理 さ O.2-0.4m
柱穴桂 0.8-0田m
遺物
特配事項

11 " 
1 黒色土{砂理じる)
2 1111(色土{砂理じる}
3 1111(色土 〈砂多〈理じる}
4 暗E色土(黒色之理じる)
5 11(禍色砂
6 匝色砂

図 123 奈良・平安時代の遺構 (1 3 号掘立柱建物跡)
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14号掘立柱建物跡
時期 4-6嗣

F 

H 

o 1m 
ョ

位 置 1 2E-46-S' 9
規模(桧間} 桁行3間 ( 1 .9m入 量行2間 ( 1 .85m )
主軸方向 N-S"-W 
理 さ O.2-0 .4m
柱 穴 桂 O.8-0.85m
遺 物土師器係聾片、 畑慎重片.
特記事項

図 124 奈良・平安時代の遺構 (14 号掘立柱建物跡)
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15号掘立柱建物跡
時期 5期
位 置 12Eー柑-13-14
規機(主主間) 桁行2間 (2.0m ) 、畢行2問 ( 2 .0m )
主軸方向 N-8S"-E 
揮さ 0.4-0.7m
柱穴笹 1 .0-1.6m
遺 物土師器杯片
特記事項
用 序 1 黒色土(砂理じる)

2 鳳庇色土(砂理じる)
3 黒E色土(砂多(;mじる)
4 黒匝縄色土{砂理じる)
5 鳳匝褐色土 (砂多〈理じる}
6 暗匝色砂(黒色土壇じる)
7 晴匝褐色砂
8 匝色砂

図 125 奈良・平安時代の遺構 (15 号掘立柱建物跡)
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16号担立柱建物跡
時期 6期
位置 12E-46- 14
規複(桂聞) 桁行2聞 ( 1.8m ) ，畢行2間 ( 1.65m )
主軸方向 N-8S--E 
理さ O.3....0.5m
柱穴桂 o.a- l .2m
遺物
特記事項
圃 序 1 黒色土(砂理じる)

2 属医色土(砂理じる)
3 AE<色土 (砂多<11じる)
4 属医縄色土{砂理じる}
5 I眠匝褐色土(砂多〈理じる)
6 暗匝色土{砂理じる)
7 暗民色砂(黒色土iiじる1
8 匝色紗

図 126 奈良・平安時代の遺構 (16 号姻立柱建物跡)
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17号掘立柱建物跡
時期 2-4鵬
世置 12E-46-14

B 

F 

o 1m 
』ーーーー司

規檀{桧間) 桁行1 問 ( 2 .5m ) 、霊行2問(1 .85m )
主軸方向 N-89二E
揮さ O.25-0.4m
柱穴笹 O.9-0.95m
遺 物調車器聾片
特位事項
圃 F事 1 歳灰色土(砂理じる)

2 集灰色土(砂多〈理じる}
3 晴臣色土(砂理じる)
4 暗庇色砂(鳳色土理じる}
5 !Ji赤褐色砂 (黒色土浬じる)

図 127 奈良・平安時代の遺構 (17 号掘立柱建物跡)
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A L--4. ανn 
P 3 3 P2 

1 8号掘立柱建物跡
時期 5期
位 置 12E-46-9
規模(柱間) 桁行2 (1 .6m ) ，霊行一間 (-m )
主軸方向 N-84--E 
理さ O.3-0.6m
柱穴笹 O_65-0.7m
遺 物 土師器涛
特艇事項
11 事 1 緑色土[砂理じる)

B 

B 

旦一一一一一一一

P1 

1 9号掘立柱建物跡
時期 2-4期
位 置 12E-46-10

B 

o 1m 
匡=ーー~ーー~

規檀(柱間) 桁行2問 ( 1.8m ) 、 霊行2間 ( 1.8m )
主軸方向 N-89"-W 
書さ O.3S-0.55m
柱穴笹 O.9-0.95m
遇 制
特記事項
眉 序 1 黒色土[砂理じる)

2 黒匝色土(砂;1じる)
3 串匝色土{砂多(;mじる)
4 黒匝褐色土{砂理じる)
5 暗匝色砂{緑色土;llじる)
6 !!(色砂

図 128 奈良・平安時代の遺構(1 8 ・ 19 号掘立柱建物跡)
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図 129 奈良・平安時代の遺構 (20 号掘立柱建物跡)
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遺構(21 号擁立柱建物跡)

20号掘立柱建物跡
時期 8期
位置 1 2E-46-9 ・ 14
理複(柱問) 桁行4問 (U~2.8m ) 、霊行2間 ( 2 . 1~2.Bm )
主軸方向 N-4二w
理さ 0.4 ....0.6m
柱穴桂 0日-O.9m
遺 物土師器録、頭車器亦聾片
特記事項

21号擁立柱建物跡
時期 5掴
位 置 12E-46- 10

規横(柱間) 桁行4間 ( 1.Bm ) . 提行2間 (2.2m)
主軸方向 N-8S--E 
理 さ主柱 O. 4.....0.8m、庇往 O.4-0.6m
柱穴笹主柱1.0.....1.1m . 庇柱。 7.....0.9m
遺 物土師畢杯董畳、調怠器締.
特記事項 南酬と東倒に庇柱
掴 序 1 黒色土{砂理じる)

2 黒庇色土(砂理じる)
3 属医色土(砂多〈理じる}
4 JII.!Ji.色土 (砂瞳土理じる)
5 累匝色土(砂理じり、硬くしまる)
6 JII.!Ji.褐色土 (砂1mじる)
7 暗匝色砂{緑色土理じる)
8 !Ji.色砂 (黒色土壇じる)
9 !Ji.色砂 (黒褐色土理じる)
10 匝色砂

N 

a 

2 1 号掘立柱建物跡P4
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図 131 奈良・平安時代の
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ーτ 22号担立柱建物跡 圃
時期 5期
位置 12E-46-10'15
調書健{韓間] 桁行4聞 (2.0m ) ，豊行2聞 (2.5m )
主軸方向 N-82二E

揮 さ主柱 O.8-1 .0m、庇柱。 2-0.3m
柱穴笹主柱 1 .0- 1 .3m. 庇捻 O.3-0.5m
遺 物土師響杯.調車器聾片‘蝿銚土lI1I.片
特記事項 周囲不規則に庇往

IJ 1 黒色土(砂理じる)
2 属医色土{砂理じる)
3 III !J(色土(砂多〈理じる)
4111匝色i (禍色砂量権主連じる]
5 属医色土{砂理じり‘直〈しまる)
6 鳳庇褐色土(砂liじる)
7 晴E色土(砂理じる}
8 略血色砂 ( 111色土曜じる)
9 !J(色砂{串帽色土理じる)
10 !J(色砂

遺構(22 号掘立柱建物跡)
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図 132 奈良平安時代の
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23号担立柱建物跡
時期 7期
位置 12E-46-14
規領{柱間) 桁行3間 (3 .0m ) 、 軍行2問 ( 2 .0m )
主軸方向 N-87*-E 
理さ O.5-0.9m
柱穴笹 O.65- 1.0m
遺 物須恵欝董ー畳片
特記事項
11 事 1 鳳色土(砂理じる}

2 属医色土{砂多〈理じり、硬〈しまる)
3 緑色主{砂・醜主理じる}
4 鳳匝色砂(黒色土壇じる}
5 鳳庇禍色土 (砂理じる)
6 時E色砂

o 1m 
包---包=

遺構(23 号姻立柱建物跡)
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24号掘立柱建物跡
時期 7期

• 
、

|。
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三 L-3. 8Om
P7 

位置日E-46- 15 J工
盟複[柱間) 桁行4間 (2 .4m) . 畢行2間 ( 1.9m) P18 
主軸方向 N 回二E
理さ O.3-0.8m
柱穴笹 O.7.... 1 .0m
遺 物 土師器坪・皿畳、須E器停車‘録軸陶器融
特毘車項 南側に庇柱穴あり. 北京仰に竃あり、本建鞠跡に皿

す遺構と考えられる.
圃 序 , 1III色土 (砂理じる)

2 黒灰色土{砂理じる}
3 鳳灰色土 (砂多〈湛じる)
4 黒灰色土(砂 田構土理じる)
5 1III灰色主 (砂理じり.唖〈しまる)
6 1III灰色土 (褐色砂理じる)
7 晴氏褐色主{砂理じる)
8 暗灰色砂(緑色土理じる)
9 '"白色砂
叩匝色砂
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図 133 奈良・平安時代の
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25号掘立柱建物跡
時期 5l1li
也置 12E-46-19
規模{柱間) 桁行4間 ( 2 .4m) ， 霊行2間 ( 1 .9m)
主軸方向 N-8二w
理さ O.55-0.9m
柱穴笹 O.6- 1.0m
遺 物燭燦土器聾
特E事項
眉序

図 134 奈良平安時代の遺構 (25 号掘立柱建物跡)
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26号掘立柱建物跡
時期 5嗣
世置 12E-46- 19

P4 

規槙{柱間) 桁行2間 ( 1.6m ) ，操行1聞 (2.7m )
主軸方向 N-S"-W 
理さ O.5......0.Bm
柱穴桂 O.6.....0.9m
遺 物土師器係
特記事項

11 "' 

P3 

P 1 

F 

P3 

図 135 奈良・平安時代の遺構 (26 号掘立柱建物跡)

一一 147 一一

B 

D 



iら
可。

@ 

可国

ω 

可目
、d

ー「

O 
F 

0. 

F 

a 

且
N 

a 

N
F
a
 

m 
a 

-wa 

p
』
o
m
ml
」

/
 

m
a
 

Z 引\I M 11 K 日) } I 門γP5 ( ( ~ l ¥" I "1 

|エ
E/ーへ\ /一「\

P6 

27号掘立柱建物跡
時期 6期
也置 12E-46-1 9-20
規檀(柱間} 桁行3間 ( 1.8m ). 聖行2間 (2.0m)
主軸方向 N-13

0

-W 

宣車 さ 0.4 .....0 .8m
柱穴笹 O.5--1.0m
遺 物土師器停車片
特記事項

11 '" 

F 

P5 P4 

o 1m -

図 136 奈良・平安時代の遺構 (27 号掘立柱建物跡)
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28号掘立柱建物跡
時期 7醐
世置 12E-46-19
理模〈栓間} 桁行3聞 (2 .5m) ， !I行2間 ( 2.0m )
主軸方向 N-l0'-W 
理さ O.2-0.8m
柱穴笹 o.a.... 1.2m
遺 物 土師器杯。盤、須車畢皇軍畳・聾片
特Iè.項
圃 序 1 鳳色土(砂;11じる)

2 属医色之{砂理じる}
3 '"匝色土(禍色砂理じる)
4 暗E褐色土(砂理じる)
5 暗灰色砂 <'"色主連じる}
6 Ð<色砂
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図 137 奈良・平安時代の遺構 (28 号姻立柱建物跡)
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29号楓立柱建物跡
時期 6嗣
位置 12E-46-19-20
理機(絵聞) 桁行3聞 (2.0m ) ，量行3聞 ( 1 .5m)
主軸方向 N-80"-E 
E壊さ O.5-0.8m
絵穴笹 O.8-0.9m
量 楠土師畢停...姐焼土器聾
特記司修項
11 写 1 .色土{砂理じる)

2 .1<色土(砂理じる)
3 鳳匝色土(砂多〈理じる)
4 属医色土{褐色砂理じる)
5 属医色土{砂理じり、硬くしまる)
6 鳳匝色土{砂多〈理じり、硬〈しまる)
7 属医褐色土(砂理じる)
8 暗匝色土(砂理じる}
9 暗灰色砂(黒色土理じる)
叩灰色砂(緑色主理じる1
11 匝色砂

,.... ......-"'" 
図 138 奈良・平安時代の遺構 (29 号掘立柱建物跡)
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30号掘立柱建物跡
時期 5期
位 置 12E-46-20・ 25

注--ニー=ー=

理機(柱間) 桁行3問 (2 .0m ) 、霊行2間 (2 .0m )
主軸方向 N-73

0

-E 
理さ 0.4......0.6m
柱穴桂 O.S.....' .2m
遺 物 土師韓係・軍、蝿醜土器聖、 須恵器聾片
特配事項

図 139 奈良・平安時代の遺構 (30 号掘立柱建物跡)
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31号掘立柱建物跡
時期?剣
位置 12E-46-25
規檀{桂問} 桁行4間 (2.0m) ， 霊行2間 (2.2m)
主軸方向 N-73--E 
理さ 0.3“O.8m
柱穴笹 O.8-1 . 1m
遺 物土師穆符ー聖 11 
特Ii!'・項 北東側に彊り幽し舗あり -', 
圃 序 , .色土(砂理じる)

2 黒色土(砂理じり、夜〈しまる)
3 属医色土(砂理じる)
4 .8i:色土 (砂多〈理じる}
5 鳳灰色土{褐色砂憧土理じる)
6 鳳E色土(砂少し理じり、粘置)
7 暗匝色土(砂多〈理じる)
8 暗匝色紗(黒色土理じる)
9 8i:色砂 (鳳色土理じる)
1 0 匝色砂

3 1 号担立柱建物跡P5
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図 140 奈良・平安時代の
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33号姻立柱建物跡
時期 6期
位置 12E-47-11
理観(柱潤) 術行3間 ( 1.7m ). 聖行2間 ( 1.9m )
主軸方向 N-7'-W 
深さ 0.4-0.65m
柱穴笹 O.7- 1.0m
遺 物 土師暴杯・盟、須恵畢壷転用硯
特記事項 32・ 34号掴立柱建物跡と置なる
圃 F夢 、 黒色土(砂;.1じる)

2 lII\色土 (砂俊之理じる1
3 黒色土(韓土多〈理じる}
4 属医色主(砂理じる}
5 黒匝色土{砂多〈理じる}
6 鳳匝色土{砂樺土壇じる)
7 暗匝色土{砂理じる}
8 暗E色主(砂韓土壇じる)
9 暗匝色砂(緑色土理じる}
10 !!i色砂
11 !!i縄色砂

図 142 奈良平安時代の遺構 (33 号掘立柱建物跡)
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P4 

34号据立柱建物跡
時期 7期
位置 12E-47-11

規模(柱悶) 桁行4問 (2.1ml 、接行3問 (1.8ml 
主軸方向 N-16"-W 
深さ O.34-0.65m
柱穴径 O.6-0.68m
遺物
特記事項 105"106号住居跡と重なる
層 序 1 揖色土 (砂混じる)

Z 畢灰色土(砂混じる)
3 黒灰色土 (砂多く混じる)
4 轟灰色士 (砂焼土混じる)
5 黒原色砂(黒色土混じる)
6 晴灰色土(砂浬じる)
7 暗灰色土(砂焼土遺じる)
8 灰色砂

35号掘立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47- 16
規模(柱間) 桁行3閑 ( 1.6m l 、梁行3間 (2 .0" 1.6m l
主軸方向 N-74'-E 
深さ O.3S.....0 .7m
柱穴径 O.6.....0.9m
遺 物土師器師、須車器蔓片
特記事事 103号住居跡、 36号掘立柱建物跡と量なる
層 序 1 黒色土(砂湿じる)

2 黒色土(砂湿じり、硬くしまる}
3 轟灰色土 (砂混じる)
4 畢灰色土(砂多く混じる)
5 黒灰色土(砂・焼土混じる)
6 黒灰色砂(黒色土浬じる)
7 暗灰色土{砂焼土混じる)
8 暗灰色砂{黒色土混じる)
9 灰色砂

36号掘立柱建物跡
時期 6期
位置 12E-47-16
規模(柱間) 桁行3悶 { l .5m入 車行2問 ( 1.7m l
主軸方向 N-77二E
深さ Q. 2.....0 .3m
柱穴径 O.7......0.9m
遺物
特記事項 35号楓立柱建物跡と重なる

P 1 F 

ア

P4 H 

P3 J 

3 
o 1m 
』ーーーー

図 144 奈良・平安時代の遺構(35 ・ 36 号掘立柱建物跡)
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図 145 奈良・平安時代の遺構(35 ・ 36 号掘立柱建物跡)
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37号掘立柱建物跡
時期 5期
位置日E-47-21

』ーー

理襖{絵間) 桁行3間 ( 1.67m ) 、霊行2間 ( 1.8m )
主軸方向 N-70"-E 
理さ O. 2......0.6m
柱穴笹 O.5......0.9m
遺物
特配車項

11 " 

116奇住居跡と重なる
1 黒色土 (砂理じる)
2 黒色土 (砂理じり‘唖〈しまる1
3 II!. IJZ色土(砂理じる)
4 鳳庇禍色土{砂理じる}
5 暗匝色砂(黒色土理じる)
6 IJZ色砂

図 146 奈良平安時代の遺構 (37 号掘立柱建物跡)
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F事 1 黒色土{砂ilじる "-1
2 暴匝色土 (砂理じる)
3 鳳民色土 (砂多〈理じる)
4 黒匝褐色土(砂理じる <D
5 暗匝色土(砂理じる) 且
6 暗E色砂(黒色土壇じる)
7 IX色砂
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38号掘立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47-6
規模(柱聞〉桁行3間 ( 1.9m ) .霊行間 ( m) 
主軸方向 N-8S"-E 

揮さ O.45-0.7m
柱穴笹 0.9句 1 . 1m
遺 物 土師畢鎌田聖片、匝軸陶器J，覇軍片7
特院事項 39号掴立柱建物跡と置なる ど

P9J3  

"'1 

N 
a 

。，

a 

∞ 
a 

圃fJ
1 黒色土(砂理じる)
2 串色土 (砂理じり、直〈しまる)
3 掴色土(砂多く理じる)
4 属医色土 (砂理じる)
5 黒匝色砂(罵色土理じる)
6 暗匝褐色土(砂理じる)
7 暗匝色砂
8 灰色砂

m 
a 

39号掘立柱建物跡
時期 8掴
位置 12E-47-6
規模(柱間) 桁行3聞 ( 2 . 1m ) . 豊行間 (2.6m )
主軸方向 N-Sl*-E 

軍さ 0.43-0.9m
往穴笹 O.6-0.9m
遺 物調車輯聾片
特記事項

図 147 奈良・平安時代の遺構(38 ・ 39 号掘立柱建物跡)
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40号掘立柱建物跡
時期 6期
位置 1 2E-47-6'7

C 

規機{柱間) 桁行3間 ( 1.6m ). 軍行間 ( m) 
主軸方向 N-83'-E 
理さ O. S.......O .6m
柱穴笹 O. 7.......0 .9m
遺物

P7 

特記事項 104骨住居跡， 41号掘立柱建物跡と重なる
圃序

住1 04

。
P' 

P5 

P2 P' 
B 

D 
P6 P5 

o 1m 

41号掘立柱建物跡
時期 5糊
位 置 12E-47-6 ・ 7

匡

規模〈柱問) 桁行3間 ( 1.6m ) . 霊行間 ( m) 
主軸方向 N-93"-E 
理さ O.7-0.8m
柱穴笹 O.9- 1.1 m
遺物
特記事項
層序

図 148 奈良・平安時代の遺構(40 ・ 41 号掘立柱建物跡)
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42号掘立柱建物跡
時期 5期
世置 12E-47-1 2

」土

一

規模(柱間) 桁行3間 ( 1 .75m ) . 畢行2間 ( 2.0m)
主軸方向 N-l0"-W 
理さ 0.4-0.65m
'主穴径 O.6-0.7m
遺 物土師器聾片

P11 ~ 

@ 

P14 土

o 1m 

特配穆項 105-106号住居跡、 43骨掴立柱建物陣と重怠る

43号掘立柱建物跡
時期 5l1li
位置 12E-47-12
理機{絵間} 桁行3問。田m) . m:行2聞は Om }
主軸方向 N-l1-W 
理さ O.4-0.65m
柱穴径 O.7-0.8m
遺物
特配事項
圃序

図 149 奈良平安時代の遺構(42 ・ 43 号掘立柱建物跡)
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圃序
1 黒色土{砂理じる)
2 緑色土{砂檀土理じる}
3 鳳色土(砂多<;1じる)
4111匝色之(砂多〈理じる)
5 属医色砂 ( 111色土理じる}
6 1111)(褐色土(砂・銚土理じる)
7 暗E色土 [砂理じる}
8 暗庇色砂(黒色主liじる)
9 暗民禍色砂(黒色土理じる)
1 0 灰色紗
11 黒色砂
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45号掘立柱建物跡
時期 6湖
位 置 t2E-47-7 ・ 8
規模(桂聞) 桁行3間 ( 1.8m )、霊行間 (-m )
主軸方向 N-at-E 
理さ O.3-0.5m
柱穴桂 O.g.....Um
遺物
特記務項
層 F客

46号掘立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47-7-S
理機(往間) 桁行3間 ( 1.6m ) 、豊行一間 ( -m)
主軸方向 N-82'-E 
揮さ O.3.....0.4m
柱穴桂 O.7.....0.8m
遺物
特記嚇項

ーーーー=

図 150 奈良・平安時代の遺構(45'46 号担立柱建物跡)
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44号掘立柱建物跡
時期 7期
位置 12E-47-7 ・ 12
理t!1(柱問) 桁行5間 (3.0m ) ， 量行2間 ( 1 .7m)
主軸方向 N-7'-W 
理さ O.2S-0.5m
絵穴笹 O.7-0.9m
遺物
特IC.項
圃fJ

46-47号掘立柱建物跡. 38号土坑と置なる
，..色土{砂多〈理じる)
2 鳳匝色土(砂多<ilじる}
3 属医禍色之(砂多〈理じる)
4 暗匝色砂{黒色土壇じる)
5 ..ø<色砂{黒色土理じる1
6 ø<色砂

遺構(判号鋸立柱建物跡)
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P6 

P5 P7 

P4 
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P2 

P3 

P1 L 

P2 D 

P3 ....�. 

o 1m 

47号掘立柱建物跡
時期 5期

'=ニ=ーー~

位置 12E-47-7 ・ 8 ・ 12.13
理檀(柱問 ) ;桁行 1 聞 (3.4m ). 霊行2問 ( 1.8m )
主制方向 N-73 ーE
揮さ O.3-0.8m
柱穴笹 O.8- 1.2m
遺 物調車畢杯片
特配事項 中央に柄栓あり
眉 F夢 1 緑色土{砂理じる)

2 IIII Ø(禍色土{砂理じる)
3 暗匝褐色土{砂多〈理じる)

図 152 奈良・平安時代の遺構 (47 号掘立柱建物跡)
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48号掴立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47-13

o 1m -
現様(毛主問) 桁行1 間 ( 3.0m ) 、聖行2間 ( 1.8m )
主軸方向 N-73'-E 
理主 O.3....0.9m
柱穴笹 O，7....1.1 m
遺物
特肥事項 中央に柄柱あり
層 序 1 11\色土

2 黒色土(砂理じる)
3 黒色土(砂多〈理じる)
4 属医色土{砂理じる)
5 黒匝色砂{黒色土壇じる}
6 鳳匝褐色砂[黒色土理じる)
7 暗匝色砂
8 !J(色砂

図 1 53 奈良・平安時代の遺構 (48 号掘立柱建物跡)
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49号掘立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47-18
規模(柱間) 桁行1 間 (3.2m ) 、 霊行2間 ( 1.7m )
主軸方向 N-78二E
深さ O.4.....0.6m
柱穴径 O.S ..... 1.0m

遺 物 土師器聾片‘須車器聾片
特肥事項 中央に柄柱あり

図 154 奈良・平安時代の遺構 (49 号掘立柱建物跡)
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50号掘立柱建物跡
時期 5期
也置 12E-47-8
理機(柱問) 桁行1 問 (3Am ) 、 霊行2問 ( 1.6m )
主軸方向 N-84"-E 
ilI!さ O.4-0.8m
柱穴笹 O.S .... I . 1 m
遺物
特記事項
眉 序 1 黒色土(砂理じる)

2 黒色ニt c砂多〈理じる)
3 黒色土(砂幌土混じる)
4 轟匝色土 [砂理じる)
5 黒匝色土 (砂多〈理じる)
6 鳳匝色土 (砂 田焼土理じる}
7 属医色砂
8 晶縄色土 [褐色砂理じる)
9 稽匝色砂
10 匝色砂
川 黒色砂

図 155 奈良・平安時代の遺構 (50 号掘立柱建物跡)
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51号楓立柱建物跡
時期 71'11

① 

位置 12E-47-S'9'13'14
規l!I <柱問) ;桁行5間 ( 2. 1m ). .行3聞 ( 1 .8m)
主軸方向 N-lO"-W 
軍さ O.5-0.9m
柱穴置 O.8-1 .0m
遺物
特記率項 107骨住居跡と量なる
層 際 、l1li色土 (砂理じる)

2 l1li色土 (砂多〈理じる)
3 黒灰色土(砂;1じる)
4 黒褐色土(韓土理じる)
5 鳳匝色砂

.d εd >d 

¥ 

図 156 奈良・平安時代の
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52号掘立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47-9

。

o 1 m 

規模(柱間) 桁行2問 { 1.5m } 、援行2問 ( 2.2m )
主軸方向 N-5'-W 
深さ O.3-0.5m
柱穴径 O.S......1 .3m
遺物
特記事項

図 157 奈良・平安時代の遺構 (52 号掘立柱建物跡)
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53号掘立柱建物跡
時期 5期
位置 12E-47-9
理機{柱間) 桁行3間 C2.0-2.5m ) ，量行3間 ( 1.4m )
主軸方向 N-3二w
理さ 0.4-0.6m
柱穴笹 O.7- 1.1 m
遺物
特肥事項 109号住居跡と量なる
圃 序 1 黒色土(砂imじる)

2 11色土(砂怯土理じる)
3 黒庇色土(砂・韓土理じる)
4 黒E褐色土[砂理じる}
5 黒E褐色土(砂多〈理じる)
6 黒褐色土{砂理じる)
7 属医色砂
8 暗匝色砂
9 匝色砂

図 158 奈良・平安時代の遺構 (53 号掘立柱建物跡)
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54号楓立柱建物跡
時期 6踊
位置 12E-47-15

P3 

9 
D 

P4 

2尽亥ア。

蝿檀(柱間) 桁行3間 ( 1.9m) 、量行2間 (2 .2m )
主軸方向 N-7・ w
理さ O.3-0.55m
柱穴笹 O.7- 1.2m

同

a 

円F 

a 

￥ | 

マJ EL 

1m 

、 遺 物土師器董
特E事項 111-113号住居跡、 55号掴立住建物跡と置なる

55号掘立柱建物跡
時期 5闇
位置 12E-47-15
現檀〈桂間) 桁行1 聞 (3.3m ) ， fR行2間 ( 1.7m)
主軸方向 N-2"-E 
理さ O.I-0.3m
柱穴笹 O.6-0.8m
遺物
特1è.JJ:

11 " 、.色土{砂理じる)
2.色土(砂多<iltじる)
3 .Il<色土 {砂理じる)
4 鳳匝色土(砂多<;mじる}
5 .Il<禍色土{砂織土iJlじる)
6 .Il<色砂
7 .灰緬色砂
8 略E色砂
9 灰色砂

図 159 奈良・平安時代の遺構(54 ・ 55 号撮立柱建物跡)
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56号掘立柱建物跡
時期 6期
位置 12E-47- 1 5. 48- 11
規模〈柱問) 桁行2間 ( 1. S....2 .5m ). 豊行2間 ( 2 .4m )
主軸方向 N-82二w
i!iiさ O. 1.....0 .35m
柱穴桂 O.6 ...... 0 .75m
遺物
特記夢項
圃 ~ 1 11色土{砂jgじる)

2 黒色土(砂多〈理じる}
3 黒匝色土 (砂多<:'1じる)
4 黒匝色砂
5 暗匝色砂

図 160 奈良 ・平安時代の遺構 (56 号掘立柱建物跡)
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P5 

57号撮立柱建物跡(南から)

@ 
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~-D 宰E 

円" P4 

凶

一一日

一一口

。 (1/50) 

57号掘立柱建物跡
時 期 5期以降7期以前
位置 12E-51- 10
主軸方向 N-S" -E 

規穫 5.20x 3 .68m(3聞 x 2聞)

柱 問桁1.7m- 1.9m ・操1.7m-2.2m

柱 穴径O.80m.....O.98m . 深さO.32m-O.58m o
遺 物僅少" P4から土師器阪の小破片が出土.
特記事項 P6-PSは近世溝に接される.

図 161 奈良・平安時代の遺構 (57 号掘立柱建物跡)

176 

2m 



F 

a 
③ 

Pl0 

。 σ， 

a 
一一日

A一一

@
開

∞ 
且

目
白佳173

N 
a 

'" a p、

a 
@ 

住174

, 。
同

マ
a 

<0 
a ⑤一口c 

E
Oぜ
円U
H」
白

E
O守
門川
」
凶

1
1
0
 

P5 
P6 

一一B
A_L=3.40m -

P1 Pl0 pg 

2m (1/50) 。

，ー一一 一, , 

• 

一一口P4 

58号掘立柱建物跡
時期 5期

位置 12E-52-12 ・ 17

主軸方向 N-l1 ・ -E

規模 4.89 x 3.64m(3問 x2間)

柱 間桁1 .5m-1.9m・架 1.6m.....2.0m

柱 穴径O.32m.....O.80m・深さO.26m.....0.42m o
遺 物図示できたのはP6の非ロクロ整形の土師器時( 1 )とP2白須車器甑(2)

のみ. P6.P8からは少量的土師器坪・賓の磁片が出土。

特記 事項 173号住居 174号住居と重複する。 切り合いは不明。

P5 
C_L=3.40m 

P6 

58号担立柱建物跡(上空から)

奈良・平安時代の遺構 (58 号掘立柱建物跡)
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59号栂立柱建物跡
時期 4期

位 置 12Eー回-9

主紬方向 N-79・ -w
現瞳 4.78)( 3 . 16m(4問 x ，間)

桂 間桁1 . 1m-l .5m. m:3 .2m
柱 穴笹O.4m-l .0m 罪さO.6m-O.7m{P3 ・ P8のみ浅(O.3m-0.4m).

2m 

遺 物 P4から外面赤影町非ロクロ土師線怖の破片が1 点. P5からは土師器
係( ， )を含めて2点の非ロクロ土師器停の破片が出土。

60号規立柱建物跡
時 期奈良時代(8世紀か)
位置 12E- 63-8 ・ 9
主軸方向 N-73・ -w

規模 5目 x 3.66m(3間 x3間)
柱 間桁1 .7m-2.2m 畢 1 . 1m-l .4m

柱 穴桂O.6m-' 伽r深さO.5m-O.6m.. 
遺 物織し.

図 163 奈良平安時代の遺構(59 ・ 60 号掘立柱建物跡)
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61号擁立柱建物跡
時期 8閉
位置 12E-柑 19 ・ 20
理橿{柱間} 桁行3聞 (2 .3m) ， 銀行2聞 ( 1 .8m )
主軸方向 N-af-E 
百壊 さ O.4--0.8m 
絵穴桂 O.8-1 . 1m
温 軸土師器聖片
"12事項 目骨掴立往盛物跡と置なる

図 164 奈良・平安時代の遺構 (61 号掘立柱建物跡)
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62号掘立柱建物跡
時期 5期
也置 12E-47-14
規構(栓間) 桁行1 間 (2.8m ) 、梁行1 間 (3 .8m )
主軸方向 N-80"-E 
揮さ 0.5ωO.6m
柱穴桂 O.8- 1.0m
遺物
特記事項 107号住居跡と量なる

、 ./ 

@ 古島

セ ' \初旬

図 165 奈良・平安時代の遺構 (62 号織立柱建物跡)
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発掘前の掘立柱建物跡群(西部)

発担前の掘立柱建物跡群(東端部) 発掘前の掘立柱建物跡群 (105 ・ 106 号住居跡と 42 田 43 号掘立柱建物跡)
，〆

掘立柱建物跡柱穴断面

図 166 奈良・平安時代の遺構(掘立柱建物跡調査写真)
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2号土坑
時期 8醐 町、 守 - , 
也置 1 2E-51-4 '5 い;;--ーτー~J'
形 酷方形.鉢彩 、=云~\

L-' ωmÅ B 

。 'm 

4号土坑
蜘ミ三喜多F3

時 開 8醐 4 

位 置 12E-Sl -5

形 瞳円形、副形
理 槙佳l.lm
主軸方向 N--'-E 

理 さ O.27m 
遺 相 土師器保片
特記恵項
用 F夢 1 EJ(色砂 (組砂総主体)体

2 暗晴匝色砂{ 砂主 ] 
3 匝色砂(個砂砂主で硬〈しまる)
4 匝色砂(細で唖〈しまる)

3号土坑
時期 8期
位置日E-5 1 -5

協 組円に近い方形、鱗形
規慎1.35x 1.25m 
主軸方向 N-l0'-E 
理さ O.2m L-3. 柚m--"-

規穫1.1 x 1.25m 
主軸方向 N-l2"-E 
理さ凹m
遺 物土師器係、直片
特配事項
層 際 、 暗匝色砂(粗砂主体]

2 暗医色砂(掴砂主で.;1;1史混じり夜〈しまる)
3 匝色砂(個砂主で唖〈しまる)

。

遺 物土師器杯・置片
特記事項
圃~

足尋云云ヨデ
3 暗E色砂(掴砂主体)
2 匝色砂[担砂主体)
3 EJ(色砂 (細砂主で置〈しまる)
4 匝色砂{担砂で硬〈しまる)

L-'ωm..!L H 

5問 2ヌミまザベ時期 8閉 3~ ~5 
位置 12E-Sl -5

形 態檀 隅丸方形‘檀形
規 1 回 x 1.58m 
主軸方向 N-2"-E 

理 さ OAm 
遺 鞠土師器係聾
特記事項
圃 Jl': 1 EJ(色砂(粗砂主体体) 

2 EJ(色砂(幅砂主 ) 
3 暗匝色砂(細砂主で硬〈しまる}
4 EJ(色砂 (個砂で唖〈しまる)
5 匝色砂(粗砂で硬〈しまる)

--L L・3‘ 嶋m

6号土坑 恥下 ' τゴ
時 期 8剣 3 3 
位 置 12E-5 1 -5

形 瞳方形、箱形
規 棲1.42 x 1.5m 
主軸方向 N-16"-E 

理 さ O.25m 
遺 物 土師器汗・聾片
特記事項

' 序 1 匝色砂(粗砂主体)
2 暗医色砂砂(細{細砂主体で硬〈しまる)
3 EJ(色 砂主で唖〈しまる}

図 167 奈良・平安時代の遺構 (2-6号土坑)
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7号土坑
時期 8期
位 置 1 2E-5 1 - 5
形 臨畏円形、融形
規複 2.8x 1.78m 
主軸方向 N-l1-E 

軍吉 O.36m
遺 物土師器持. 須車器聾片
特配事項
層 F事 1 !!i色砂 (粗砂主体}

2 暗匝色砂〈中砂主体で軟弱)
3 晴匝色砂(細砂主で硬〈しまる)
4 !!i色砂 (粗砂主体で少ししまる)
5 暗匝色砂(細砂主体で唖〈しまる)
6 匝色砂(細砂主で硬〈しまる)
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8号土坑
時期 7期
位 置 12E-5 1 -5
形 態長円形、醜形
規模1.1川 Om
主軸方向 N-65二w
理さ O.23m
遺 物土師器係
特記事項 7号土坑に切られる
圃 序 7 轟匝色砂(細砂主体で‘木盟理じる)

8 !!i色砂 (粗砂主体で敏輯)
9 暗匝色砂(朝砂主で軟闇)
1O!!i色砂 (粗砂主体で軟弱)
11 !!i色砂(粗砂理じり硬〈しまる)

9号土坑
時期 8期
位 置 1 2E-51 -5
形 瞳円形、凪形
規槙1.1 x 1.3m 
主軸方向 N---W 
軍事 O. 18m
遺物
特記事項

L-3 伽失一-JF
o 1m -

図 168 奈良・平安時代の遺構( 1 ・ 7-9号土坑)
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10号土坑
時期 8期
位置 12E-52-1
形 館円形、筒形
理倹1.2xl .0m
主軸方向 N--'-E 
理さ O.3m
遺 物土師器杯・軍片
特記事項
層 序 ' 11(色砂 (租砂主体で少ししまる)

2 暗匝色砂(個砂主体で硬〈しまる)
3 11(色砂 {掴砂主で硬〈しまる}

11号主坑
時期 4J111
位置 12E-52- 1
形 睡皇方形、凪形
規模 2.22 x 1.18m 
主軸方向 N- ' 二w
i!jiさ O.3m
遺 物土師畠係・盤 ' lI!片
特配事項

B 

B 

12号土坑
時期 4期
位置 12E-53- 17
形 醒楠円形、鈴形
理檀1.53x 1.12m 
主軸方向 N-"-W 
理さ O.4m
遺 物 土師器鎌田聾片
特肥事項 目号住居跡下から倹出

13号土坑
時期 8期
位置 1 2E-53- 12
形 瞳楕円形瞳形
規模1.4x 1.18m 
主軸方向 N-46'-W 

軍さ O.23m
遺 物土師器卸. lI!
守寺田事項
11 事 1 灰色砂

2 暗匝色砂(瞳土. ;Ut;l!じる)
3 暗匝色砂(唖〈しまる)

三三~づ

図 169 奈良平安時代の遺構 (10-13 号土坑)
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14号土坑
時期 4期
位置 12E-53-22
形 睡畢方形、血形
規模1.7x 1.2m 
主軸方向 N-8S"-E 
軍さ O.2m
遺 物須11!畿壷片
特記事項

B 

/ 「\

。

。

J
引
E

再
開
」

52号住居跡下から後出

1 5号土坑
時期 5剣
位置 1 2E-54- 15
形 睡楕円形.皿形
規模1.8)( 1.3m 

主軸方向 N-5二E

E容さ O.2m
遺物
特配事項

22号土坑
時期 6期
位 置 12E-55-2
形 瞳繍円形. 皿形
理機 2.0)( 1.2m 
主軸方向 N-5"-E 
罪さ O.28m
遺 物土師畢杯、聾
特記事項 3号掴立柱建物跡柱穴が重なる
眉 序 1 黒匝色土(砂、韓土1.11じる )

2 暗匝色土(砂‘幌土が多(;mじる)
3 鳳匝色土(砂 1.11じる)
4 黒色土(砂少し理じる)
5 黒匝色土(砂多<i.lじる)
6 !K色砂(黒色土少し理じる)

B 

f戸二二三二日

L.-3. :K>mム 1 311主

Q 

A 

B 

23号土坑
時期 2期
位置 12E-55-9
形 睡楕円形、鉢形
規模 2.0)( 1.06m 
主軸方向 N-8S"-E 
理さ O.73m
遺 物土師器杯、軍
特記事項 目 69号住居跡に切られる

。

o 1m 
~ーー~ーーーーー~ニ当

A 
-一一 L-3. 20m

奈良・平安時代の遺構 ( 14 ・ 15 ・ 22 ・ 23 号土坑)
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24号土坑
時期 2期
位置 12E-55-9
形 瞳方形.皿形 L-3. 2Omよと
規模1.2x 1.2m 
主軸方向 N-2'-E 
理さ O.2m
遺 物土師器壷
特記事項 目号住居跡下から倹出. 瞳土、匝が多〈、炉自梅田様.
圃 序 1 暗匝色土(砂多〈理じる}

2 鳳既色E
3 暗E色土(匹理じる)
4 暗匝色土(慎土.砂理じる}
5 lJi.色砂
6 暗匝色土{砂.匝理じる)
7 循匝色土(砂;1じる)
8 晴臣色土(慎土、匝.砂理じる〉
9 /11色土 {木民、庇理じる)

~司ι十ー

~\\『

B 

主そ遺皇室ア三

A 

ム L-3 柏市 日

27号土坑
時期 3期
位置 12E-柑 1.
M 睡 円形.掴跡形
規模 2.27 x2.0m 
主軸方向 N一一 -E
理主 O.55m
遇 制調車穂聾片
特配事項

00¥ 

摺

るめ埋ま
さ

穴住跡
杯
鞠

形
付
建

叩
箱
m

台
桧

8
、
出
w

'm
立

4

形
1

F

犠
掴

聞

E
方
川

e
E
闘
号

副
日
畳

H

什
白
土
川
崎

坑土
期
置
臨
機
向
さ
物
項

ヨ言
方
事

持
軸
記

引
時
世
形
規
主
理
適
特

3 

o 1m 
匡-ーー

序 1 暗庇褐色土(砂多<il!じり硬〈踏み固められている)
2 IllIJi.色土 (砂、木俊総1哩じる)
3 匝色砂
4 IllIJi.色土 (砂il!じる)
5 lJi.色砂 [黒色土理じる}

図 171 奈良・平安時代の遺構 (24 ・ 27 ・ 28 号土坑)
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29号土坑
時期 8期
位置 1 2E-46- 10
形 瞳畏方形.血形
規穫 2. 1 )( 1.5m 
主軸方向 N-2"-E 
罪さ O.2m
遺 物土師畢係.高台付係
特肥事項

30号土坑
時期 5期
位置 1 2E-56-7
形 陣円形.瞳形
調模 1 佃 xl .0m
主軸方向 N--"-E 
理さ O.5m
遺 物土師器杯、高台付録.軍
特記事項 86骨住居跡竃を切る

33号土坑
時期 6期
位置 12E-47 円
形 瞳 円形.瞳形
理観1.9 x 1.7m 
主軸方向 N--"-E 
理さ O.4m
遺 物土師器係、軍
特記事項 106骨住居跡を切る
11 ~ 1 ，11IK褐色土 (醜之多〈理じる)

34号土坑

2 黒褐色主(瞳土.*段、砂理じる)
3 黒E色土 [砂多〈混じる)

時期 6期
也置 12E-47-12
形 瞳円形‘檀形
理機 1 .46 x 1.36m 
主軸方向 N-53"-E 
理さ O.3m
遺 物ニt師器蹄片、~I!器聾片
特記事項
層 序 1 崎医色砂(輯砂主体、韓土illじる}

2 ，11灰色砂 (中砂)

奈良・平安時代の遺構 (29.30 ・ 33 ・ 34 号土坑)
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32号土坑
時期 8期
位置 12E-47-1 6

形 態長円形、皿形
規模 3.0x 1.2m 
主軸方向 N-3"一E
漂さ O.15m
遺 物 土師器聾、刀子
特但事項 36号掘立柱建物跡柱穴を埋める

31号土坑
時期 8期
位 置 12Eー柑-20
形 態長方形、血部
規模 2.35x 1.43m 
主軸方向 N-3"-W 
深さ O.2m
遺 物土師器蔓
特記事項

図 173 奈良平安時代の遺構 (31 ・ 32 号土坑)
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37号土坑
時期 6嗣
位 置 12E-47-7
形 瞳楕円形. 揖'*形
規複 2.72 )( 1.7m 
主軸方向 N-40二w
理さ O.52m
遺 物土師器綜・置片
特記事項

6糊
12E-47-7 
畳方形、箱形
2.76 x 1.6m 
N-84"-E 

O.27m 

-, 

土師器界、 Z覇軍縛置片

~ 宍-3恥 一旦
ノー

35号土坑
時期 6矧
位置 1 2E-47-1 2
形 圏構円形璃形
規模 1 . 1 9xO.9Bm
主軸方向 N-8S

0

-E 

理さ O.45m
遺 物土師器聾片

36号土坑
時期 6湖
位 置 12E-47-12
形 圃術円形.皿形
理機1.68)( 0剖m
主軸方向 N-SS

O

巨

特E事項 祖母掴立柱建物跡柱穴と量怠る
ilI1さ O. 15m
遇 制土師器聾片

J 

.. 

特配写項

L-3. 崎明..A ...ll. 

~ミ三ミラダ
層 F事 1 黒色主(白色砂、 韓主連じる]

2 白色砂〔緑色土理じる]
3 黒色土(白色砂理じる)
4 黒縄色土 (1<色砂理じる)

D~ tJ l1 

L-3. 晶、司
A B 

やヰ三二戸二百ーと三-::::y
層 JJ 1 黒褐色土(樟土;Jlじる 0__ 1m 

2 黒色土(揖土;1じる) ーーー一ー面=
3 ..色土 (砂理じる}
4 鳳褐色土(砂、韓土理じる)
5 農褐色土 (醜土理じり、 しまる)
4 黒褐色土(砂理じる}

主軸方向
車さ
遺物
特記事項 44-47号掴立柱建物跡柱穴と量怠る

図 174 奈良・平安時代の遺構 (35-38 号土坑)
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c\ くコ D 

坑40

てさ';;;?l

」色 L-' 軸n B 

~ 

..AL-3.1Om 

1 黒色主{砂少し理じる)
2 黒色土{白色砂盟状に理じる) 5~ 
3 ..色土(粘質強い
4 黒匝色土(砂理じる.
5 白色砂{黒色土I1じる)
6 暗匝色砂(鳳色土理じる)
7 白褐色砂

図 175 奈良・平安時代の遺構 (39-42 号土坑)

- 190 

39号土坑
時期 6期
位置 12E-47-12
鯵 鎗 円形、圃形
規僕1.38 x 1.23m 
主軸方向 N一一"-E
理さ O.3m
遺 物 土師器係、聾
特記事項
層 序 1 暗褐色主{憧土理じる)

2 黒色土(砂理じる)
3 黒色土{砂i!じり.しまる)

40号土坑
時期 6期
位置 12E-47-7 " a
形 圏構円形、田形
規僕 1 .33 x 1.0m 
主軸方向 N-4-W 

理さ O.35m
遺 物土師器符聾片.刀子
特配.項
!I事 1 暗禍色土(銚土壇じる)

2 ..帽色土(銚土、砂理じる}
3 黒色土{砂理じる)

41号土坑
時期 6期
位 置 1 2E-47-7 'S
形 聾楕円形.田形
現複 1 羽川h
主軸方向 N-4"-W 

理さ O.35m
遺 物ニt師器鎌聾片、刀乎
特記事項 11 5-116号住居跡を切る

42号土坑
時期 3嗣
位置 12E-47-24
形 態円形、揖錫形
調 書奥1.88 x 1.7m 
主軸方向 N-- -W 

翠さ 1.1 m
遺 物土師輯鋳・聾片
特E事項 ' 5号古代璃に切られる

一行=--

。
。

」主

o 1m 
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序層

10 A 
...!:!....L-3.1Om 

5 

8 

11 
眉 序 1 黒色土(砂、韓土;mじる )

2 黒色土(砂;1じる)
3 匝色砂{黒色土il!じる)
4 緑色土(砂少し理じる)
5 青黒色主 (砂.匹、韓土il!じる }
6 黒色土(砂多<il!じる)

43号土坑
時期 6期
位置 12E-57-3 ・ 4
形 醒円形、揖鈴形
理機 3.05 x2.77m 
主軸方向 N一一 "-w
軍さ1.18m
遺 物 土師繕涛、聾、須車器畢頚壷
特記事項 120号佳居跡‘ 15号古代溝を切る

時
位
形瞳
規模
主軸方向
車さ
遺物
特配事項

5l1li 
12E-57-9 
楕円形、揖鉢形
3.1x3.1m 
N-32"-W 
O.9m 
土師器録、軍.須車器壷
130・ 131号住居跡と量なる

図 176 奈良ー平安時代の遺構 (43 ・ 44 号土坑)
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7 黒色こt (砂理じり、粘置)
B !Æ色砂(黒色こ主連じる)
9 黒色土 (砂斑状に多(1mじる)
10 匝色砂
11 晴灰色砂
12 線灰色砂{黒色土il!じる1
13 11'.灰色土
14 黒色土(褐色砂illじる)
15 黒灰色土(補色砂1mじる)
16 暗匝色砂(緑色土理じる)

ぷ



45号土坑
時期 5嗣
位 置 12E-57-8

形 睡檎円形.醜形
調橿 1 .3x 1.12m 
主軸方向 N-4S"-W 
理さ O.22m
遺 物 土師器係.盟、須車緑豊顕壷
特記事項

-A 

。

。

も白
。，

Q 

主 .H ZLH40m 
ミw一\\」二一/一

F 
4 .下

'....~ ~ 

ム_L-3. 00m \一一/ JE  

、\5 'G-ミ~づ-アア

4時土坑~一一一ー
時期 9期
位 置 12E-48-6

形 睡円形.掴鈴形
理機 2.8x 2師m
主軸方向 N--"-W 
理さ O.6m
遺 物 土師器鋳.重、 須車総長顕壷
特記事項 南西健から縄文中期土器、 鹿から同期石皿出土
圃 序 1 黒色土〈禍色砂理じる)

2 鳳庇色土{砂理じる)
3 黒色土(砂;1じる)
4 黒匝色土(籾砂理じる)
5 黒色土(細砂.醜土;1じる)
6 lJi色砂 {黒色土壇じる)
7 匝褐色砂(鳳色土i毘じる)

52号土坑
時期 8醐
位置 12E-44-24
形 鎗長方形、'*形
盟檀1.55x 1.08m 
主軸方向 N-3-W 
理さ O.4m
遺 物土師器璽片

\~ 
特記移項

, 
ノ

'#ー

55号土坑
時期 5期
位 置 12E-56-5

形 圏構円形、 揖飾形
規 制民1.36x 1.02m 
主軸方向 N-45・ w

臼車さ O.5m
..:...:... L-3.10m 一一 遺 物土師器鰐・聾片

¥/  特但事項

」一一~ 0 1m 

』ーーーー"'

図 177 奈良・平安時代の遺構 (45 ・ 46 .52 ・ 55 号土坑)
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7期

12E-51-4 

1.17 x O.88m 
N-62' -w 
O.3m o 壁は織やかに立ち上がる.
出土量は少な〈土師器坪が主体。 図示できたのは底部未銅整白土師
器揮が4点である.
環状に分布する土坑群に属する.

ーし(ー\F
59号土坑
時期
位置

規模
主軸方向
深さ
遺物

ミエy

一D

、ー--'=ニ，

,. 

c-

-
r
p
f
 

国

7期

12E-51-4 

1.85 x O.96m 

N-15' -E 

O .27mo 底面はほぼ水平。 壁は崩落により外側に大きく傾斜.

出土量は少なく、土師器主体. 土師器坪は( 1 )、 (2)のように底部未調整
のものが多い. 図示でき立かったが土師器聾も出土している.

環状に分布する土坑群に属する.

-0 C_L-3 伺m

切
60号土坑
時期
位世

規機
主軸方向
漂さ
遺物

特記事項

特艇事項

\主Idミ主J

7期 〆/
12E-51-4 

1.82x 1.01m 

N- 1 8・ 一 E
O.30m o 畑跡と同一方向で重複するため、壁は明確ではない。
出土量は世なく、土師器のみ. 器種は底部未聞盤の時が主体で、聾は
世ない。 土師器聾(51 1ま底部!こ『生」とへラガキされる.
畑溝との斬旧関係lま不明。環状に分布する土坑群に属する.

国

E
R

悶
」
《

ミ五二7

6 1号土坑
時期

位置

規模
主軸方向

潔さ
遺物

特配事項

モモヲ~→--，=-

L-3.llm 丙干「
7期 同一 二二B

12E-5 1 - 9北側 一一\

1.18 x O.88m ¥ 
N-l. -W ¥¥----../ 0 1m 

0.43m o 底面は丸みを帯びる. 恒

出土量は少立〈、土師据主体。 須車器は聾の11、破片が1 点の品。 図示
できたのは土師器杯2点と土師器片口鉢?点だが、土師器聾の嗣部破
片も世なくない。

1i:tは上層に暗灰色砂、下層に炭化物粒と焼土粒を多量に含む黒灰
色砂が堆積. 環状に分布する土坑群に属する。

62号土坑
時期

位置

規模
主軸方向

藻さ
遺物

特記事項

奈良・平安時代の遺構 (59-62 号土坑)
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63号土坑
時期
位置

規模
主軸方向
深さ
遺物

特飽.項

8期

12E 引 9北側
1.19 xO.77m 

N-73・ -w

Aー

之容三
Aく呈ZT

O.49m o 庫薗はほぼ水平。 壁は崩落により傾斜する.
遺存状般の良い土師器時が大半を占的、土師器聾の出土はわずかで
ある. 須車器は須車器聾(17)が 1 点のみ. 土師器坪( 1 ).( 2 ) 、 (3 )はロ緑
町一部が打ち究かれる.

166号住と量権する. 新旧関係は166号住→63号土坑.環状に分布する
土坑群に属する.

A 

64号主坑
時期
位置

規模
主軸方向
深さ

遺物

特 記 事項

o 1m 宇司三r\宅以 ~l"'"
百J

』ーーーーー

65号土坑
時期
位置

規模
主軸方向

深さ
遺物

8期

1 2E- 51 - 10北側
1.49 x 1 凶m
N-63

0 -w 
O .62m o 底面はほぼ水平.

¥ / 
土師器時が主体となるが蔓や甑も少な〈ない. 灰軸陶器碗(12)は66骨
土坑と遺構間擁音. 他に犠骨の微細片と思われるも由やガラス小玉
(13)、炭化したモモ由種子やイネ、ムギも出土.

特記事項 覆土は炭化粒及び焼土粒を吉む操灰色砂. 出士通物から菖績と考えら
れる。 環状に分布する土坑群に属す.

図 179 奈良・平安時代の遺構 (63-65 号土坑)
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66号土坑
時期 8矧

位置
理模
主軸方向

車さ
遺物

恥 Wu
\一一一一/

12E-51- 1 0 ・ 12E-52-6

特記 移 項

1.67)( 1.38m 

N -89・ -w

O.58m o 底面はほぼ水平. 壁は崩壇が著しく‘外倒に傾斜.
土師器主係. 図示できたのは土師器亦が多いが.出土遺駒田中には
土師器亜の胴都磁片も少なくない. 65号土坑と閉じく.瞳骨の微細片1;
思われるもの及び炭化したスモモの種子やイネ.ムギなども出土。

覆土は炭化粒及び憧土粒を含む暗匝色紗固出土遺物から基調貨と考えら
れる. 現状に分布する土坑務に置す。

\
へ〔

68号土坑
時期 8期

位置 12E

規模
主軸方向

車さ
遺物

o 1m 

-ーーー=ーーーー=

特記事項
膚序

2.49 x 2.16m 
N-75・ - E

O.37m。 底面はほぼ水平. 壁はほぼ垂直に立ち上がる。
lA車器の占める割合が高いが.全て置の磁片. 底解未聞聾の土師器
係(1 )、 (3)が出土. 出土した調車器片が71号土坑(7)と遺権問機合.
1 59号住居と量織する.新旧関係は159号住-68号土坑白
1 茶褐色土 砂を多〈含む。 近世以降の自慢.
2 暗E色砂 鈎置で軟調な砂層.
3 貧民色砂 地山砂層のブロ ック.
4 集灰色土 砂を少量含む. やや粘性のあるシルト置土を含む.燦

土粒及び胆化粒を含む.

砂を少量含む.炭化物主体田園.

綱貴で軟覇な砂層. 2層よりやや暗い.
焼土粒と炭化粒を吉む。

しまりが有り、醜土粒と炭化粧を含む.
池山の貧匝色砂がliじる。

5 黒色土
6 暗匝色砂

7 轟E色砂
8 織匝色砂
9 暗E色砂

回

67号土坑
時期 8嗣
位置 12E-51-10
規模 2.27 x 1.49m 
主軸方向 N-82・ -w

深 さ OAOm o 底面はほぼ水平。
遺 物土師器主体。 土師器保や土師器聾のほか、図示できなかったが土師器

甑も出土. 須車器lま転用硯(6)が出土している.

特配事項 覆土は炭化粧と暁土軸を含む黒灰色砂。 一部を近世溝に纏される. 嘩
状に分布する土坑群に属す.

図 180 奈良・平安時代の遺構 (66-68 号土坑)
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69号土坑
時期
位置

規模
主軸方向

車さ
遺物
特記事項

8期
12E -51-8南側

1.64 x 1.20町、

N-460 -E 

A_L-3.20m 

O. 14m Q 壁は鵬績が著しく、残りが不良.

-8 

出土量は憧かである. 軍部未聞亜の土師器師( 1 ) 、 (2)が出土.
置土Iま炭化粧を含む黒庇色砂. 一部を近世潟に獲される.

71号土坑
時期 8期
位置 12E- S2- 11

規後 2柑 x 1.34m 

主軸方向 N-84・ -w

理 さ O.37m o 底面はほぼ水平. 壁は蜘犠が著しく外側に傾斜.

凶

遺 物土師器主体。 調車器iま6B号土筑と適格問様合した聖(7)由み. 土師器

73号土坑
時期
位置

理機
主軸方向

車さ
遺物
特配事項
眉序

涛はほとんどが底鶴来調整のもの。

特記 事 項覆土lま脱化粒を含む暗E色砂.

~戸

pt 
号忍

A B 

o 1m 

""ーーーーーーー=

8嗣

12E-52-24- 25南帽
3.38 x 1 .64rr、
N-7S. -w 

A建立臼

O.50m o 底面はほぼ水平. 壁はほぼ垂直に立ち上がる.
緩めて少な〈、致点の土師畢蹄と亜の磁片が出土したのみ.
181号住居とE徹する. 新旧は，.，号世→73号土坑固
1. Ð<色砂 軟面で均質な砂層.
2 暗匝色砂 鉄分の腫集が目立つ。
3 暗匝色砂 鋲分自撞集が目立つ. 敏面な砂層.
4 暗匝色土 砂を多〈含む. 鉄分自謹集が目立つ.

5 暗匝色砂 軟弱な砂層。 地山由貿匝色砂が混じる.

図 181 奈良・平安時代の遺構 (69.71 ・ 73 号土坑)
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L-3.20mA.. 

\ミミ

o 1m 

-ー=ーーー=ーー

B 

宅g

。

。

、

。。

際ぜ;五竺~.-J' 

--;/'- \肘湖、γ

1号井戸跡
時期 5期
位置 12E-43- 1S
形 睡円形、掴僻形
規模 3.37x 2.84m 
主軸方向 N--'-W 
理 さ 1.56m以よ
遺 物土師器片

. .,. '!. 双 子

• ... ... ・

特飽事項 理さ 1 .5mほどで水が書き.それ以上発掴不可能。
層 序 1 罵色之(砂理じり、粘置)

ロ'"匂む

2 黒庇色土(砂多〈理じる)
3 緑色土(帖置でしまる)
4 黒色土(砂多く理じり.粘置でしまる)
5 褐色砂
6 黒庇色土(砂多〈理じり.しまる)
7 黒色土(砂多〈理じりしまる)
8 暗匝色砂
9 !Ji色砂
10 暗庇色砂(黒色土理じる)
11 !Ji禍色砂
12 JIII !Ji色土 {砂理じりしまる)
13 ø:::色土 (砂理じる)
14 縄色砂(黒色土理じる)
15 縄色砂 (黒色土幅状に埋じる)

。

a 
a . 

セ主主歩

ぷグ
ヨ胃

ヒフ
。

Jづメクプー
二二人三uへF

1号古代溝
時期 2-3鰍
位置 12E - 42 - 17.......20
走行方向東西、 N-8t-w
幅 O. S....... 1 .0m
理さ O.2m 
長さ 30m 
断 面浅い畳台形
遺 物 12E- 42 - 20で土師器持、軍出土
特配事項摺跡の巨画湾と考えられる

1 号古代溝 12E-42-19 付近拡大図
*・

図 183 奈良・平安時代の遺構 (1 号井戸跡、 1 号古代溝)
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可一丈ご -1¥  

e 由|

3号古代溝
時期 6期
位 置 12E - 54 - 4
走行方向車西、 N- 73・ E
幅 O.6....0.7m
深さ O.2m 
長さ 6m 
断 面浅いU字情

。

遺 物土師器師、蔓が密集して出土
特記事項単独にあり、 畑畝溝では主い

ミ三じ五f メ分一7J.，oud-Lρん一方-

長
円」

グ/
"1 

。

。

/// / 。

図 184 奈良・平安時代の遺構 (3号古代溝)
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時
位置 1 2E -55-3- 1 2E-55-5
走行方向 東西、 N- S7'-E
幅 O.6-0.8m
理さ O.3-0.5m 
量さ 19m 
断 面上部が少し広がるU字形
遺 物 12E- 55-4で土師器節、壷等が集中して出土
特記事項畑障の直面溝と考えられる

遺物集中部は掴り直している
周 序 1 黒匝色土(砂理じる)

2 黒匝色土(砂縄貧農とも少し理じる)
3 暗匝色土 (砂多〈理じる}
4 暗匝色土 (砂.黒色土理じる)

一十フE己』 ¥ 
三二Z二三フ

二:DQ一一

fb も
。

σ
@
0
 

0
 

B 

5 暗匝色砂(黒色土理じる1
6 鳳匝色土(砂少し理じる)
7 黒匝色土(白色砂1Mじる)
8 暗匝色土{白色砂多〈理じる)
9 暗匝色土 (黒色土、砂理じる)
1 0 地山砂
11 属匝色土(白色砂多〈理じる}

12 白匝色砂(無色土少し1Mじる)
13 黒匝色土 (砂多く理じる}
14 属医色土(砂多〈理じり. しまる)
目黒E色土(砂、暁土、木俊Il!じり、遺物多数
16 1111<色土 (砂、韓土.木胆少し理じる)
17 無匝色土 (砂埠じり、しまる)
18 黒色土(砂理じり. しまる)

o 1m 

図 185 奈良・平安時代の遺構 (9号古代溝)

200 



二二~
。
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@ 

ミミ~ @@  〉貯 ラ旬@ i ('同

ーの)竺σ 。 何:;~
一一 L-J 田m -'! 

一一\~

11号古代溝
時期 3-4期

。

位 置 12E-45-13-12E - 45一日
走行方向東西、 N-86"-E
幅 O. 7.... 1.0m
理さ O.2.....0.25m 
畏さ 17m 
断 面遣い亜台形
遺 物 13 ，， 4号溝と交差するところで重出土
特配事項掴跡の区画溝と考えられる

1 3号古代溝
時期 3-4閉
世置 12E - 45-15- 1 2E - 46 - 11
走行方向東西‘ N-sf-E
幅 O.7-0.8m
軍さ O.I-0.15m 
墨書 7m 
断 面浅い逆台形
遺物

。d

。

1m 

特配事項 1' - '4号清と連続し.畑跡のE画珊と考えられる.

図 186 奈良・平安時代の遺構 (11 - 14 号古代溝)
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0::::::(3話=シ口

と7
0Y  

o 1m , 

<:::::コ

• 

15 号古代溝 12E-50ー17 付近拡大図

15号古代溝
時期 4-5期

A L-2. 田m

位置 12E-57-3.....12E-回一 18
走行方向車西、 N-74.....S4.-E
幅1.0- 1.3m
深さ O.3-0.5m 
長さ 154m 
断 面逆台形
遺 物 12E・ 50・ 17で土師器臨出土

- ~ 

-、内債-

特記事項途中断続したり、屈曲しながら続〈この時期最長
の溝。 集落を区切る溝と考えられる.

主必中

'iF. 

B 

12E-5o- 2 杯出土状態

図 187 奈良・平安時代の遺構 (15 号古代溝)
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L
 

inn-'T 

九回

図 189 奈良・平安時代の
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九.. 九"

遺構(古代畑跡実測図①)
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九.銅

/-... 

+白・

1蜘y、

u匡

七.. 九

九一



→吉司
+"..・

→、H
九噌匁

九町
九"

℃了雨量P

-fT. __ " 
+.亀山

喰-..~..
九魁肉

+唄

12 E-55ー14 付近の古代畑跡と住居跡 12E-46-17 付近の古代畑跡出土の杯

図 190 奈良・平安時代の

- 206ー



九日
九『

九..

+.句

+..・ 九円 o ,Om 
包

12E-45-14 付近発掘前の古代畑跡 12E-45-14 付近の古代畑跡

遺構(古代畑跡実測図②)
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九句
+ー"

12E-39-21 付近の古代畑跡

12E -59- 6付近の古代畑跡 12 E-58-1Oの古代畑跡畝溝に入る白色土
図 191 奈良・平安時代の
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九H
九

九-.

九『
九四

12E-59- 4付近の古代畑跡

遺構(古代畑跡実測図③)

九"

九叫

209 

九四
十h・

九ψ

九..
+.噸.

九..
九駒.

九制伺
九回

九.
九“

九..

九四
十円側

九伽・

o 10m 

旨ーーーー
+岨町 +... 

「眠"'"♂"'"株ゐa弘~一、，、-、

12E -49一日付近の古代畑跡



12 E-46-22 付近の古代畑跡 12E-46-17 付近の古代畑跡

12 E -55-14 付近発掘前の古代畑跡 12E-55-15 付近の古代畑跡

6苧W

12 E -49-15 付近発掘前の古代畑跡

ャ.ミb

%、

.，:!"う.-会- -.. .. ， ム _...... 噌山

1: ":  ,,' -: .,,,, 
・直 二fE ZL ¥ 

品 、 ー、

2 E-39-2 1 付近の古代畑跡

図 192 奈良 ・平安時代の遺構(古代畑跡写真②)
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3. 鎌倉・室町時代



1- 3号中世溝
時 期 13世紀
位置 12E -41 . 14-12E-52-7 
走行方向 N-50"-W
幅上O.S- 1.5m、車O. 3...... 1.0m
揮さ
畢さ
断面
遺物
特臣事項

i +(<_ 

勾

民向

" ..叫

¥ 
4-6号中世溝
時 期 13世紀
位置 12E・ 42 - 13-12E- 52・4
走行方向 N-41"-E
幅 よO.5-1 .7m ， JlO.2-1.0m 
揮さ O.'.....O.5m 
長さ 計122m

l冊目

ト咽制帽

!明快 M

、"
遺 物 5号鶏で山茶醜出土、 6号湾で省調戸折緑小皿.
特担率項 3条lま平行し.ー置の溝と考えられ、遭'-3号璃と

直角に接する. ー都平坦面があり. 跡と推定さ
れる.

」川

十，-咽

\ヘ\

i崎叫

j帽H

7-1 
時

1 .叫

I，..~ 

位置
走行方向

+ 

i 園町

' .・ 白島

!略目

1.・・・

1... 

幅上O.S..... 1.2m、底O.2....0.8m
i1tlさ O.2-0.3m
皇さ 官十日Om
断 面量台形
遺物

l明"

!・ー

持配事項 6条!ま平行し、一連由自陣と考えられ、畑畝却略的可
能性も考えられる.

13-14号中世溝
時 期 14-15世紀
位置 12E-62-3 -'2E-44-22 
走行方向 N-34.....aO.- E

帽よO.S.....'.2m. 1I0. 2....0.8m
揮さ O.2.....0.5m 
長さ 100m 
断 面亜台形
遺 物古顔戸緑軸小皿ー折線理皿*'~骨壷
特記事項教条が平行し、一連の講と考えられ.遺跡の剛溝

と考えられる. 最大幅9.5m

4 国..

I4  
... + 

l… 

i 

l 

図 193 鎌倉・室町時
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寸可則.. 一十旧制 ト且.叫

6子長

」引 局窓て，ui- i 恥?
n¥ 品開 14....1 :，冨Z匝2時+-附

九四

15 ， 31 ， 32号中世溝 '... 
時 期間世紀
位 置 12E一回一 10....12E一回一 15
走行方向 Nー柑-s1*-w 、も、
幅上O.7-1.5m、車O.3-1 .0m 、~
理さ O.2-0.5m V 
墨書 計125m
断 面蓮台形
遣帽
特配事項 3条lま平行し、 一連白書と考えられる. 31号溝は

さらに東へ120m樟<.

'.." 

,,... 

， ，.砂圃

1.-・ 寸明日

1...... 

h日"

16.22号中世溝
時 期日世紀
位置 12E-53-17-12E・ 54-1

i回目 走行方向 N-53'-E
幅上O.3....1.7m、慮。 1-1 伽首
謀さ O.2....0.5m 
c&さ計55m
断 面畳台形
遺 物 12E-53-10で属'幽主
特毘事項浅〈‘直幅削広いと二ろから遭跡も考えられる.

1..- 18 ・ 19 ・ 21号中世溝
時 期 14-15世紀
位置 12E-43 -2S- 12E -44-22
走行方向 N-柑.....70' -E

幅 上1.2-2.3m、底O.7.... 2.0m
理さ O.2....0.3m 

! 畢さ 針65m
，..・ 断 面置台形

遺物
特記事項浅<.底幅が広い所はよ〈踏み固められていて、

道跡であることが確寵された. 1 3"4号溝からの
輯きと考えられる.

20 .28号中世溝
'. . " 時 期 14....15世紀
位置 12E・44- 11.... ， 2E・ 54-20
走行方向 N-18....4S.-W
幅 よO.5- 1.2m、 鹿O.3....1 .0m
理さ O.2-0.4m 
長さ 計17m

、 断 面 V字形.亜台形

， _- 遺噛
ー 特盟事項数条の璃からなり、一部広い所1ま亜跡.

ι o ""判
代の遺構遺物分布① ーーーーーヨ
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hv i重量注iu-
5号中世溝 12E-42-24 山茶碗出土状態

. . 

一
九

四

-" F\て二"ー埼

近世溝と並行する 48 号中世溝
鎌倉・室町時代の遺構(中世溝写真①)

缶

、 ‘ . 

- 214-

図 194
13 ・ 14 号中世溝近景



23号中世溝
時 期 14-15世紀
位置日E-54 -6.....12E -54-18
走行方向 N-5S'-W
幅 上0.4-3.0m、底O.2-1 .3m
罪さ O.2.....0.4m 
畢さ 21m 
断 面畳台形
遺 物側溌から馬骨
特配事項数条の渇からなり.一部広い所は遭跡。

24-27号中世溝
時 期 14..... 1 5世紀
位置 12E-44-22.....12E 制 15
走行方向 N-4S'-E
幅上O.S.....2.0m、直O.2....0.3m
軍さ O.2.....0.5m 
畏さ 肘95m
断 面 V字形、逆台形
遺 物 24号講で童美置
特配事項数条町耳障からなり‘全体で側講を有する遭跡と

考えられる.

図 195

26 号中世溝

LRJtFyt L , -・，、- .. 
"" 「ー\九，<!"x.Øt< ' 、 i

，:"， ，'.;..*'!'- 、
< 、

‘、 ，

' ... 

tf. 

29-30号中世溝 16 号溝 (12E-5:ì=i4有jfi)
時 期 14 .....15世紀
位置 12E- 54- 1 2.....12E - 45 - 1 7
走行方向 N-46'- E
幅 上O.8-2.0m、車O.3...... 1.5m
軍さ O.2......0.5m 
豊さ 針15m
断 面 V字形.逆台形
遺 物 30'き璃で常滑聾
特記事項敏条白剤ーからなり‘底帽の広い所は遭跡と考え

られる.

45-47 ・ 49号中世，昔
時 期 14...... 1 5世紀
位置 12E-54-4......12E- 55-3
走行方向 N-46'-W
幅上O.7- 1.0m. 底O.2-0.6rn
揮さ O.2.....0.5m 
Jlさ tt43m
断 面 V字形、亜台形
遺物
特記事項目号溝に直交し、 道簡に在った畑蹄か畳敷地を

区画する溝と推定される.

鎌倉・室町時代の遺構(中世溝写真②)
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50-51号中世清
時 期 14-15世紀

0.. 

位置 12E-45-7-12E-45-13 
走行方向 N_49

0

_W
幅よ1 .2- 1 .4m . JlO.3-0.8m 
理さ O.2-0.4m 
畢さ E十19m
断 面 V字形.避台形
遺物

• 

勺〆

特記事項 2条が平行し.遭跡由側溝と考えられる.

48 ・ 52 ・ 53 .55 .57号中世溝
時 期 14-1St世紀
位置 12E・55 -12-12E- 55 - 15
走行方向 N 柑t- E. N-42"-W  
幅よO.3-1 .3m . 車O. 1-0.8rγ、
軍さ O.2-0.4m 
長さ 昔十引m
断 面 V字形、亜台形
温鞠
特記事項目号溝に直宜あるいは並行し.道簡に在った畑

跡かI!U農地垂直面する溝と推定される.

54号中世溝
時 期 14-15世紀
位置 1 2E - 4S - 25-12E - 56 - 12
走行方向 N-4f-w
帽 よO.6....0.7m、 JlO.2-0.4m
軍さ O.2....0.3m 
長さ 計33m
断 面畳台形
遺物
格回事項 1号中世遺構と3骨弁戸とを聾ぐ.
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56号中世溝
時 期 14-15世紀
位置 12E-45-20....12E- 56 - 1
走行方向 N-4ぴ-w
帽よ1.0-2.7m 庫O.6- 1.8m
理さ O.2....0.3m 
"さ針20m
断 面亜台形
遺 物古溜戸甑子.常滑..11
特Ië!事項輔が広< . 他国調と奥なる.

¥ @ 

l圃梯E

図 196 鎌倉・室町時
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12 E-47-23 付近から東を望む
58 ・ 59号中世溝
時 期 13世紀
位置 12E-56 - 3勾 12E 柑 1
走行方向 N-42'- E. N-5S

0

-W 
幅上O.3-0.9m. 庫O. 1-0.4m
理さ O.2-0.3m 
長さ 肘25m
断 面 V字形.遭台形
遺物
特記事項畳敷地の巨園清と考えられる

12E-48 の斜面部中世畑跡
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九引 七四

218 

68-75号中世溝
時 期 13- 1 4世紀
位置 12E 柑 20-12E-60- 6
走行方向 N-35....43.-E、 N-55....60.-W
帽よ0.8....1.7m. 1I0. 2....1 . 3rn
理さ 0.2-0.3m 
長さ 計90m
断 面 V字形、連台形
遺 物田号溝で育睡蓮芥文碑
特記事項畑跡垂直面する溝と考えられる.

c.._ 

!咽吋 d監五

1.- ~17. ?ﾘ'  

!聞・" 」寸j

1.咽相 1司日

l 峨ト島剛

+ 

口... 

+ 
c._ 

1... 

図 197 鎌倉・室町時



十目 1_- 1.._-

~Fー 1二/行
76-88号中世溝
時 期 15世紀
位 置 12E -49・ 7......12E - 40-19
走行方向 N-31"- E ， N-50......S7"-W  
幅 上O.S....1.6m、直O.S...... 1.0m

理さ O.2......0.3m 
畏さ 計185m

九引
" 一一一一一ー--- 断 面浅い量台形

1..-
遺物

1. 特lèl修理畑跡を直面する璃と考えられる.
89-90号中世溝
，春 期 14......15世配
位 置 12E・ 50・ 18-12E・ 60・ 2
走行方向 N-34"-E
幅 上0.6- 1.0問、底O.3......0.5m

!…/ 
理さ O.1-0.2m 

FD4 . }町 長さ tt46m 
断 面浅い畳台形

r.・・ 遺 物
特臣事項~温地との境iIIと思われる.

1......~必 +幅.. ぐ 十，引 1.山

、j
r._. !圃同

i曙.. i 置問 、
1... 

1._. 

"ー
!

?

1,..... 
1 同・・

1... 

二五叩 .-. o 10m 

-ー
九叩

代の遺構・遺物分布③
発掘前の 89'90 号中世溝

5i!←ιJぺ九段&三
字五二忠一( 記シ今輔氏自

国・・・・圃人三|匿語圏』

UlI ・

-41 EE通園
12E-50 付近の剖号中世溝と古代畑跡

1 .ゅ.
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1号中世掘立柱建物跡
時 期間世紀
位置 12E-41 -目、 51 . 5
理檀{栓問。桁行3聞 (2.2m ) ，.行司聞 ( 3 .6m)

主軸方向 N~43'-W 
理さ O.2-0.4m
柱穴笹 O.3-0.5m
遺物

o 1m 
=昌箇E孟畠--

特配事項 1号中世清に並行し、 同時期と思われる.
西側に彊り出しあり.

図 198 鎌倉・室町時代の遺構(1 号中世掘立柱建物跡)
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2号中世据立柱建物跡
時 期 14世紀
位置 1 2E-44-20.45- 1 6
規機(柱間，桁行2間(口m).~震行1 間 ( 3 .5m )
主軸方向 N-62"-E 
理さ O.2-0.6m
柱穴桂 O.4-0.93m
遺 物周聞から常滑軍片
特配事項
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41
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o 1m 
匡 7 

0 0 

3号中世掘立柱建物跡
時 期 14世紀
位置 12E 判 20 -25 ， 45 - 1 6-2 1
理模(柱問，桁行3間 ( 1.9m ) 、 畢行1間 ( 3.0m )
主紬方向 N一拍 -w
理さ O.2-0.5m
柱穴笹 O.3-0.4m
遺 物周囲から常滑聾片
特配事項 2号建物跡と量なり、 30号中世講と直角を成す.

。

争 \手

図 199 鎌倉・室町時代の遺構 (2'3号中世掘立柱建物跡)
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4号中世掘立柱建物跡
時 期 14世紀
位置 1 2E-45-16

D 
Pl0 

理観(柱間 l桁行3間 ( 1.9m ) 、軍行1 問 ( 3 伽判)
主軸方向 N-35・-w
理さ O. 2......0.4m
家主穴置 O.3.....0.7m
遺 物周囲から常滑聾片
特肥事項

図 2∞ 鎌倉・室町時代の遺構 (4号中世掘立柱建物跡)
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6号中世掘立柱建物跡
時 期 14世紀
位置 12E-46-21
規槙(柱間桁行4間 (2 .2m ) 、操行1間 (3.3.....3.8m )
主軸方向 N-27二w
理さ O. 15 -0.3m
柱穴笹 O.3-0.6m
遺物
特記事項

図 201 鎌倉・室町時代の遺構 (6号中世掘立柱建物跡)
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5号中世掘立柱建物跡
時 期 14世紀
位 置 12E一日 ' . 6
珊機(柱問符行4間 ( 1.6~2 .5m ) 、軍行2聞 ( 1.8m )
主軸方向 N-8S"-E 

揮さ 0.2町O.5m
柱穴笹 0.4~O.8m
遺物
特記事項 54号中盤溝をまたぐ
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7号中世掘立柱建物跡
時 期 14世紀
位 置 12E 柑・ 16'17
盟後{柱F・n : 桁行4間 (2.0m ) ，霊行1間 (3 .0m )
主軸方向 N-2S"-W 

理さ O.3-0. 7m
柱穴笹 O.3-0 .5m
遺物
特記事項
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図 203 鎌倉・室町時代の遺
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B号中世掘立柱建物跡
時 期 141盤配
位置 12E-46 - 17.18
理機〈柱間 l桁行3問 ( 1.9m ) ， 量行1問 ( 2.8m)
主軸方向 N-7'-W 

理さ O. 3......0.4m
柱穴笹 O.4-0.5m
遺 物古瀬戸帽子
特記事項

図 204 鎌倉・室町時代の遺構 (8号中世掘立柱建物跡)
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図 205 鎌倉・室町時代の遺構(11 号中世銀立柱建物跡)
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9号中世掘立柱建物跡
時 期 13.....14世紀
位 置 12E 日 3 .4. 9
規模(柱問，桁行3間 (2.0m ). 霊行1間 ( 3 .5m )
主軸方向 N-I3"-W 
理さ O.2.....0.6m
柱穴桂 O.3-0.7m
遺 物育櫨蓮弁文醜
特肥事項 2-3練が置なっていると推定される
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10号中世掘立柱建物跡
時 期 15世紀
位置 12E-47 . 8-9.13.14 
規槙{柱問、桁行3間 (2.5m入 車行3間 (2 .2m )
主軸方向 N-45二w
理さ O.4-0.5m
柱穴桂 O.3-0.6m
遺 物古瀕戸平砲常滑鈴、 曲賞
特飽恵項廟柱と思われる彊り出し絵穴がある.

図 207 鎌倉・室町時代の遺
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1 2号中世掘立柱建物跡
時 期間世紀
位 置 1 2E-47-24
規制健(柱問、桁行2聞 (2 .0m ) . 畢行1 間 (2.5m )
主軸方向 N-72二E
揮さ O.2-0.6m
柱穴笹 O.3- 0.7m
遺物
特E事項南側に彊り出しあり.
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図 208 鎌倉・室町時代の遺構 (12 号中世掘立柱建物跡)
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回 世掘立柱建物跡a 

13可中期 1 3...... 14世紀/ I 
時 置 1 2E-48 - 16 畢行司 間 ( 2 ，3m )

Cゅ
位 問桁行3問 (2.7m ) ，規機(柱 40'-E に
主軸方向 0N2-~05m 可 理 さ置 O.2-0.3m

。P 2
に N 

柱穴 蝿跡を望む，a 
遺 物 斜面部にあり、 東倒の特記窃項
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図 209 鎌倉・室町時代の遺構 (13 号中世掘立柱建物跡)

~235 ー



亡〉
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ーで下干
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主月
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14号中世担立柱建物跡
時 期 16世紀
位置 12E-J9 - 1 9'24

ー哩司ι十一

-ぜ'‘
'-、
凸"..

理襖(絵間桁行2間 ( 2.2m) 霊行2間 ( 1.5m )
主軸方向 N-2S"-E 

理さ O.3m
柱穴置 0.7 x 0.5-1.7)( O.8m 
遺物
特Iè.項柱穴が方形に並1:ず、機造不明.

ー、

三更三

m 
a 

F 

"-

N 
a 

の

a 

o 1m -

図 210 鎌倉・室町時代の遺構 (14 号中世掘立柱建物跡)
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ミ註逗季折豆半
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o 1m 

1 号中世竪穴遺構
時 期 14世紀
位置 12E 日- 5
酪 飽隅丸方務
規復 3.8x4.3m
主軸方向 N-1S--W
漂さ O. lm
iI< 面平坦でよ〈踏み固められている.
遺 物東側で常滑聾片幽土

'=ーー=ーヨ

特肥事項 54号中世溝に曹がるが、性絡不明.
層 序 1 黒匝色土(砂;哩じり、少し補色でしまる)

2 黒匝色土(砂.属色土理じり、しまる)
3 暗匝色土(砂多〈理じる)
4 暗匝色土(砂多〈理じり、しまる)
5 属医色土(砂理じり.少し帽色1
6 黒民色土(砂多〈浬じる)
7 黒色土{砂理じり‘しまる

図 2 11 鎌倉・室町時代の遺構( 1 号中世竪穴遺構)
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17号土坑
時 期"世紀
位置 12E-45-17
形 瞳円形、掴鉱形
理機 3. 1 ><3.4m 
主軸方向 N--"-E 
理さ 1 .25m
適 鞠土師畢聾
特記'"項

o 1m -

11 " 1 11褐色主(砂理じる)
2.禍色土(砂境状!こiiじる)

~ O 
.X-P'〆

糧安プ

〆

A 

3.色土{砂少し;1じり 、 粘買) ム L-J 恥
4 属医色土(砂多〈理じる)
5 属医色土(砂少し浬じり、 縄鍛出る)
6 黒匝色土(砂理じる 8 暗E色土{砂少し理じり、粘置}
7 暗匝色紗(串色土iiじる 9 暗匝色砂{砂が湯巻〈ように権楠}

10 暗匝色砂(砂が輔状に雄輔)

16号土坑
時 期 14世紀
位置 12E-45- 12
形 瞳嫡円形、皿形
盟襖1.8>< 1.3m 
主軸方向 N-5"-E 
i!olさ O.2m
遺物
特記$項

2 

4 11 暗匝色砂(黒色土が踊上に入る)
12 匝色砂(黒色土入る)

5 8 

13 匝色砂
14 暗匝色土(鳳色土.砂がλる) 11 

l 

ぺ
ノア
圃序

• 

6 '"色砂(暗匝色砂輔状に理じる)
?暗匝色砂(黒色土理じる}

9 

18号土坑
時 期 "世紀
位置 12E-45-16'17
形 阻円形、鉢形

B 

t 黒匝色土{民褐色砂理じる)
2 鳳匝色土(砂多〈理じる)

8 民禍色砂 ，.色土理じる}
9 .色土{褐色砂理じる)

規模 2.9x2.7m ， 1.8>< 1.8m 
主軸方向 N__O_E 

3 黒色土(砂理じる}
4 '"色砂 ' 11色之理じる)
5 暴圧色土(砂理じる)

10 風色土塊
11 匝色砂〈暗灰色砂・黒色主連じる)
12 鳳色土と砂の踊状E圃

図 212 鎌倉・室町時代の遺構 (16-18 号土坑)
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理さ 1 .05m、 O.95m
遺物
特毘事項 2基の土筑が置なる

‘・



~ L-3 ∞m 

.:." 砂
I ~ ~ ‘ 、. . 

ヤ司る7 ~ L-3.1Om 

ーザ0=--

孔 ι 包
21号土坑

B 

20号土坑
時 期 15世紀
住置 12E-45-20
形 盤情円形、血形
盟後 2.83x2. 1 8m ¥ 
主軸方向 N-5'-E ド1

軍さ O.65m ^........., 
遺 物常滑鉢片

問問 U 

時 期間世紀
位置 12E-55-7
形 皿機円形. 皿形
規僕 3.25)( 2.6m 
主軸方向 N-47二E
理さ O.6m
遺 物土師器聾片
特記事項

一+ゥ戸=ーー

図 213 鎌倉・室町時代の遺構 (19-21 号土坑)
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19号土坑
時 期間世紀
位置 12E-45-24
形 館円形.皿形
規機 2.25)( 2.2m 
主軸方向 N---E 
理さ O.3m

\ 量鞠
特記事項

8 

。

/ 

o 1m 
ヒ



千\

ム L-3.40m

o 1m 

包ーーーー

ふ

~ L-3 初m

25号土坑
時 期 15世紀
位置 12E-日 11

a 形 恕円形.鯵形
理構 2.8 x2.6m 
主軸方向 N--'-E 
翠さ 1 .4m
遺 物北側の小坑から端E皿

仁 特記事項

B 

26号土坑
時 期 14世紀
位置 12E 柑 11
形 酷 円形、鈴形
規模 3.7 x 3.3m 

主馳方向 N一一一E
理さ 1 .2m
遺 物古車戸師皿、常滑壷
特配事項

図 214 鎌倉・室町時代の遺構(25 ・ 26 号土坑)
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B 

47号土坑
時 期 13世紀
位置 12E-48-20

は 睡楕円形掴僻盟模 6.3 x6.0m 
主軸方向 N-4S--W 

理さl.lm
遺物
特記事項

。

。。

A L-2.80m 

48号之坑
時 期 13世紀
位 置 12E-58-5

形 睡畏方形、皿形
規模1.75 x l.4m 
主軸方向 N-42"-W 

理さ O.lm
B 遺 物縄文土器

特飽事項 古代遺稿より新し仁方向から中世とした.

49号土坑
時 期 16世紀
住置 12E-39-24
形 盟長円形、摺鉢形
規復 2.2x l.l m
主軸方向 N-26二w

h 理さ O.4m
p 遺鞠

特記事項

, 
‘ 

屠 F修， 、 a嬬‘色土 (自色砂少し理じり‘しまる)

~ i 純和……土出叫珂(恨叩…匝陪色3 ，黒R色土 (自色砂境状に入る}
4 黒色土 (白色砂理じる)
5 黒色土{匝色砂少し埋じる1
6 !l(色砂 {黒色土理じる)

ーミ量〆戸「

'1 r\\ー

ム L-2 恥 字 /処云
41F立話きさ手三三三チーーヮ } 

4 i 、一一一一 色土禍齢〈理じり粘買)
2 黒色土 (砂理じり.粘買)

空 1m 3 黒庇色土(砂;且じり、候分析出、粘置)
一一一一一 4 1I!l(色土 (砂理じり.粘買〉

5 匝色砂(黒色土理じる)

6 緑色土(褐色砂理じり、帖置)
7 黒色土(砂少し1mじり . 粘質強い)
8 鳳色土(白色土理じり、結置)
9 黒色土(砂多〈理じる)
10 黒匝色土(砂:1じる)
11 !l(色砂 (累色土少しt毘じる)
12 赤黒色土(砂1mじり.粘買}
13 1I!l(色土 (砂多(;1じり、帖置)
14 黒匝色土(砂浬じり.粘置でしまる)
15 黒庇色主(砂，毘じり、粘買〉

図 215 鎌倉・室町時代の遺構 (47-50 号土坑)
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50号土坑
時 期間世紀
位 置 12E-49-9
形 睡長円~.摺鈴形
規模 2.7)( t.35m 
主軸方向 N-59'-W 

理さ O.5m
直柚
特位置算項



51号土坑
時 期 16世紀
位置 12E-49-1 0
形 態方形.鱗形
規機1.1 x 1.0m 
主軸方向 N-12"-E 
理さ O.56m
量鞠
特記事項

一世吾画.

時h .A
嶋 、、古島 ..-:....-1 

主ー ー -:  ... 

~~..~三・ ~ー通

時下 者
、『官

rutw 
吋 、 司

目

、~ I 

、 戸 崎 & へ 令、

蕊、イ心主九，-し、:...，.... 鴨よ;ぐ恥♂勺tヤh
、 一:、、宇品ロ

/。

坑54

。ク

口

G
9
 

0
 3

a
・

6

a町山

53号土坑
時 期間世紀
位 置 1 2E-45・24
形 睡 檎円形、皿形
規穫 3.38>< 1.92m 
主軸方向 N-l0"-E 
理主 O.95m
遺物
特飽恵項

B 

坑53

A L-3.20m 

54号土坑
時 期 16世紀
位 置 1 2E-45-25
形 由楠円形‘掴鉢形
理観 3.6>< 2.0m 
主軸方向 N-4S"-E 
理さ 1.05m
遺物
特配事項

¥f  
o 1m 

中世か

12E-53-22 ' 23南開

1.18 x 1.13m 
N-25・ - E

0.45. 北豊町残りが良< 1まぽ量直に立ち上がる.
北壁障でウマのよ顎骨が出土. 他に土器などの遺物Iま無し。
覆土は黒匝色砂が土佐積. 覆土から推到すると中世になるか。

74号土坑
時期
位置

規模
主軸方向

理 さ
遺物
特記事項

鎌倉・室町時代の遺構 (51 '53 ・ 54 ・ 74 号土坑)
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ρ川
l' 粘坑 1

粘坑2

1 号粘土貼土坑
時 期間世紀
也 置 1 2E-47-8
形 曲 ~円形、 思形
規模 1 .92x 1 凹m
主軸方向 N-5S"-E 

理さ O.2m
遺 物
特但事項 粘土は黄色と白色下末吉ローム
眉 序 1 黒色土(粘土il!じる )

2号粘土貼土坑
時 期 15世紀
位 置 12E-47-8
形 睡長円形、 血形
理機 x 1.29m 
主軸方向 N-2S

0

-E 
理さ O. 12m
遺物
特!è事項 粘土は黄色と白色下末吉ローム
膚 序 1 黒色土(粘土il!じる)

A L-3.00m B 

実三ヨ三ヨ一宅二二二1ニユヲr

ムロ吉末
釦

下
じ

色
謹
白
土

日
門
と
粘
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刊
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坑
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4
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土

地
正
市
山
噌
伽
出
鹿

島
内
同
付
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n
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配
制
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目

は
期
置
睡
襖
向
さ
鞠
項
序

相
方

事

号
軸
配

3

時
位
形
規
主
理
遺
特

層

主_L-3. 80m .J主

叉三二-;zr

o 1m 
'==ニニ=ー=

B 

4号粘土貼土坑
時 期 15世紀
位 置 12E-47-9
形 田方形、 血形
規檀 3. 1 2 xO.82m 
主軸方向 N-43二E
理さ O.16m
遺物
特記事項 粘土は黄色と白色下末吉ローム

南東聞を近世滑に切られる
層 '" 1 黒色土(粘土.砂理じる)可ミ三三註

図 217 鎌倉・室町時代の遺構 (1 -4号粘土貼土坑)
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包
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o 1m 

2号井戸跡
時 期 13世紀
位置 12E-48-21
形 瞳機円形.掴僻形
規模 6.3x 6.0m 
主軸方向 N-4S--W 
理主1.1m
遺 物 古海戸臨乎.常滑鯵
特Ii!.項 車部lま禍鋲鉱が珊まり硬化
圃 序 1 黒色土{砂.縄鉄‘理じり.粘量〉

2 黒色土{匝色砂植故に理じる)
3 罵庇色土(砂多〈理じる)
4 黒色土{粘置)
5 ..色ニt (よ部に褐鉄鉱入札粘質強い)
6 黒色土{砂理じり、帖置)
7 縄民色砂{緑色土理じる)
8 1<色租砂
9 ..色土{褐鉄鉱理じる)
10 黒色土 (軽石、褐鉄鉱理じる)
11 属医色土 (砂、軽右、縄飯鉱t毘じる)
12 黒色主{帖置強い)
13 褐色砂{緑色土輔状に理じる)
14 黒色土{砂輯状に少し理じる)

図 218 鎌倉・室町時代の遺構 (2号井戸跡)
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3号井戸跡
時 期 14世紀
位置 12E-56- 12
形 腫円形、揮鯵形
理機 4.32 x4.3m 
主軸方向 N--'-W 

揮さ 1 .36m
遺 物盲瀬戸新緑盟皿.常滑車錫‘石員
特記事項 南北にまEる漕と連結する
圃 序 1 暴匝色土(砂理じり、少し褐色)

2 .1<色土(砂;mじる)
3 黒色土 (砂理じる)
4 黒色土(粘置)
5 黒色土 (砂理じり、少し褐色)
6 黒色土[白色砂混じり、粘置}
7 白褐色砂(緑色土liじる)
8 暗庇色土 (砂理じる)
9 撫匝色土 (匝色砂踊状にIlじる)
10 黒色土(砂jRじり、しまる)

図 219 鎌倉・室町時代の遺構 (3号井戸跡)
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長
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o 1m 
匡

11 暗匝色砂(鳳色土;ftじる)
12 EJ{色砂 (属色土輔状に理じる)
13 .ø:::禍色砂 (黒色土;1じる}
14 暗灰色土(砂多<ilじる)
15 暗民色土[砂‘瞳土理じる)
16 暗E色土(構土多〈理じる)
17 鳳禍色土(砂.妓土壇じる)
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23 号中世，膏 12E-54ー11 付近拡大図

図 220 鎌倉 室町時代の遺構 (23 号中世溝)
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4. 安土桃山・江戸時代



十略 目 1.. 凶 1明句" i 噌 勾引 "... .. 
l 噌噂 "

寸 幽4 ・
/ fI 〉グ !時四

•/ .//1 

!情引

，~.網 九回 T/ I , 7/ JfI.,,, + 
1...・ i 咽 H , H 'H/F'I 

|健4・

l明白

"，・馴 .. 

l 噌毎崎 l 電鈴・ 1... 

l町聞 L 

H・・ー"

l 剛山 i 嶋 脇町 1 晴樹岨 i 晴 俸・

2-11 ・ 13-20号近世溝
時 期 16-18世紀
位置 12E-51-2.....t2E-44-15 
走行方向 N-18-5S'-E . N- 1 3.....7S.-W、
幅上1.0.....3 .3m 、 鹿O. 1-1 .0m
深さ O.3-0.7m 
墨書 670m 
断 面 V字形、逆台形
遺 物 9 .10 . 16号溝で志野皿. 天目碗
特記事項近世畑跡的区画溝で、排水被能も果たしていたと

考えられる. 6号溝には遭跡が並行する.

t 蝿・n l岨・眉

-ｭ
幽
司

】
働

• 
回w
• 

lH?? 

~....~ 九百 九川町 l 剛・同

+,.. .. 

1 号近世溝
時 期間-18世紀
位 置 12E-5 1 - 13.....12E-63- 19
走行方向 N-5S.....66. -W
幅 よ4.S.....10 .5m、 底O.5-1 .5m
漂さ O.3-0.5m 
畏さ 130m 
断 面逆台形
遺 物瀬戸皿天目碗、接付徳利等
特記事項数量の漕が集まり、栗山川に並行する.

I '...~ 九叫 寸 山場

図 221 安土桃山・江戸
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~町 I.~引
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。唖

十

+唱嚇凋
1,... 

• -
圃隈

1.... 
!瞳叫

! 品目 イ峰山

1".-..... i 明白
1 鍾日 1 川跡・

l 明也噌 1 ，.骨 "

;緩い、E白グ " 

1 .引
! 鴎昏・

h回目

12 ， 21- 23 ・ 25-27号近世溝

1叫同 I ，.~. / 時 期 1 6.......18世紀

位 置 12E・ 63・ 13......12E - 46-7
走行方向 N-35.....45. -E、 N-40'-W、
幅 上2. 0.......S .0m、 底1.0......4.0m
深さ O.3.....0.7m 
長さ 240m 
断 面 V字形、逆台形

片町目 ι I/f/ 棒、
遺 物 21号溝で天目碗、 27号北端で貝般出土

十日叫 特記事項近世畑跡の区画溝、 および浅く幅広くなっている
!山ー 所l立道跡と考えられる.

イ'....... 

七
1 .. 叫

i 叫日

→瑚'..

1 2 E -53 付近の

中世溝と近世溝

時代の遺構・遺物分布①
l市町 o <1m-
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4 同-.
1... 

、 J 

1... + 

24号近世溝
時 期 17-18世紀
位 置 1 2E - 45 - 11- 12E - 45 - 12
走行方向 N一回'"-E
幅 上川m、 車O.2m
罪さ 1 伽n
長さ 6.5m 
断 面 V字形
遺 物槍尭皿
特配事項この溝のみ、 軍〈短い

19 . 20 号近世溝

h.... .. 1--
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~目 '..・ 九ー
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i 同柑 1.-

" 四 ミ~弘、~ヲ--;-

九日

十姻山

28-29号近世溝
時 期 16-18世紀
位置 12E.柑 12- 1 2E - 48 - 3

ミ総齢務グ

走行方向 N-3S ....4S.ー巳 N-40"-W‘
幅上4.0-S.5m . 直 1 .0-2.0m
揮さ O.3....0.7m 
畳さ 190m 
断 面亜台形
遺 物 29号溝口E- 56 - 1 5で中国畢象付皿出土.
特記事項敏条の溝のから怠り‘近世個E梅田区画溝で、

遭跡が瞬植して並行する.

12E-47-9 .10 付近の 29 号近世溝

時代の遺構・遺物分布②
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30 ・ 31 ・ 42-47号近世溝
時 期 16-18健記
位 置 12E・ 57. 10-1 2E・ 60・6
走行方向 N-34-43"-E、 N-30-6ぴ-w.
幅 L2.0-4.0m、Jl l .0-3.0m
揮さ O.3-0.7m 
Aさ 2曲m

断 面物 V31字号形溝、付畳近台か湾多ら圃島皿.43号溝から費灘戸鈴.適

42号溝で跡鉄の絵E皿画、自障主行で緑.皿、寛永通室、鉄町
特記事項近世畑 浅〈幅広い遭跡が

隅植して並行する.

イ咽日 r... 九日

1._ 

九吋
4 同・陶 1... r 

'"",..." I..~- 、!K\ / 

12E-59 の判 '46 号近世溝

の
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1町個 1... 
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48-53号近世清
時 期間-18世紀
位置 12E 柑 13-12E.咽.23

i日

』町

走行方向 N-24-3S"-E. N- 48-80"-W ‘ 
幅上O.8- 1.7m. JlO.4-0.8m 
理さ O.2.....0.4m 
畳さ 120m 
断 面理台形
遺物
持記事項近世畑跡の直面溝で、縛水をかねていたと

考えられる.
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九引
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+..・
4晦山十唱目

! ....~ 

1.叩

54-56号近世清
時 期 17-18世紀
位置 12E-50-7 -12E-40-25 
走行方向 N-24-3S'-E . N-4S.....S0.・ W、
幅よO.8-3.5m、底O.4......3 .0m
諜さ O.2m 
墨書 85m 
断 面逆台形
遺 物特になし
特記事項近世畑跡の区画溝で、書〈幅広である所から、

道跡と考えられる.

57号近世鴻
時 期 17-18世紀
位置 12E- 50・ 7-12E.50-14
走行方向 N-58-62'-W、
幅上2.5-3.2m、底2.0.....2 .5m
深さ O.2......0.4m 
畏さ 30m 
断 面逆台形
遺 物 12E-50 - 13で藩器碗、木材出土.
特肥事項幅広〈深いζとから、水量聾めた施設があった

ことが考えられる. 北側に掘立柱建物跡柱穴を
検出.

58-64号近世溝
時 期 17-18世紀
位置 12E・50 - 12-12F -31-16
走行方向 N-47-52

0

- E、 N-38-72'-W.
幅よO.8-1 .5m、底O.3--0.5m
深さ O.2--0.7m 
長さ 計120m
断 面逆台形
遺 物 61骨溝から染付花瓶出土
特記事項畑跡を区画する溝であると同時に、排水を

兼ねていたと考えられる.
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時代の遺構・遺物分布③

真上から見た 50・ 5 1 号近世溝
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5. 芝崎遺跡の自然科学分析



1 テフラ分析の方法

芝崎遺跡のテフラ分析

神奈川県立保土ヶ谷高等学校 上本進二

都留文科大学 上杉陽

千葉県光町芝崎遺跡は栗山川の後背湿地にあって、下位より腐植質の泥質粘土層、黒泥層、砂質、ンノレト層

が堆積している。

テフラ試料は10号住居跡覆土と水田祉覆土から各 1試料、 8 号住居跡覆土から 4 試料、 トレンチ内の標準

土層中の粘土層から 4試料を採取した。テフラ試料はまずわんがけ法によって洗浄を行うが、細粒物質を残

す洗浄法は時間がかかりすぎるため、今回分析をおこなった洗浄試料は62μ 以上の粗粒物質に限った。この

ため、今回の分析では細粒重鉱物や黒雲母 ・ 植物珪酸体はほとんど流れてしまっていると思われる。試料を

水洗して腐植物・土壌物質を完全に除去した後、実体顕微鏡(註 1 ) および偏光顕微鏡でスコリアガラス・

軽石ガラス ・ 斑晶鉱物の特徴を観察し、試料に含まれる伊豆系テフラ ・ 伊豆七島系テフラ ・ 富士系テフラお

よび北関東系テフラと同定をおこなった。偏光顕微鏡下でのテフラ同定は、上杉ほか (2000) 、上杉ほか

(1994) 、上杉 ( 1 990) に基づいておこなった。なお、顕微鏡写真は400倍で撮影したものである。

2 各テフラ試料の分析結果

本遺跡の10号住居跡・畑跡覆土 ・ トレンチ ・ 8 号住居跡から採集した試料には特徴のある火山ガラスが含

まれており、上杉ほか (2000) の分類に基づいて以下のように区分した。

A 偏光顕微鏡透過光での色彩が透明に近く、屈折率が 1. 54以下の流紋岩質~安山岩質ガラス(軽石ガラス)

H型 平板淡色ガラス C型・淡色で気孔率が20~50%のガラス T型淡色で気孔率が50%以上のガラ

ス fl 剥片状~塊状ガラス bw 泡壁状~薄板状ガラス c 柱状気孔 0 球状気孔 co 柱球状気

干し(長楕円形気孔 t 気孔やガラスがねじれているもの m 微結晶が多いもの a 晶子やガラス

の小塊が多いもの r 赤色系ガラス(高温酸化ガラス)

例 Hfl :淡色系厚板~剥片状ガラス Hc 淡色系平板上に柱状気孔が付くガラス Cc 淡色系ガラス板

に20~50%の柱状気孔が着くガラス

B 偏光顕微鏡透過光下での色彩が濃色で、屈折率が1. 64に近いもの、あるいはそれ以との安山岩質~玄武

岩質のガラス(スコパミガラス~スコリアガラス)

J 型・濃色で気孔率が60%以下のガラス、 5型 . 濃色で気孔率が50%以上のガラス

例 maJ 濃色系ガラスで、微結晶 ・ 品子を多数含む 小粒ジエリー状ガラス宛の集合体 Jp 火山 毛

(スコリアガラスでジエリー状、粘性が低く髪の毛状となる Jt 火山涙(スコリアガラスでジエ リー

状、粘性が低く涙摘状~ダンベノレ状 SO型 球形気孔が非常に多いスコリアガラス

1) 10号住居跡

微量ではあるが、スコリアガラス(写真 1 )や円磨された石英ガラス(写真 2) 、 30μ の厚板~剥片状ガ

ラス (Hfl型)があることから、この層準は風成砂粒が飛び込みうる環境(近くに風成砂丘~風成砂原があ

る)と考えられ。
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2 ) 畑跡覆土

畑の畝状の凹凸を埋めるように堆積している層厚 5 叩の白色相(註 2) からの試料である。微量にあるガ

である。 伊豆大島系の可能性がある。(写真 3 )ラスは緑~褐色~赤色のスコリアガラス

トレンチ3) 

トレンチ上層

ガラス板に20~50%の柱状気孔が(写真 4) 、少量ではあるが、 300~250μ のHc型~Cc型の透明ガラス

(写真 5) が認められる。 また、斜長石の表面に透明ガ(Cc型)、多少円磨されたHfl型ガラス着くガラス

これは

伊豆系の流紋岩質~デイサイト質火山(例えば、新島 ・ 神津島)から飛来した軽石系ガラスであろう 。

と恩われるものも含まれている。(写真 6)ラスが付着している流紋岩質~デイサイト質軽石ガラス

トレンチ中屑

(写真 7)、ガラス板に20~50%の柱球気孔のCco円磨されていなし、400μ の濃桃色~淡桃色のHfl型ガラス

(写真 8) 。 があり 、 空中飛来して風成砂崩中に挟まったと考えられる。 神津島~新島系の型ガラスがある

(写真 9)この他、屈折率がl. 54以下の安山岩質~玄武岩質のスコリアガラス火山ガラスと思われる。 また、

これは伊豆大島系の火山ガラスの可能性が高い。も含まれている。

トレンチ下層

(Cc ~ガラス板に20~50%の柱状気孔が着くガラス(Hfl型)300~250μ の淡桃色厚板~~I片状ガラス

(写真 10) 。 濃桃色ガラスもある。 これは伊豆大島のN3中部の白色タフにも多いものである。 科1型)がある

円磨されたスコリアガラスがかなり多量に含まれる。(写真11 ) 。津島~新島系の火山ガラスと恩われる

れは伊豆大島系であろう 。

(写真12)

トレンチ最下層

総じて、この層準は風成と恩われる。 微量ではあるが、粒径200μ 前後の淡桃色褐色透明ガラス

~濃桃色の厚板ガラス~剥片状ガラス また、少(H fl型)や、 400μ の石英の円磨砂(写真13) がある。

の品子多く角閃石や岩片~スコリアを含む点から富士系テフラを含んでいる。

8 号住居跡4) 

試料 1

床面直上の試料で、少量のスコリア片~岩片を含む。

試料 2

この他に黒雲母や石基微結品質岩(写真14) 。淡桃色平板上に柱状気孔が付く 250μ の Hc型ガラスがある

片が含まれている。

(写真 15) がある。

試料 3

400μ の淡桃色~透明Hfl型ガラス

(写真16) 。これは黒曜石の破片である

試料4

400μ の濃桃色Hfl型黒曜石ガラスある。

• 
-
S
a
l
z
-
-F
a
l
-
-FEE-?va'pk 

りガラス状の阿磨砂粒で、

3 テフラの起源について

分析したテフラ試料中の粗粒物質についてすべての試料で確認できるのは、

一←ー」
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これは風成砂粒が多かったこ とを物語っている。 この他、透明な水送砂粒も混じっている。 正長石 ・ 石英・

斜長石 ・ 斜方輝石 ・ 単斜輝石が多い。 これ以外にも、微結品質の岩片やスコリアガラスがある。 ほとんど全

ての層準で、伊豆系の厚板~剥片状ガラス ( H fl型)~ガラス板に20~50%の柱状気孔が着くガラス (Cc

型)がある。 これらは円磨されていないものが多い。

ト レンチ下層の試料から検出された淡桃色~濃桃色透明ガラスはN3中部白色タフなど、 伊豆諸島系~伊

豆半島系ガラスに多いものであり、あまり円磨されていないので、直接降下堆積したものと思われる。

当遺跡の構成砂粒子の主たる起源は花開岩(註 3 筑波山地方に多い)、両輝石を含むスコパミ~スコ リ

アを噴出する伊豆大島火山(註 4 ) ~浅間火山~富士火山テフラが主な候補となる。

註

註 1 実体顕微鏡では透過光ではなく、反射光を観察する。 従って、透過光が通過しないほど濃色のガラスや、微少な

気孔が多く、透過光が目に入射しない軽石ガラスの観察にはこれが不可欠であるが、今回は用いていない。

註 2 現場で級事Jに観察した白色相については、少なくとも 2つの成因が考えられる。一つは湿性地ポドゾノレの漂白層

A相 (5 i02の残留相~集積相) 。 白色相の大半がシノレトサイズ以下である場合は、この可能性が高い。 もう 一つの可

能性は白色流紋岩質軽石質火山灰~火山砂である。

註 3 今回は62μ 以下を流し去ったので、この判定はできないが、円廃された風成粒子がかなり含まれており 、 その鉱

物組成がアノレカ リ 長石 石英 ・ 斜長石であったこと、現地の観察で、多量の黒雲母を確認しているので、粗粒砂の起

源物質は主として花闘岩と考えられる。 ところが、これ以外に、透明ガラスやスコりアガラスも含まれており、特に

厚板~剥片状ガラス (H fl型)ガラスは円磨されていないものが多かった。 これらは神棒島~新島などの流紋岩質火

山から直接降下したものと推定されるので、この白色相は一方では白色流紋岩質火山灰~火山砂であり、他方では湿

性ポドゾノレ土起源のシリカ集積相なのであろう 。

註4 今回採集したサンプノレ中の砂粒径物質は、アルカリ長石 ・ 石英 ・ 斜長石と斜方輝石 ・ 単斜輝石、濃色ガラス(J 

型およびS型のスコリアガラス)である。 これ以外に僅かではあるが、淡色ガラス、黒雲母が残濫として残されてい

た。 機撹石斑晶がほとんどない点については、温性地ポ ドゾノレ環境で風化し流されてしまった、あるいは最初から少

ない大島火山起源のものなどが多かったなどが考えられる。

引用文献

上杉 陽 ( 1990) 富士火山東方地域のテフラ標準柱状図ーその1: 5-25-Y- 114 関東の四紀. (16). 3-28 

上杉 勝 ・ 新川和範 ・ 木越邦彦 (1 994) 伊豆大島火山千波崎地層切断面露頭群のテフラー標準柱状図一。第四紀研究，

33 (3). 165-187 

上杉 陽(J 999) 南側調査区C トレンチ下柳沢層上部層のテフラ層位 2 1-27 下柳沢遺跡早稲田大学

上杉 陽 ・ 畠山桐子 ・ 川上直樹 ・ 森本正子 ・ 白井将雄 ・ 立山美津子 ・ 水谷有子 ・ 小林ひろみ ・ 闘東第四紀研究会 (2∞0)

多摩中部ローム層標準柱状図 関東の四紀22号. 3-38 
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1. 10号住居跡試料 スコリアガラス 2. 10号住居跡試料 円磨された石英ガラス

3 畑跡覆土 ガラスは縄色スコリアガラス 4 トレンチ上層 Cc型の透明ガラス

令

董
5 トレンチよ層 円磨された Hfl型ガラス 6 トレンチ上層 斜長右に透明ガラスが付着しているガラス

7 トレンチ中層 護桃色~淡桃色の Hfl型ガラス 8 トレンチ中層 Cco型ガラス
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9 トレンチ中園 宜山宕置~玄武岩置のスコリアガラス 10 トレンチ下層 Cc型ガラス

11 トレンチ下層 Hfl型ガラス 12 トレンチ量下周 波銚色褐色遣明ガラス ( Hfl型}

13 トレンチ量下層 石英の円磨砂 14. 8号世居跡鼠料 2 H c型ガラスがある

• 

15. B号住居跡鼠料3 淡銚色~遭明 Hfl型ガラス 16. 8号住居跡鼠料 4 iI緋色 Hfl型黒曜石ガラス
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芝崎遺跡の火山灰分析

株式会社古環境研究所

1 はじめに

千葉県県域に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、富士、箱根、浅間などの関東地方とそ

の周辺の火山、中部地方や中園地方さらには九州地方などの火山に由来するテフラ(火山砕屑物， いわゆる

火山灰)が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらと

の層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっ

ている。

そこで、火山灰層や年代の不明な土層が検出された芝崎遺跡においても、地質調査を行って土層の層序を

記載するとともに、テフラ分析や屈折率測定を行って示標テフラの層位を把握し、土層の年代に関する資料

を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、 12E49-2グリッド、 12E58-9グリ ッド、 12F4 1 -2 1

深掘(小) トレンチ、 12F4 1 -21深掘(大) トレンチ、溝状遺構の 5 地点、である。

2 土層層序 (第 1 図)

(1) 12E49-2グリッド

12E49-2グリッドでは、下位より黄灰色砂層(層厚10cm以上)、黒灰色土(層厚16cm) 、白色細粒火山灰層

(層厚O. 3cm) 、白色火山灰混じり暗灰色土(層厚 7 cm) 、灰褐色土(層厚15cm) 、暗灰色土(層厚 7 cm) 、黄褐

色砂質土(層厚20cm) 、灰色砂質土 (層厚11 cm) 、黄褐色作土(層厚26cm) が認められる。

(2) 12E58-9グリッド

12E58-9グリッドでは、白色細粒火山灰層 (層厚O . lcm，試料 1 )と、そのあたりに黄灰色を呈する細粒火

山灰(試料 2) が認められた。

(3) 12F41 -21 深掘 (小) トレンチ

12F4 1-2 1深堀(小) トレンチでは、火山灰混じりの灰色粘質土(試料1)が認められる。

(4) 12F4ト21 深掘 (大) トレンチ

発掘調査を担当された道津氏によれば、 12F4 1 -21深掘(大) トレンチでは非常に良好な状態で白色火山灰

層(試料1)が認められたようである。

( 5 ) 溝状遺構

江戸時代と推定されている溝状遺構の覆土は、下位より暗灰色粗粒火山灰層(層厚l cm) 、若干色調が暗い

褐色土(庖厚54cm) 、褐色作土からなる。 これらのうち、最下部の暗灰色粗粒火山灰層は、層相などから 1707

(宝永 4) 年に富士火山から噴出した富士宝永スコリア (F-Ho，町田， 1977) と考えられている。

3 テフラ検出分析

( 1)分析鼠料と分析方法

軽石やスコリア質のテフラ粒子で特徴づけられる示標テフラの降灰層準を把握するために、テフラ検出分

析を行った。 分析対象となった試料は、 12E49-2グリッドおよび溝状遺構において基本的に 5cmごとに採取
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15 
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江戸時代講1 2E49-2 グりッド

土層柱状図図 1

テフラ検出分析の手順は、次のとおりである。された試料のうち、 22点の試料である。

1)試料10gを秤量。

2) 超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80. Cで恒温乾燥。

4) 実体顕微鏡下で観察し、テフラ粒子の量や特徴を把握。

(2 )分析結果

テフラ検出分析の結果を表 1 に示す。 12E49-2グリッドでは、試料 6 から上位の試料にわずかに灰色がかっ

とくに試料 5や試料 3 に比較的多くの軽石が含まれての軽石が含まれている。た白色軽石(最大径0.9皿)

とくに試料 5 に多く含まれて(色調が黒っぽい軽石)が認められ、いる。また試料 7 より上位ではスコリア

この試料に含まれるスコリアの色調は暗灰色や黒灰色で、その最大径はO. 7阻である。u 、る。

この試料に含まれるスコ溝状遺構の覆土では、試料12のテフラ層にスコリアがとくに多く含まれている。

またこのスコリア層には、灰色軽石(最大リアの色調は暗灰色、黒灰色、赤色で、最大径は1. 1四である。

径1. 2四)が少量含まれている。試料10、試料 6 、試料 2 には、ほかにわずかに灰色がかった白色軽石(最

の軽石が少量含まれている。大径0.8皿)

火山ガラス比分析4 

(1) 分析試料と分析方法

テフラ検出分析の対象となった試火山ガラスで特徴づけられる示標テフラの降灰層準を把握するために、

料について、火山ガラス比分析を行った。火山ガラス比分析の手順は、次のとおりである。

テフラ検出分析処理後の試料について、分析飾により 1/4-1/8皿の粒子を筒別。1) 

2) 偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調・形態別組成を求める。
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(2 ) 分析結果

火山ガラス比分析の結果の内訳を表 2 に示す。 また12E49-2グリッドにおける分析結果を、ダイヤグラム

にして第 2 図に示す。 いずれの試料からも火山ガラスは検出されたもののその量は少なく、顕著な濃集層準

も検出されなかった。 それでも、ほとんどの試料から分厚い中間型ガラスが検出された。 ほかに、試料16や

試料14にはスポンジ状や繊維束状に発泡した軽石型ガラスが認められた。 試料10をのぞく試料11から試料 6

にかけては、平板状のいわゆるバブル型ガラスが含まれているロ その色調は、無色透明である。

ここでも、いず溝状遺構の覆土における火山ガラス比分析の結果を、ダイヤグラムにして第 2 図に示す。

しかし、顕著な火山ガラスの濃集層準は認められなかった。検出れの試料からも火山ガラスが検出された。

された火山ガラスは、無色透明のパプノレ型ガラスや中間型ガラスがほとんどである。

5% 4 3 2 。

パプル型(無色透明)

軽石型(スポンジ状)

バブル型(淡褐色)

軽石型(繊維車状)

バブル型(褐色)
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口
圏
圃目
図
冨

溝覆土
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8 
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4 

10 

13 

15 

14 

8 

9 

11 

12 

5 
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7 

16 

12E49-2グリッド

火山ガラスダイヤグラム図 2

屈折率測定5 

(1) 測定試料と測定方法

テフラ層およびテフラ検出分析により検出されたテフラの起源を明らかにするために、温度一定型屈折率

1993) により屈折率測定を行 うことにした。1972 , 測定法(新井，

(2 ) 測定結果

屈折率測定の結果を表 3 に示す。 12E49-2グリッドの試料16に含まれる火山ガラスの屈折率 (n) は、1. 498ー

と1. 503である 。 重鉱物としては、斜方輝石、角閃石、単斜輝石がごく少量含まれている。 斜方輝石 (γ)

の屈折率は、各々1. 706-1. 708 と1. 674-1. 680である。 試料11 ' に含まれる火山ガラスの屈折率角閃石 (n ,) 

(n) は、1. 497-1. 501である。 重鉱物としては、斜方輝石、角閃石、単斜輝石がごく少量含まれている。 試

料 5 に含まれる火山ガラスの屈折率 (n) は、1. 507-1. 513である。 重鉱物としては、斜方輝石、角閃石、
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表 1 テフラ検出分析

地点
量

3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
II 

12 
13 
14 
15 
16 
2 + 灰白 0.7 +++ 暗灰〉黒灰，赤 o. 7 
4 +++ 暗灰〉黒灰，赤 0.8 
6 + 灰白 0.8 +++ 暗灰〉黒灰，赤 1.0 
8 + 灰 0.6 +++ 暗灰〉黒灰，赤 1.0 
LO + 灰，灰白 0.6, O. 8 +++ 暗灰〉黒灰.赤 1.1 
12 + 灰 1. 2 ++++ 暗灰〉黒灰赤 l. 1 

++++ とくに多い+++多い，++ 中程度， +少ない，ー認められない 最大径の単位は，皿.

12E49-2:1' ~ヲ下

試料
石
一調
一白
白
白
白
白

雇
一色
一灰
灰
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灰
灰 + 

++ 
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色調
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表 2 火山ガラス比分析結果

地点 試料 bw(cl) bw(pb) bw(br) md pm(5p) pm (fb) その他合計

12E49-2グリッド l 。 。 。 4 。 。 246 250 

3 。 。 。 1 。 。 249 250 
4 。 。 。 l l 。 248 250 

5 。 。 。 l 。 。 249 250 

6 2 。 。 。 l 。 247 250 

7 l 。 。 。 。 。 249 250 
8 l 。 。 2 。 。 247 250 

9 2 。 。 。 。 247 250 

LO 。 。 。 l 。 。 249 250 

II l 。 。 。 。 。 249 250 

12 。 。 。 I 。 。 249 250 

13 。 。 。 。 。 249 250 

14 。 。 。 。 248 250 

15 。 。 。 l 。 。 249 250 

溝覆士 126 00 00 00 02 20 00 224488 22550 0 

4 l 。 。 。 。 。 249 250 

6 2 。 。 2 I 。 245 250 
8 。 。 2 1 。 246 250 

10 。 。 2 I 。 246 250 

数字は粒子数 bw パプノレ型 ， md 中間型， pm 軽石型， cl 透明 ， pb 淡褐色， br 禍色，

5p 。スポンジ状， fb 繊維東状

表 3 屈折率測定結果

地点 角閃石 (n2)試料 火山ガラス (n) 重鉱物組成 斜方輝石 (γ)

12E49-2グ リッド ~... .... .. . .. . .}.:.?~!:.!:. .?~.~.... . ....... . .. .. ~?p.~!.~~:..?p.~~， 
12E49-2グりッド 11' 1.497-1.501 (opx. ho. c凹)
12E49-2グリッド 16 1.498-1.503 (op" ho, cp,) 1.106- 1 初8 1. 614-1. 680 

12E58-9グリッド 1.497-1.503 (opx.ho, cpx) 1.705-1.708 ー

12E58-9グリッド 2 1. 498-1. 503 opx, ho, cpx 1. 705-1. 709 1. 668-1. 673 

12F41-2 1 グリッド 1. 494-1. 496 何回 hO.CDX.bi) 1.705-1.709 1. 6初寸 . 612

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法(新井， 1972, 1993 ) による 叩X 斜方輝石 c凹 単斜輝石。

重鉱物の O は，量が少ないことを示す
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単斜輝石がごく少量含まれている。

12E58-9グ リ ッ ドの試料 2 に含まれる火山ガラスの屈折率 (n) は、1. 498-1. 503である。 重鉱物としては、

斜方輝石、角閃石、単斜輝石が含まれている。 斜方輝石 (γ) と角閃石 (n2) の屈折率は、各々1. 705-1. 709 

と 1. 668-1. 673である。 試料 1 に含まれる火山ガラスの屈折率 (n) は、1. 497-1. 503である。重鉱物として

は、斜方輝石、角閃石、単斜輝石がごく少量含まれている。 斜方輝石 (γ) の屈折率は、 し 705- 1. 708であ

る。 1 2F4 1-2 1 グ リ ッドの試料 1 に含まれる火山ガラスの屈折率 ( n ) は、1. 494-1. 496である。 重鉱物とし

ては、斜方輝石、角閃石、単斜輝石、黒雲母がごく少量ずつ含まれている。 斜方輝石 (γ) と角閃石 (n，)

の周折率は、各々 1. 705-1. 709 と1. 670-1. 672である。

6 考察

12E49-2グリッドの試料16に含まれるテフラは、火山ガラスの形態、色調、屈折率、さらに角閃石が含ま

れることや、斜方輝石や角関石の屈折率などから、約2， 800~2， 900年前・， fこ天城火山から噴出した天城カワ

ゴ平テフラ (Kg，回丁目ほか， 1 984，葉室， 1 978) に由来すると考えられる。 試料11' に含まれるテフラのほ

とんども、岩石記載的な特徴からKgに由来すると恩われる。 しかし、この試料の純度は高くなく、テフラ層

に含まれている本質物質を検出できなかった可能性が高い。

試料 5 に含まれるテフラは、軽石の特徴や火山ガラスの屈折率などから、 1783 (天明 3 )年に浅間火山か

ら噴出 した浅間A軽石 (As-A，荒牧， 1 968，新井， 1 979) に由来すると考えられる。 なお、同じ試料に含ま

れるスコリアについては、層位やスコリアの岩相などから、 F-Hoに由来すると考えられる。

1 2E58-9グリッドの試料 2 と試料 1 に含まれるテフラ粒子は、いずれも火山ガラスの特徴や屈折率、重鉱

物の組み合わせや、斜方輝石 (γ) と角閃石 (n，)の屈折率などから、 Kgに由来すると考えられる。 この結

果は、本質物質が少ないことに由来すると恩われる。

とくに良い状況で検出された12F41-21 グリッド深堀(大) トレンチの試料 1 に含まれるテフラ粒子は、火

山ガラスの特徴や屈折率、重鉱物の組み合わせや、斜方輝石 (γ) と角閃石 (n，)の屈折率などから、 838

(承和 5 )年に神津島天上山から噴出 した神湾局天上山テフラ (Iz-Kt ， 一色， 1 982) 、または886 (仁和 2)

年に新島向山から噴出した伊豆新島向山テフラ ( I z-Nm，徳永 ・ 横山， 1979 ， 一色， 1987) に由来する可能

性が考えられる。 したがって 、 12F41 -2 1 グリッド深銅(大) トレンチの試料 1 のテフラ層は、 Iz-Ktまたは

Iz-Nm fこ同定される可能性が非常に高い。 なお、斜方部石や角閃石は、その特徴からぬに由来すると考えら

れる。以上のことから、同じ層相をもっ12E49-2グリッドの試料11 ' および12E58-9グリッドの試料 1 の白色

細粒火山灰層についても、これらのテフラに同定される可能性が非常に高い。

溝状遺構の試料12より上位の土層に含まれるテフラについては、軽石の特徴などからAs-Aに由来すると考

えられる。

7 まとめ

光町芝崎遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、火山ガラス比分析、さらに屈折率測定を行った。そ

の結果、伊豆カワゴ平 (Kg，約2 ， 800~2900年前吋)起源のテフラ粒子のほか、神津島天上山テフラ (Iz-Kt ，

838年)または886 (仁和 2 ) 年に新島向山から噴出した伊豆新島向山テフラ (Iz-Nm ， 886年)、富士宝永ス
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コリア (F-Ho ， 1707年)、浅間A軽石 (As-A ， 1783年)を検出することができた。

横芝町とその周辺では、 Kwの上位の地層から、ほかに浅間C軽石 (As-C ， 4 世紀中葉ぺ新井， 1979) 、

榛名二ツ岳渋川テフラ (Hr-FA ， 6 世紀初頭，新井， 1979 ， 坂口 ， 1986，早田， 1989 ， 町田 ・新井， 1992) 、

浅間火山から噴出した浅間 Bテフラ (As-B ， 1108年，荒牧， 1968，新井， 1979) 、平安時代を中心とした富

土火山起源のスコ リ アなどが検出される可能性もある。したがって、遺構や遺物に関する詳細な編年研究を

行うために、テフラに関する調査分析が行われることが期待される。

註

*1 放射性炭素 (14C) 年代.

*2 現在では 4 世紀を遡るとする説が有力になっているようである(たとえば，若狭， 2000)。しかし、具体的な年代

観が示された研究報告例はまだない。現段階においてはほ世紀後半J あるいは r3世紀終末」と考えておくのが妥

当なのかも知れないが、土器をもとにした考古学的な年代観の変更については、考古学研究者による明確な記載を待

ちたい。
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芝崎遺跡の自然科学分析

はじめに

パリノ ・ サーヴェイ株式会社
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金井 慎司

松元美由紀

高橋教

馬場健司

芝崎遺跡は、九十九里浜に形成された砂堤を基盤とする微高地上に立地しており、古代および中世を主と

した遺構が検出され、それらの遺構に伴う土器等の遺物も確認されている。

本報告では、畑における栽培植物の検討を目的とした植物珪酸体分析、植物利用状況の把握を目的とした

種実遺体同定、木材利用状況の把握を目的とした樹種同定、骨・貝の種類を明らかにするための骨 ・ 員同定

を実施する。

1 畑土寝の植物珪酸体分析

( 1)試料

芝崎遺跡では、平坦な砂州上に黒色土が層厚O. 5~ 1. 0 

mで堆積している。 財団法人東総文化財センター ・ 光町

教育委員会 (200'!)によれば、畑跡は砂州堆積物の上面

で数十条の平行する構として検出された。潜は平均で、

幅30cm、深さ 20~30cm、長さ 20~30m、構と溝の間隔が

70cm、溝の中心聞が 1 mである。潜は、畝立てや天地返

しで掘り起こされた時の耕作痕と見られ、底部に鋤か鍬

の刃先痕が認められる。 方位に合わせて区画されている

ことから、組織的に管理されて耕作されたことが指摘さ

れている。また、畑跡を区画すると思われる溝 2 条も検

出された。この構は耕作痕の溝よりも大きく、遺物が多

く出土する。

試料は、畑跡から採取された土壌40点である(表 1 )。

このうち、試料番号14は、中世とされる畑跡の構内土壊、

他は平安時代の畑跡とされる。試料番号 2 ， 3 は畑跡を

様う黒色土、試料番号 5 は溝(耕作痕)の聞の土壌、 章式

料番号 6 ， 7 は 12E-43- 1 7溝内の上位と 下位の土壌、試料

番号 8 ， 9 は 12E-43-22構内の上位と下位の土壌、試料番

号23は白色火山灰、試料番号36， 37は 1 2E-46-23構内の上

位と下位の土壌、試料番号40は溝内土嬢である。

(2 ) 分析方法

各試料について、湿重 5g前後を秤量し、過酸化水素水 ・
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極酸処理、超音波処理 (70W ， 250KHz, 1 分間)、沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナ ト リウム，比

重2目 5) の順に物理 ・ 化学処理を行い、植物珪酸体を分離 ・ 濃集する。 これを検鏡し易い濃度に希釈し、カ

ノ〈ーガラス上に滴下 ・ 乾燥させる。 乾燥後に、プリュウラ ッ クスで封入してプレパラートを作製する。

プレパラートは400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科薬部(葉身と葉鞘)の薬

部短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および業身機動細胞に由来した植物珪酸体

(以下、機動細胞珪駿体と呼ぶ)を、近藤 ・ 佐瀬(1986) の分類に基づいて同定 ・ 計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラー ト作成に用いた分析残溢量、検鏡に用いたプレパラート

の数や検鋭した面積を正確に計量し、堆積物 I gあたりの植物珪酸体含量を求める。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と植物珪酸体含量の一覧表で示す。 また、各種類の植物珪酸体含量

とその層位的変化から畑作物の種類や古植生について検討するために、地点聞の植物珪酸体含量の変化を図

示する。 これは、同定した数を堆積物 I gあたりの個数に換算して表現したものである。

( 3 ) 結果

各試料の植物珪酸体含量を表 2 、図 1 に示す。 I g中の植物珪酸体含量は、多くの試料で10万個を越える

が、 6 点(試料番号7， 1 6， 23 ， 34 ， 38 ， 39) では 10万個未満であった。 とくに、試料番号23で産出量が少なく、

Ig 中の含量は4， 526個であった。 検出された種類をみると、短細胞珪酸体では、 いずれの試料でもヨシ属が

多く、タケ亜科、ウシクサ族ススキ属、イチゴツナギ亜科、 イネ族イネ属を伴う 。 また、ネザサ節、キピ族

チゴザサ属、ウシクサ族コプナグサ属が検出される試料もある。 全体的に保存状態は悪〈、同定できず不明

とした試料も多い。一方、機動細胞珪酸体では、ヨシ属、タケ亜科、ネザサ節、ウシクサ族、 イネ属がほと

んどの試料で検出され、シバ属を伴う試料もある。

栽培植物についてみると、多くの試料からイネ属の短細胞珪酸体および機動細胞珪酸体が検出される。 ま

た、試料番号13 ， 1 4 ， 29-3 1 ， 34 ， 37， 39では、イネ属頴珪酸体が組織片として検出されている。 イネ属以外では、

栽培種が含まれるヒエ属が試料番号3 1 ， 37 ， 38、キピ属が試料番号31-33 ， 37で検出された。

これらの植物珪酸体含量について各試料開での違いを見るために図 2 を作成した。 以下に、栽培植物を中

心に各地点の産状を述べる。

. 12E-43-11 (試料番号 1 - 4 )

植物珪酸体含量は、 畑跡を覆う黒色士の試料番号 2 ， 3 で約26万個々およひ・約41万個々であった。 一方、

下位にあたる試料番号 1 ， 4 では、約 11万個々、約12万個々であった。 栽培植物では、試料番号1 -3でイネ属

が検出される。 試料番号 2 ， 3 では短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体、試料番号 1 では短細胞珪酸体が検出さ

れる。 その含量は短縮胞珪酸体が約300-1 200個々、機動細胞珪酸体が約500個/直前後であった。

• 12E-43-17 (試料番号 5 - 7)

植物珪酸体含量は、構内上位の試料番号 5 で約22万個々、溝内下位の試料番号 6 で約15万個々、構(耕作

痕)聞の試料番号 7 で約 5 万個々である。 このうち、試料番号 5 ， 6 でイネ属が検出され、その含量は試料

番号 5 の短細胞珪酸体が約700個々、機動細胞珪酸体が約970個々、試料番号6 の短細胞珪酸体が約230個々、

機動細胞珪酸体が約460個々であった。

. 12E-43-22 (試料番号 8 ， 9) 

植物珪酸体含量は、構内上位の試料番号8 と構内下位の試料番号 9 で約 14万個々前後である。 いずれの試
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表 2 畑跡の植物珪酸体含量(1) (個/g)

種 頬 12E-43-11 12E-43-17 12E-43-22 12E-53-5 

民料番号 l 2 3 4 5 6 7 8 9 lO 11 l2 l3 

イネ科葉部短細胞謹種体

イネ族イネ属 356 923 1, 218 。

72‘ 229 。 377 536 ' ， 4曲 Z曲3 " .錨 1, 245 

キピ旗ヒエ臓 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

キピ篠キピ鳳 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

キピ属チゴザサ鳳 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 187 。

タケ亜科ネザサ聞 356 615 。 。 \, 207 。 310 377 357 
58‘ 。 187 。

タケE科 2,668 1'1, 612 7, 3 10 4, 2~1 27, 755 2.7-49 3.104 S,657 2, 580 6, 133 4, 172 6, 730 4, 2Jl 

ヨシ鵬 59,938 110, 279 226.355 59, 14.0 
75 “3 8日~. 397 21.420 68, 825 83， 6凹 "3.8伺 69,086 49,91 4 56, 752 

ウシクサ桜コプナグサ属 '78 。 。 。 。 。 。 。 。 292 33・ 37. 。

ウシクサ族ススキ属 2, 312 .. .曲 10, 234 " ，淘5 9, 171 3, 894 1, 397 3, 206 3, 573 4,673 4, 673 3, 365 

イチゴツサギ亜斜 3, 20 1 3, 230 3, 411 707 " .‘8 
1.374 '" 1, 697 2, 144 1.460 1.335 ', 869 1, 493 

不明 36.105 51.679 7<1, 3 15 22,6 19 48, 753 40.542 16, 211 40.729 29.835 3t ， 自33 26 日3 26 日6 29.123 

イネ科葉身織動細胞謹厳体

イネ族イネ属 。 6t5 .87 。 総S 45渇 。 377 ,,. 584 33. 37. 747 

タケ亜科ネザサ町 356 2.922 73t 942 6.758 1. 145 2， 0 1 目 566 893 J , 212 167 374 ... 
タケ亜斜 1, 245 18, 457 17， 0鎚 5, ，制 24, 377 4.352 2目 t73 6, 223 3.216 12, 558 7,843 ' ， '騎9 4, 480 

ヨシ鳳 2, 490 19, 22ti 31. 919 8, 718 7, 482 4, 581 2.794 8.297 3.930 14,018 9, 345 4, 487 5.227 

ウシクサ族 \, 779 9, 015 10, 234 4,005 4, 827 2.978 '" 2,074 3.394 8, 177 "駅，. 3, 365 6， 2氾3

シパ鳳 。 '61 '87 。 241 。 155 。 ,,. 。 。 187 。

不明 3, 024 22, 91 7 30.94.4 11. 781 1 2 ， 0曲 7, 101 3, 260 6,600 4, 824 14, 310 7,676 5,048 L 1, 201 

組 織 片

イネ鳳穎珪酸体 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 ... 
総計 114，刷珂 259, 472 414, 70 1 121, 343 221 , 320 149， 8∞ 53, 706 145，曲3 139, 348 143, 101 1 浦， 0師 106, 37 1 1 23 ， 4曲

表 2 畑跡の植物珪酸体含量 ( 2 ) (個々)

種 頬 12E-45-14 12E-45-19 

鼠料番号 l4 l5 l6 l7 l8 19 20 2l 22 23 24 25 26 27 

イネ科薬師短細胞珪厳体

イネ篠イネ鵬 902 含" 49 255 l. 995 99. 2, 474 ' ， 3例 1, 693 。 1, 175 .96 1, 110 。

キピ按ヒエ嵐 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

キピ族キピ鳳 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

キピ族チゴザサ鳳 .51 29' 197 2, 038 2, 793 4,972 3, 711 3.137 日， 129 65 2, 351 1, 240 1, 554 3.0四

タケ亜科ネザサ節 676 。 。 。 。 。 247 697 。 ., 78. 。 騎6 802 

タケ亜科 初 .40 3.782 1. 033 4, 585 7,979 7, 624 12, 619 9.759 8, 129 19' 4, 310 3, 472 2, 441 3, 209 

ヨシ属 35.400 11 5， 2曲 12, 442 82, 276 157, 979 114, 033 100, 206 173 ， 9 1 日 234, 039 l おト4 90，凶8 110, 849 77, 233 86, 445 

ウ シクサ臨コプナグサ属 676 291 246 7制 1 ， 59崎 99. 1, 237 1,046 3, 387 。 78. 1, 240 1, 110 2 ， α，. 

ウ シクサ篠ススキ嵐 9.921 '.364 787 3，&届 13, 165 6, 96 1 9, 897 7, 319 16, 935 87 8 ,6 19 6，&蝿 5, 326 9.226 

イチゴツナギ亜科 3, 608 2,6 18 34. 6， 60・ 6, 782 " >田 6, 186 3, 485 10，5<回 22 1, 763 2, 480 4, 217 3, 209 

不明 76， 8岨 5 1 ， 2冊 7, 524 44, S77 73,404 68.950 同， 619 64, 827 122.269 80' 33, 497 33.726 40,614 37，国，.

イネ科葉身梅動細胞珪酸体

イネ族イネ凪 225 。 49 。 1, 197 33t 247 1,046 677 。 78. 。

4‘4 201 

タケ亜科ネザサ簡 7, 215 。 49 255 3抽 。 1, 237 2, .HO 2, 710 19' 2, 938 24' 1. 554 1,003 

タケ車科 16 ， 4田 7, 855 2, 11 5 2, 293 6, 383 5,967 10, 144 21 , 26 1 8, 129 お8 13, 124 S, 704 8, 877 3, 610 

ヨ'l'. 7,892 6, 691 2,213 2, 293 5, 585 7, 293 8, 165 21, 261 16.596 .76 27, 424 6, 944 10, 431 4, 413 

ウシタサ族 9, 921 3,491 l. 524 1, 783 10, 77 1 3.646 7, 175 10，制5 17,951 .76 19, 393 8. 18凶 tt ，凹7 4, 011 

シパ凪 225 291 。 255 。 。 .95 1,046 339 22 S田 。 ... 。

不明 18, 264 7, 273 2, 459 3, 666 tt ，鈍8 4,972 7,918 17, 775 16, 257 4t2 23,898 11 , 107 11 , 763 1, 413 

組織片

イネ属圃珪融体 225 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

総計 219, 391 203, 636 3 1, 030 154, 108 却し 99. 231 ， 01珂 232, 577 341 , 214 467, 739 4, 526 23 1, 538 192, 684 178, 879 162, 861 
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表 2 畑跡の植物珪酸体含量( 3) (個jg)

種 額 12E-55-9 12E-55-9 12E-55-13 12E-46-23 12E-47-24 
12E-49 

-9 

民科書骨 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

イネ科叢都短細胞珪酸体

イネ簾イネ属 .09 1, 680 2.468 2.760 141 813 169 643 216 ... 623 655 6制

キピ族ヒエ鳳 。 。 。 301 。 。 。 。 。 222 初8 。 。

キピ露英キピ属 。 。 。 4回 593 325 。 。 。 665 。 。 。

キピ族チゴザサ属 1, 227 9回 l. 519 1 ，伺7 593 650 61. 6013 1,081 665 623 328 3‘3 

タケ亜科ネザサ節 .09 。 380 161 593 650 331 1, 501 601' 1, 553 623 328 51. 

タケ亜科 2, 249 2, 879 1.898 3,987 3, 703 1.300 61. 1, 286 2.161 4, 214 2,698 2,949 1, 886 

ヨシ鳳 87, 306 11 7, 576 99,288 97, 521 45, 920 54.930 32, 697 79, 528 122.983 104,030 32, 371 41 , /}44 

ク γクサ族コプナグサ属 204 1 ， 6関 “訓。 153 148 。 "淘 。 刷8 222 。 。

ウシクサ族ススキ属 10, 632 10,078 15, 371 14, 413 13,480 8, 451 4, 551 7, 717 16.718 17, 745 2, 283 3, 277 6, 5 16 

イチゴツナギ亜科 1, 43 1 960 1, 329 3, 373 2. SI自 915 L,348 1, 50 1 4, 755 5, 545 1, 245 1, 966 1 ， 20。

不明 31.896 31 ,674 28, 477 36, 647 26, 367 26, 327 12，初3 25，5'四 お 819 39.261 20.335 20, 3 17 22, 292 

イネ科葉身樋動細胞珪酪体

イネ篠イネ属 4曲 。 1.139 1.227 148 163 1.011 1, 501 216 222 623 328 L,7I5 

タケ置科本ザサ簡 L. 227 9剖 1.329 4曲 '89 650 2 ， 36。 1, 715 432 1, 331 623 655 2, ~ O l 

タケ亜科 9,6 10 6, 719 6, 6<1 5 5, 980 2,666 4, 71 3 5, 393 10.504 8,646 10, 425 2.698 1.966 5,830 

ヨシ属 10,019 12, 711 10, 441 6.593 2, 81 4 1. 788 6, 742 9.432 6, 403 11 , 978 2,698 2, 294 11 ,832 

ウシクサ族 1, 565 10,078 12, 720 11 ， 5岨 3, 703 2，・38 8, 258 13, 290 8, 213 16, 858 3, 320 1. 9曲 13, 032 

シパ属 。 '80 。 。 。 。 。 429 。 < .. 。 328 111 

不明 8 随7 9, 838 10, 63 1 息切7 5, 185 ~. 388 7, 416 13, 505 9,942 19, 741 3,135 6, 226 16,976 

組織片

イネ属顕珪睡体 。 1, 200 16。 612 。 。 337 。 。 ... 。 328 。

総計 173, 18\ 倉田 .79 1911, 590 197,954 110,061 l08, 559 84, 438 168, 703 2げー曲3 236, 008 14 , 701 85.855 16\ ，日2

料からもイネ属が検出され、その含量は試料番号8 の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体でいずれも約380個々、

試料番号 9 の短細胞珪酸体が約540個々、機動細胞珪酸体が約 180個々であった。

• 12E-53-5 (試料番号10- 13 )

植物珪酸体含量は約14万一11万個jgである。いずれの試料からもイネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体

が検出され、その含量は短細胞珪酸体が約 1 ， 200-2, OOO{固jg、機動細胞珪酸体が約370-750個々である。 また、

試料番号13からは籾殻に形成される穎珪酸体も認められる。

• 12E-54-11 (試料番号14)

中世の畑跡とされる試料番号14の植物珪酸体含量は約21万個々である。イネ属の短細胞珪酸体、機動細胞

珪酸体、穎珪酸体が検出される。

• 12E-45-14 (試料番号15- 17 )

住居の北側に位置する畑跡試料のうち、試料番号 1 5と試料番号17では植物珪駿体含量がそれぞれ約20万個

々と約15万個々検出されたが、試料番号16では約 3 万個々であった。

イネ属は試料番号16で短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体、試料番号15と試料番号17で短細胞珪酸体が検出さ

れ、その含量は約50-290個であった。

• 12E-45-19 (試料番号18-27)

植物珪酸体含量は、試料番号23を除く 9 点で約16万一46万個々であったが、言史料番号23では約4， 500個々で

あった。

1 層や 2層の試料(試料番号18-22， 24, 24) からはイネ属が検出され、短細胞珪酸体は約1000-2500個々、
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のうち、試料番号25では、 イネ腐の4 層の試料(試料番号25 ， 26) 機動細胞珪酸体は247- 1I 97/gであった。

一方、試料番号26では、イネ短細胞珪酸体が496個々検出されたが、機動細胞珪酸体は検出 されなかった。

属の短細胞珪酸体が1 ， 110個々、機動細胞珪酸体が444個々であった。

白色火山灰の 7層から採取された試料番号23は、全試料中で植物珪酸体含量が最も少なく、栽培植物のイ

ネ属等は全く検出されなかった。

. 12E-55-9 (試料番号28-3 1)

試料番号28-3 1 の値物珪酸体含量は、約17万 21万個/gである。全ての試料でイネ属の短細胞珪酸体および

この他、試料また、試料番号29-3 1 では、 イネ属の穎珪酸体も認められる。機動細胞珪酸体が検出される。

キピを含むキピ属も認められるが、検出された姫物珪重量体が栽培種番号31では栽培種のヒエを含むヒエ属、
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に由来するかは不明である。

. 12E-55-13 (試料番号32-35)

試料番号32-35では、植物珪酸体含量が約 B 万 1 7万個/ g であった。全ての試料でイネ属の短細胞珪酸体

と機動細胞珪酸体が検出され、試料番号34では頴珪酸体も検出された。 また、試料番号32， 33では、キピ族

キピ属の短細胞珪酸体が検出さた。

. 12E-46-23 (試料番号36， 37) 

構内上位の試料番号36と構内下位の試料番号37では、植物珪酸体含量が約21-23万個々であった。 いずれ

の試料でもイネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が検出され、試料番号37では頴珪酸体も認められる。ま

た、試料番号37では ヒ エ属とキピ属の短細胞珪酸体も認められる。

. 12E-47-24 (試料番号38 ， 39) 

平安時代の溝を挟む試料番号38， 39は、植物珪酸体含量が約7. 4-8 . 5万個々前後である。 いずれもイネ属の

短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が認められ、試料番号ぬではイネ属穎珪酸体も認められる。また、試料番号

38からは、ヒエ属も検出される。

. 12E-49-9 (試料番号40)

植物珪酸体含量は、約16万個々であった。イネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が認められた。

( 4 ) 考察

畑等の土壌について植物珪酸体分析を行った結果、最も多いのはヨシ属であるが、これは遺跡の立地環境
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(x l03 圃 )

2 0,5 0.5 

い103 圃 )

図 2 畑跡より検出されたイネ属 ・ヒエ属 ・キピ属の植物珪敵体含量

1 gあたりに換算した個数を示す。
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を考慮すれば、河道沿いや堤

間湿地等の低地にヨシが生育

しており、その植物珪酸体が

土壌中に混入したことが推定

される。また、タケ亜科は、

ネザサ節まで同定されたもの

と、タケ亜科までしか同定で

きなかったものとがある 。 複

数種類に由来する可能性があ

るが、ネザサ節には丘陵地な

どに生育する種類も含まれて

おり、周囲の台地縁辺部等に

生育していた可能性がある。

方、栽培種では、ほとん

どの試料でイネ属の短細胞珪

酸体や機動細胞珪酸体が検出

され、 一部の試料では穎珪酸

体も検出された。 この結果か

ら、畑跡からイネ属が検出さ



れたことを考慮すると、畑でイネが栽培されていた可能性があるが、敷藁等に由来する可能性もあり、調査

を行った畑でイネが栽培されていたか否かについては不明である。 また、イネの短細胞珪酸体が組織片の状

態で出土していないことを考慮すると、イネは周囲の堤間湿地などの低地で栽培されており、その植物珪酸

体が畑土壌中に混入した可能性もある。

イネ属以外では、 12E-55-9の試料番号31や12E-46-23の試料番号37などからは栽培種を含む種類であるヒ

エ属やキビ属が認められ、周囲に生育していたことが推定される。 これらが栽培種に由来するとすれば、 12

E-55-9や12E-55- 13 、 12E-46-23 、 1 2E-47-24では、畑でヒエやキピが栽培されていた可能性がある。 このこ

とは、種実遺体でアワー ヒエが確認されたこと と も調和的である

また、後述する種実遺体では栽培種としてオオムギ ・ コムギが確認されている。 これらはイネ科の栽培様

物であり、周囲で栽培されていたとすれば植物珪酸体分析でも検出できるはずである。 しかし、今回の分析

結果ではムギ属は全く検出されておらず、植物珪酸体分析からはムギ属の栽培が確認できない。 そのため、

オオムギやコムギについては、遺跡外から持ち込まれた可能性があるが、隣接する中島遺跡では僅かに検出

されており、少ないながら栽培されていた可能性もある。

2 種実遺体の種類

( 1)試料

種実同定は、検出された種実26点である。 いずれもヒ、ニーノレ袋内に複数点が入っている。 各試料の詳細は、

結果と共に表 3 に示す。

(2 ) 分析方法

試料をシャーレに移して双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子などを抽出する。 種実の形態

的特徴を、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑(石川， 1994) 、日本植物種子図鑑(中山ほか， 2000)

等と比較し、種類を同定し個数を数えた。 分析後の種実等は、種類毎にピンに入れ、 70%程度のエタノーノレ

溶液による液浸保存または乾燥剤を入れ保管する。

(3 ) 結果

結果を表 3 に示す。 被子植物 8 分類群(木本 3 分類群、草本 5 分類

群)の種実の他に、炭化材、部位 ・ 種類共に不明の炭化物、不明物質、

岩片などが確認された。 芝崎遺跡からは栽培植物のスモモ、モモ、イ

ネ、アワ ー ヒ工、オオムギ、コムギ、ムギ類が検出され、全て炭化し

た状態であった。 検出された種実の形態的特徴などを、木本、草本の

順に記述する。

く木本>

・スモモ ( Prunus sa! icina Lind!ey) パラ科サクラ属

核(内果皮)の破片が検出された。 炭化しており黒色を呈す。 完形

ならばレンズ状の広精円体。 径10皿程度。 基部は丸く勝点がある。

一方の側面には縫合線が発達する。 内果皮は厚く硬く、表面にはご

く浅い凹みが不規則にみられる。
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表 3 畑跡より検出されたイネ属

• • • • • • • 種 スモ イ アオ コム

類 モモ 才、 ワオ ムギ

名 モ | ム ギ 類

ヒギ
コニ

部 被 被 匪 匪 陸 匪 匪

位 事L 乳 乳 乳 事L

破 破 炭 炭 炭 炭 炭

遺 片 片 化 イじ 化 イじ 化

構
炭 炭
化 化

65号土坑 -110 21 - -1 4 4 
66号土坑 11 -1 9 l s 4 
1 75昇件居 21 l 

注) eは栽熔植物を示す.



-モモ ( Prunus parsica 8atsch) パラ科サクラ属

核(内果皮)の破片が検出された。炭化しており、黒色を呈する。復元される形状は、広楕円形でやや偏

平。一方の側商に縫合線が発達し、縫合線に沿って割れた痕跡がある。内果皮は厚く硬く 、 表面には縦に

流れる不規則な線状の窪みがあり、全体として粗いしわ状に見える。

<草本>

・イネ ( Oryza sat i va L. )イネ科イネ属

怪乳が検出された。 炭化しており黒色を呈す。 長楕円形でやや偏平。

長さ4-6皿、幅2.5皿、厚さ 1. 5凹程度。一端に匪が脱落した斜切形の凹部がある。 表面はやや平滑で、 2-3

本の縦溝がある。

・アワーヒエ ( Setaria itarica (L.) P. Beauv. -Echinochloa uti I is Ohwi et Yabuno) イネ科

Jff乳が検出された。炭化しており黒色を呈す。広楕円体でやや偏平。径1. 5皿程度。 背面は丸みがあり 、

腹面は平ら。 基部にJffの凶みがある。 アワ、ヒエの区別は、走査型電子顕微鏡下による内外穎の観察により

可能であるが(松谷， 1980;2000など)、検出された匪乳の表面に穎が付着しているものは認められなかった。

・オオムギ (Hordeum valgale L. ) イネ科オオムギ属

匪乳が検出された。 炭化しており黒色を呈す。紡錘状長柵円形体でやや偏平。先端部は尖り、基部は丸い。

長さ 5-7皿、 幅3 . 5凹、厚さ 3皿程度。 腹面は 1 本のやや太く深い縦溝があり、背面基部には妊の痕跡があり

丸く窪む。 表面はやや平滑。

・コムギ ( Triticum aestivum L. ) イネ科コムギ属

Jff乳が検出された。 炭化しており黒色を呈す。 楕円体でやや偏平。 全体的に丸みを帯びている。 長さ 3. 5-

4皿、幅2-2. 5阻程度。 腹面には 1 本のやや太く深い縦溝がある。 背面基部には経の痕跡があり、丸く窪む。 表

面はやや平滑。 なお、頂部を欠損するなど遺存状態が悪く、オオムギとの判別が難しいものはムギ類とした。

( 4 ) 考察

芝崎遺跡から検出されたスモモ、モモ、イネ、アワ、オオムギ、コムギは、古くから栽培のために渡来し

た植物である(南木， 199 1)。スモモやモモは観賞用の他、果実や核の中にある仁(種子) などが食用、薬用

等に広く利用される。 穀類のイネ、アワーヒエ、オオムギ、コムギは、目壬乳や種子が食用される。 これらは

全て炭化していることから、火熱を受けたことが推定される。これらの炭化した栽培植物の可食部である種

実が、士坑や住居跡から検出された状況を考慮すると、遺跡近辺で栽培もしくは持ち込まれ、生活残澄とし

て廃棄されたものと考えられる。 イネについては、植物珪酸体分析でも認められており、周辺で栽培されて

いたことが推定される。 一方、オオムギ ・ コムギ ・ ムギ類は、植物珪酸体分析では認められなかったが、隣

接する中島遺跡では僅かに植物珪酸体が検出されており、周囲で少ないながら栽培されていた可能性もある。

千葉県内における平安時代の遺跡では、多古町新城遺跡からイネの炭化匪乳塊が、匝瑳群光町城山遺跡の

9世紀代のカマドからマメ類が、市川市須和田遺跡の住居跡からはオオムギが、君津市常代遺跡の住居跡か

らスモモ、モモが、市原市上総国分尼寺跡の 9世紀前半の井戸跡から、スモモ、ウメ、 モモ、 カキノキ属、

イネ、ジュズダマ、アサ、シソ属、ナス、ヒョウタン類などの栽培植物が確認されており(埋蔵文化財研究

会200 1 ，大谷， 2003などに今回の芝崎遺跡の分析で得られた栽培植物の種類とも調和的である。 以上のこと
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から、これら栽培植物が当時の遺跡周辺において広く 表4 樹種同定結果

利用されていたと考えられる。

3 . 炭化材の樹種同定

( 1 ) 試料

試料は、 9 世紀中頃と考えられる 175号住居から出

土した炭化材 7点である。 いずれも小片で脆い。

(2 ) 分析方法

遺構

175号住居

(鍛冶遺構)

出土位置

F-13 
H-13 
[-12 
J-14 
k-14 
L-15 
炉括

樹種

カエデ属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

サタフ属

コナラ属コナフ亜属コナフ節

コナフ属コナラ亜属コナラ節

サクフ鳳

広葉樹

実体顕微鏡下で、木口(横断面) ・柾 目(放射断面) ・ 板目(接線断面)の 3 断面で見られる木材組織を観

察し、その特徴から種類を同定する。 なお、いずれも小片で脆いために、走査型電子顕微鏡で観察するため

の試料調整はできなかった。

(3 ) 結果

樹種同定結果を表41こ示す。 炉一括の炭化材は、道管が認められることから広葉樹材であるが、保存状態

が悪く、道管の配列等が観察できなかったため、種類の同定には至らなかった。 その他の炭化材は、広葉樹

4種類(コナラ属コナラ亜属クヌギ節 ・ コナラ属コナラ亜属コナラ節 ・ サクラ属 ・ カエデ属)に同定された。

各種類の解剖学的特徴等を記す。

・コナラ属コナラ豆腐クヌギ節 (Ouercus subgen. Lepidobalanus sect. Cerris) ブナ科

環孔材で、孔園部は 1 -2 <91]、孔鴎外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら単独で放射状に配列する。

放射組織は単列、 1 ~20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Ouercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で、孔園部は 1 - 3 列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。 放射

組織は単列、 1 ~20細胞高のものと複合放射組織とがある。

-サクラ属 (Prunus ) パラ科

散孔材で、管壁厚は中席、横断面では角張った楕円形、単独または 2 - 8 個が複合 し、晩材部へ向かつて

管径を漸減させながら散在する。 道管の内墜にはらせん肥厚が認められる。 放射組織は 1 -5 細胞幅、 1 -30

細胞高。

・カエデ属 (Acer ) カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および 2 - 3 個が複合して散在し、晩材部へ向

かつて管径を漸減させる。 道管の内壁にはらせん肥厚が認められる。 放射組織は 1 - 5 細胞幅、 1-30細胞高。

細胞壁の厚さが異なる 2種類の木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

( 4 ) 考繋

炭化材は、 全て 17 5号住居跡から出土したものであり、鍛冶燃料材と考えられている。 炭化材は全て広葉

樹であり、 4種類が確認された。 いずれも重硬で強度が高い部類に入札クヌギ節やコナラ節は薪炭材とし

て国産材の中でも特に優良とされる(平井， 1979) 。 この結果から、比較的重硬な木材を燃料材として利用し

たことが推定される。 これらの木材は、 隣接する中島遺跡の花粉分析結果等から、周囲に生育していた可能

性がある。
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鍛冶燃料材については、民俗事例で夕日やマツの木炭がよいとされる(岸本 ・ 杉浦， 1980) 。 これは、軟ら

かく燃えやすいために、 一時的に強い火力を必要とする際に適材で、あったためと考えられる。今回の結果は、

硬い木炭となる種類が利用されており、民俗事例とは異なる木材利用ともいえる。

千葉県内では、市原市に所在する押沼第l遺跡において、 9 世紀後半の精錬に伴う燃料材と考えられる炭

化材にクヌギ飾が多い結果が得られているが(パリノ ・ サーヴェイ株式会社， 1993) 、鍛冶燃料材については

樹種同定を行った例がない。 そのため、鍛冶燃料材の木材利用については、今後の資料蓄積が望まれる。

4 動物骨の種類

(1)試料

試料は、中世(室町時代)の道路脇から出土した獣歯(試料名 12E-44- 12 No . I -4) 、中世(室町時代前

期)の井戸跡から出士した異類(試料名 12E-56- 12 3 号井戸)、中世(室町時代)の溝跡から出土した員

類(試料名 12E-5 7-7 I茸)、近世の士坑から出土した獣歯 ( 74号土坑)である。 いずれも土壌が付いた状態

にあり、複数点、の骨片あるいは貝片が認められる。試料の詳細は、結果とともに表示する。

(2 ) 分析方法

試料に付着した土壌を水に浸した筆等で除去する。 自然乾燥後、 一部の試料については一般工作用接着剤

を用いて接合を行う 。 試料を肉眼およびノレーベで観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定を行う 。 計

測は、デジタノレノギスを用いて測定する。 なお、動物骨の同定および解析には、金子治昌先生に協力をお願

いし、署名原稿として結果を頂いた。

(3 )結果および考察

芝崎遺跡出土の獣骨・員類

金子浩昌

検出された種類は、 員類が4種類、獣類が 1 種類である(表 5) 。 以下、各試料の結果を示す。

.12E-44-12 No.1-4 

中世(室町時代)の道路脇からまとまって出土

したウマの歯牙である。左第 2切歯、左第 2-4 前

臼歯、左第 1 - 3 後臼歯、右第 4 前臼歯、右第 1

2 後臼歯が確認されており、上顎歯のみ残存する。

左右の上顎歯は、生体時の配列を保って出土し

たものと思われる。 そうだとすれば、この場所に

ウ7頭蓋があったと推測される。 下顎歯が検出さ

れていないので、 下顎骨は存在しなかったと推定

される。 すなわち、下顎骨のみが当初から無かっ

たとすれば、この場所には、下顎骨の外された頭

骨のみがあったと想像される。

出土した歯の保存状況をみると、右側歯牙は破

表 5 芝崎遺跡 2 出土動物分類群一覧

軟体動物門 Phylum Mollusca 

腹足綱 Class Gastropoda 

前飽亜綱 Subclass Prosobranchia 

古腹足目 Order Vetigastropoda 

ニシキウズガイ科 Family Trochidae 

ダンベイキサゴ拘'bonium gigBnteum 

原始紐舌目 Order Archilaenioglossa 

タニシ科 Family Vivi凹riidae

オオタニシ Cipangopa}udina japonica 

二位員綱 Class 8ivalvia 

弁健亜綱 Subclass Eulamellibranchia 

古異歯目 Order Palaeohelerodonla 

イシガイ科 Family Unionidae 

イシガイ Unio douglasiae 

具歯亜綱 Order Helerodonla 

マノレスダレガイ目 Order Veneroida 

マノレスダレガイ科 Family Yeneridae 

チョウセンハマグリ Aleretrix 18.胆rcki1

容椎動物門 Phylum Verlebrala 

哨乳綱 Class Mammal ia 

ウマ目(奇蹄目 Order Perissodactyla 

ウマ科 Family Equidae 

ウマ Equus caballus 
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表 6 芝崎遺跡出土獣骨貝類同定結果

12E-44-12 1 1 -4 1 中世道路脇 | 中世
(室町)

12E-56-12 3 号井戸

12E-57-7 構

12E53-22 ・ 23 74号土坑
中世

近世

上額箇芳

ウマ

ウマ

損したものが多く、第 1 - 2 後臼歯のみ形状を保っているロ 左側歯牙は、切歯 1 点が僅かに残り、第 2前臼

歯が舌側面のみ残されるロ 第 3 前臼歯以降の歯牙は、ほぽ原状が残されていた。歯牙全歯高の計測値からみ

ると、 5 歳前後の個体と推定される。

• 12E-56-12 3号井戸

中世(室町時代前期)の 3 号井戸では、淡水種のイシガイが主に出土する。 この他、淡水種のオオタニシ

がわずか 1 点認められる。 これらの貝類の内、イシガイは捕食されたものか決めがたいが、井戸内に棲息し

ていたものでなく、周辺の池沼から採取されたものが投棄された可能性がある。

. 12E-57-7 溝

中世(室町時代)の溝では、チョ

ワセンハマグリ (右殻54点)を主体

として、ダンベイキサゴが 2 点出土

する。 ただし、チョウセンハマグ リ

も、全部ででるから、 員塚のような

ものでない。チョウセンハマグリは、

計測できたものでみると、大きくて

も殻長36凹前後、最も小さい殻が殻

長15.5凹前後、大半が約23-27m前後
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の小型の殻を主体とする(図 3 )。

これら出土 した貝類は、ダンベイキサゴが男鹿半島 ・ 鹿島灘から九州南部の水深 5-30mの砂底、チョウ

センハマグリが鹿島灘以南、台湾、フィリピンの潮間帯下部から水深20mの外洋に面した砂底に、それぞれ

棲息するとされている(奥谷編著.2000) 。 これを参考にすると、これらの貝類は、 当時の外浜等で採れた貝

であったと推測される。

.74号土坑

近世に所属し、長軸約1. 8mX短軸約100mを計る不整形な楕円形土坑の北壁際から出土したウマの歯牙で

ある。 切歯を除く臼歯は、全て大破した状態である。切歯は、左右上下の切歯の大部分が残されている。日

歯の破損に比べると保存が良好であったのは、 この部分が噛み合う状態でー塊りになっていたため、取り上

げ時の破損が少なかったと恩われる。ただ唇側面側は保存されたのに対して舌側面がすべて破損している。

臼歯は、岐面を残す破片は20数片があるが、舌側、頬側を区別しても一部の歯牙しか確認されない。ただし、

本来は全歯があったと推定される。 上顎臼歯では、 3点のみ左舌側を確認できる。後臼歯の一部と恩われる。

右舌側を確認できたのは 2点で、これも後臼歯と思われる。 臼歯高は、破損するため推定高となるが、第 1

後臼歯で10 . 0皿前後と恩われ、 20歳になる。 下顎臼歯は、上顎臼歯に比べて破損率が高く、左第 3 後臼歯の

舌側を確認した程度にと どまる。他は、破損しており 、その数も少ない。本土坑からは、高年齢のウマの上

下切歯と臼歯があったことから、頭骨があったと推定される。

5 製鉄関連遺物の分析

( 1 ) 説料・調査項目

平安時代 (9 世紀中頃)とされる 175号

住居跡から出土した、椀形鉄津、羽口、

炉壁片、鍛造事l片、粒状浮等である 。 こ

れらの遺物から、鉄浮 2 点、炉壁 1 点、

鍛造剥片 2 点、粒状j宰 1 点を選択し、金

表 7 調査鼠料の一覧と調査項目

紙料名 記号
外観

焼形鉄棒 No.547(0-12) 。

繍形鉄棒 No. 559 (J-12) 。

炉壁片 No. 622 (J-15) 。

鍛造剥片 G-12 。

鍛造剥片 H-12 。

粒状津 H-14 。

属学的調査を行う 。 表 7 に分析を行う遺物の一覧と調査項目を示す。

(2 ) 試料調製および分析方法

調 T 項 目

組織観察 鉱物相分析 成分分析
。 。 。

。 。 ﾗ 
。 。 X 

。 。 X 

。 。 ﾗ 
。 。 ﾗ 

分析は、株式会社日銭テクノリサーチが行ったo 調査試料は、外観的特徴を記録し、鉄浮および炉壁片に

ついては代表的な箇所についてダイヤモンドカッターにて一部を切り取った。また、鍛造剥片および粒状浮

については代表的な粒を選定し調査試料とした。 組織観察は真空下て、エポキシ系樹脂を含浸し組織を固定後、

粗研磨は湿式 ・ 仕上げ研磨はダイヤモンドベーストを用いて行った。また、組織の観察は光学顕微鏡にて平

均的な組織を記録した。また、鉱物相分析は組織観察で用いた研磨試料により代表的な鉱物相の構成成分を

X線マイクロアナライザー (EPMA) により行った。 以下に使用した装置を示す。

外観観察・デジタノレカメラ Finepix F401型(富士写真フ ィノレム製)

組織観察.金属顕微鏡 BH-ll 型(オリンパス光学工業製)

鉱物相分析 X線マイクロアナライザー (EPMA) JXA-8 1 00型(日本電子製)

一方、成分分析(鉄津; No. 547) は、エタノーノレ中にて付着している土砂を取り除き乾燥後メノー乳鉢に

- 278 ー



て微粉砕し (-60メッ、ンュ)、 ]IS法に準拠した方法にて構成成分を求めた。

分析成分全鉄 (T ・ Fe) 、金属鉄 (M ・ Fe) 、酸化第一鉄 (FeO) 、酸化第二鉄 (Fe203) 、酸化珪素 (Si02 ) 、

( MgO) 、酸化チタン (Ti02) 、酸化(CaO) 、酸化7グネシウム(A1203) 、酸化カノレシウム酸化アルミニウム

マンガン (MnO)

M8212) 分析方法 T ・ Fe ' • .・・・・ 全鉄定量方法(JIS

M8213) M' Fe, FeO ・・・ 酸可溶性(鉄)定量方法(JIS

K0116) 他の元素 ・・・ ・ 蛍光X線分析法(JIS

(3 ) 結果および考察

a) 0-12 (No . 547 ) 鉄津

z 素 含量 (wt%)

T • Fe (全鉄) 68.48 
M' Fe (金属鉄) 0.54 
FeO (酸化第鉄) 66. 70 

Fe203 (酸化第一鉄) 23.01 
Si02 (酸化珪素) 6.61 
A1203 (酸化アルミーウム) 0.90 
CaO (重量化カルシウム) 0.60 
MgO (駿化マグネシウム) 0.46 
Ti02 (酸化チタン) O. II 
MnO (駿化マンガン) 0.023 

表 8 . 0-12 (No . 547 ) の成分分析結果茶褐色で径が約90皿の椀型形状を呈する鉄浮である。 表面中央

この鉄部には黒褐色を呈し、発泡スラグや粒状浮が付着している。

F事が高温度に曝された炉材近傍にて生成したことが窺える。内部は

1 mm以下の丸い空孔が存在するものの比較的綴密な組織を呈する。

(基本化学組成FeO、符号w) ・暗灰色で長ワスタイト構成鉱物は、

(基本化学組成2FeO-S i02、符号F) および非晶柱状のファヤライ ト

質珪酸塩(符号S) からなり、チタン化合物は存在しない。表 7 の

ワスタイト中にはチタン分が0. 1%程度と少なく、化学組成および表 8 に示した鉱物相の分析結果からは、

砂鉄原料の使用は伺えない。また、表 8 に示したように平均化学組成は全鉄 (T • Fe) が68% と高く、造j宰

成分 (Si02+A1203 + MgO) は10%以下と少ない。鉄分が多く造浮成分が少ないことから、小鍛冶操作過程で

生成した産物とみなすことが出来る。

b) J-12 (No . 559 ) 鉄津

茶褐色で大きさが70X50凹、 平板状の形状を有し油脂感がある。 表面には黒色煤状の物質が付着し、また

亀甲状の「ヒピ」 も入っている。 内部は大小の空孔が多く存在し、表面近傍数皿の深さまでは、炉材成分の

惨みこみがみられる。構成鉱物は、ウスタイト ・ ファヤライトおよび非品質珪酸塩であり、チタン化合物は

存在しない。 前記のか12 (No.547) 鉄浮と同様の組織を示し、 構成鉱物の割合からみて鉄分の高い鉄禅であ

この遺物も前記る。 構成鉱物中の成分割合も、表 8 に示したように前記鉄津とほぼ同様の濃度割合を示す。

の鉄浮と同様の成因で生成したものと考えられる。

c) J-15 ( No . 622 ) 炉壁片

60 X 35皿の大きさを有し暗灰色で一部に鉄錆が付着している炉壁片である。 断面組織は、小さな空孔が多

く存在するものの比較的鰍密な構造を有し、微細な亀裂も存在する。 構成鉱物は、僅かであるが金属鉄(符

と 7符号Q)の存在が確認できるが、主体は暗灰色を呈する大きな結晶 (0.5凹程度)の珪石 (Si02号Me)

トリックスは鉄分を若干含むSi-Al系の酸化物(符号G) からなる(表 8)。一部には熱により変質したと思

この炉壁片はかなり高温度に曝された状態で鉄分が穆み込んだものと恩わわれる領域もみられることから、

l
i
l
i
-
-
'
i
 

れる。

符号M) が主体

d) G-12鍛造事l片

茶褐色で大きさが数皿の剥片である。厚さが約O. 3皿で、綴密な酸化鉄 (FeD-Fe304組成
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BEl中の数字は定性分析位置を示す

酬酬しベー ニ己
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CH-l lOE加
CH-l LOEl 同
CH-2 TM' 
CH-3 PI汀N

CH'" lIF 

剣山M

Aランク O 削 " 内側

図 6 . J-15 ( No . 622 ) 炉壁片の鉱物相分析結果 ( 2 ) 
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BEI中の口印は定性分析位置を示す
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図 7. G-12、鍛造剥片の鉱物相分析結果
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表 9 鉱物相の成分分析結果 (wt軸)

まま料名 分 析 箇所
積出 元軍

F.O Si02 AI203 c.O "'.0 Ti02 K20 Na20 
w 98.7 . . 33 . 37 O. II 

!か附47) 鉄棒 F 65.2 5 . . . 1. 75 45 ー ・. 0.08 . . . 
s 24.8 52.5 10.8 3 0.3 4. 7 Q.39 

w 98.3 32 47 0.14 . . 
I J 日 (5刷鉄棒 F 61. 3 33.2 2.69 2.8 

s 24.1 53 10.5 3.62 18 5 0.58 
マ !J 'lク ス 33 49.3 9.59 0.93 5.52 。 0.39 

IJ-15 炉型片 2 守' !J 'lタ 17.3 59 16.6 1. 64 0.51 0.96 i 0.38 
可' 'J ック 6.27 57. 32.4 0.88 0.54 0.65 1. 38 0.18 

4 珪石 0.37 99.5 0.12 . . . . . Q.46 0.15 

とH-L12 盤瞳準遣型駒lL片 100 

100 . . . 
H- 14 粒状樺 11. 9 57.3 15 6.25 4.63 5 1.74 1. 82 
1) Vf :f]ス，イト (FeO) , F: 71 7イト (: .S 
2) 炉壁片の 1 -4については.図3中に分省庁箇所を表示)

3) '.0 酸化第一世， S i02 酸化珪軒 AI拍3 酸化アルミェウム，臼0 醜化カルシウム1

WgO 醒化マグネシウム. Ti田 酷化チタン. K20 酸化カリウム. Na20 酷化ナトリクム

の組織となっている。 表面から50μm厚さは、粘土鉱物と酸化鉄(鍛冶作業中に生成した酸化膜)による反

応屑を形成している。恐ら く、鍛冶作業中に酸化防止剤として使用した粘土汁のようなものが充分に排除し

きれずに融着したためと考えられる。 また、写真では明確でないが 、 こ の剥片の最表面にはさらに酸化程度

の進んだへマタイト層 (Fe203組成)が 1 ~2μmの厚さで存在しているのが確認できる。

e) H-12鍛造剥片

茶褐色で光沢のある事|片である。厚さは約O. 1 5皿で、微密な酸化鉄層 (FeO-Fe304組成 符号M) を形成し

ている。 前記のG-12鍛造剥片と同様に表面には粘土鉱物との反応層が形成されているとともに、数μmの厚

さのへマタイト層 (Fe203組成)が存在する。 したがって、 この剥片もG- 1 2剥片と同様の成因で生成したも

のと考えられる。

f) H-14粒状津

1-3凹径の球状で黄褐色から黒色を呈する浮である。 断面では大きな空孔を数多く有し、 一部に真球に近

い金属鉄が存在するが、 マトリックスは殆どガラスになっている。 数1 00 μmの大きさを有する珪石(符号Q)

の存在やマトリックス組成がほぼ前記の炉壁片組成に近いことから (表 9 ) 、 この粒状浮は先の炉壁の一部

が被熱(高温)により溶融 ・ 粒化したためと考えられる。 通常、 この様な形状を示す粒状浮は、鉄浮あるい

は酸化鉄を主体とする組成であり、 このような炉壁組成を主体とした粒状浮はまれである。

(4 ) ま と め

平安時代に位置付けられる鍛炉を伴う住居祉から出土した鉄関連遺物のうち、鉄t宰 ・ 炉壁片 ・ 鍛造薄片お

よび粒状津について、金属学的調査を行った。 その結果、 2 種の鉄淳は鉄分が高く造I宰成分の少ない特徴か

ら、小鍛冶操作で生成した産物の可能性が高く、恐らく炉底に長時間滞留したものと考えられた。 また、鍛

造剥片は鉄器表面の酸化防止剤の役割をする粘土汁と恩われるものと酸化鉄膜が融着しているものであった。

一方、炉壁片は若干の鉄分を含んだ炉壁組成で、恐らく 鉄i宰成分の一部が惨み込んだものと判断された。 ま

た、粒状浮は炉壁組成と類似しており、鉄浮と炉材が接触している部分で生成したものと考えられた。

これらの造物はいずれも小鍛冶操作過程で生成したものの可能性が高いが、鍛冶炉が比較的深く掘り込ま

れて構築されていることや炉壁が検出していることから、単に加熱 ・ 鍛打操作だけではなく、保熱を意識し
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た鍛冶炉による精錬的な操作を行っていた可能性も考えられる。

引用文献

石川 茂雄， 1994，原色日本植物穂子写真図鑑.石川茂雄図鑑刊行委員会， 328p 

近藤錬三 ・ 佐瀬隆， 1986 ， 縞物珪酸体分析， その特性と応用第四紀研究， 25 , 31-64 

松谷 暁子， 1980，十勝太若月遺跡出土炭化物の識別について 浦幌町郷土博物館報告， 第 16号， 203-211 

松谷 暁子， 2000，植物遺残の識別と保存について Ouro加ros，東京大学総合研究博物館ニュース， Vol ume5 , Number 

1, 8-10. 

埋蔵文化財研究会， 200 1，埋蔵文化財データーベース 第50回埋蔵文化財研究集会 環境と人聞社会 一適応、開発か

ら共生へ一 発表要旨集

南木 睦彦， 1 99 1，栽培植物， 古境時代の研究 4 生産と流通 1 ，石野博信 ・ 岩崎卓也・ 河上邦彦 ・ 白石太一郎編，

雄山悶， 165-174 

中山至大 ・ 井之口 希秀 ・ 南谷忠志， 2000， 日本植物種子図鑑東北大学出版会， 642p. 

平井信二. 1979，木の事典第 2巻かなえ書房

岸本定吉 ・ 杉浦銀治， 1980， 日曜炭やき師入門総合科学出版， 250p 

大谷 弘幸， 2003，炭化種子から見た農耕生産物の推定財団法人 千葉県文化財センター，千葉県文化財センター研

究紀要23 ， 141-163 

パリノ ・ サーヴェイ妹式会社， 1993 ， 木炭および製鉄跡関連試料の分析報告千葉県文化財センター調査報告第223集

千原台ニュータウンV ー押沼第 1 遺跡K地点ーJ.財団法人千葉県文化財センター， 91-99 

高橋 治子， 2000， '自ポラに埋もれた畠 宮崎県都城市中尾遺跡 「 日本考古学協会2000年度鹿児島大会資料集第 1

集はたけの考古学J ， 100-103 

財団法人東総文化財センター ・ 光町教育委員会， 2001 ， 光町芝崎遺跡現地説明会資料。 7p

奥谷僑司(編著) ， 2000，日本近海産貝類図鑑東海大学出版会， 1173p. 

- 288 ー



図版 1 植物珪酸体

14 

50μm 

(1-9,17) 

1 イネ属短細胞珪酸体(試料番号22)
3 ヒエ属短細胞珪酸体(試料番号3 1)
5 チゴザサ属短細胞珪酸体16)

4 

7 コブナグサ属短細胞珪酸体(試料番号16)
9 イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体(試料番号3)
11 イネ属機動細胞珪酸体(試料番号3 1)
13 ヨシ属機動細胞珪酸体(試料番号2)
15 シパ属機動細胞珪酸体(試料番号2)
17 珪藻化石 (破片)(試料番号40)

12 

50μm 

(10-16,18) 

2 イネ属短細胞珪酸体(試料番号3 1)
4 キビ属短細胞珪酸体(試料番号3 1)
6 ヨシ属短細胞珪酸体(試料番号2)
8 ススキ属短細胞遥酸体(試料番号3)

10 イネ属機動細胞珪酸体(試料番号22)
12 ネザサ節機動細胞珪酸体(試料番号2)
14 ウシクサ族機動細胞珪酸体(試料番号13)
1 6 イネ属穎珪酸体(試料番号29)
18 海綿骨針(試料番号40)
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図版 2 種実遺体

1. 1b 2. 2b 

5. 5b 

4. 4b 
3. 3b 

7. 

6. 6b 

1 スモモ緩(66号土坑梅?の種子)
3 . イネ匠乳(66号土坑炭化米(麦) つ )

5 アワーヒエ妊手L(66号土坑炭化米(麦) つ )
7 コムギ旺乳(65土坑)

7b 

1cm 2mm 

(1,2) (3.4,6,7) 

2 モモ核(65土坑 No.6H種子))
4 イネ庇乳(175号住居跡 L-18)

2mm 

(5) 

6 オオムギ妊乳(66号土坑炭化米(麦) つ )
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図版 3 0-12 (No. 547 ) 鉄津の概観と断面マクロ・ミウ口組織

1 外観
2 断面マク口組織
3寸断面ミク口組織
W ウス合イト ( FeO ) ， F ファヤライト，S 非晶質珪酸温，V 空孔
矢印調査試料の採取箇所
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図版 4 J-12 ( No599) 鉄津の概観と断面マヲロ・ミヴ口組織

200μm 
圃圃圃圃

1 外観
2 断面マクロ組織
3-6 断面ミク口組織
W ウスヲイト ( FeO ) ，F:77ヤライト，S 非品質珪酸塩，V 空孔
矢印調査試料の採取箇所
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図版 5 J-15 (No. 622 ) 炉壁片の概観と断面マクロ・ミヴ口組織

1 外観
2 断面マクロ組織
3-6 断面ミク口組織
Me 金属欽Q 珪石，G:FeO-Si02-AI203系スラク.
矢印調査試料の採取箇所
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図版 6 G-12鍛造剥片の概観と断面マクロ・ミヴ口組織

1 外観
2 断面マクロ組織
3-4 断面ミヴ口組織
M:FeO-Fe304，C 酸化鉄と粘土鉱物の反応層V 空孔
矢印調査試料
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図版 7 H-12鍛造事l片の概観と断面マウロ・ミク口組織

1 外観
2 断面マク口組織
3-4 断面ミクロ組織
M:FeO-Fe304 ，C:酸化鉄と粘土鉱物の反応庖V:空孔
矢印調査試料
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図版自 H- 1 2粒状津の概観と断面マク ロ・ミヴ口組織

1 外観
2 断面マヴ口組織
3寸断面ミク口組織
Me 金属鉄，Q 珪石，G:FeO-Si02-刈203系ガラス.v空孔
矢印調査試料
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図版9 出土獣骨・貝類

4 

2 

5 

7 

10a 10b 

1 ウマ上顎右 M2 (74 号土坑)

3 ウマ上顎左 M1 -M3 (74 号土坑 )

5 ウマ上顎左 P (74 号土坑 )

7 ウマ上顎右 P4-M2(12E-44-12) 

9 オオタニシ (1 2E-56-12)

11 ダンベイキサゴ (12E-57-7)
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3 

11 12a 

。

2 ウマ上顎右 M3 (74 号土坑 )

4 ウマ下顎右 M3 (74 号土坑 )

6 . ウマ上下門歯 (74 号土坑 )

日ウマ上顎左 12 ， P2-M3(12E-44-12)

10 . イシガイ左殻 (12E-56-12)

12 チョウセンハマグリ(1 2E-57-7)

6 

8 

12b 

5cm 
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